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4 令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 1章　事業概要「事業概要」

第 1 部 : 事業の目的について

　本事業は、歴史的・文化的価値のある我が国の貴重な文化関係資料が散逸・消失することのないよう、アー

カイブの構築に向けた資料の保存及び活用を図るための望ましい仕組みの在り方について調査研究等を行い、

映画関連の非フィルム資料（= 映画資料）のアーカイブに係る中核拠点の形成を図るため、当該分野のネット

ワーク化を推進することにより、分野全体のアーカイブの構築・運営や共同利用の促進等を行う。

第 2 部 : 事業内容について
（1）検討委員会の設置・運営

　非フィルム資料のアーカイブ中核拠点の形成のため、文化庁と協議の上、検討委員会を設置し運営を行う。

委員会においては本業務で取り組むべき課題の抽出や方針、非フィルム資料の利活用方法等、事業実施にお

ける助言等を行う。委員は映画関係者、学識経験者、学芸員などから 5 名以上を選任する。委員会は年 2 回

の開催を予定しており、必要に応じてオブザーバーの参加者を加える体制を整える。専門分野における課題

が生じた場合は必要に応じて分科会を別途実施する。

（2）調査研究の実施

　令和 3 年度（2021 年）は、調査地域を中国・九州地方に拡大する。また令和 2 年度（2020 年）に実施し

た関東地区（東京・調布地区）の調査をさらに深め、現地で制作された映画の非フィルム資料等について、

その所在等を調査する。また、非フィルム資料に係るデータベースの管理・運用・利活用等の調査研究を実

施する。

①非フィルム資料の所在に関する情報収集

Ⅰ．中国・九州地区の所在調査（現地実態調査）

　地方の非フィルム資料所蔵館との連携を深めるべく調査地域を拡大し、中国・九州地区における非フィ

ルム資料の所在に関する情報について実地調査を行う。山口県の田中絹代ぶんか館及び福岡県の松永文庫

を対象に、データベースの有無も含めて所在情報の収集・調査を行う。

Ⅱ．関東地区（調布地区）所在調査（現地実態調査）	 	 	 	 	

　関東地区における非フィルム資料の所在に関する情報について実地調査を行う。関東地区の映画産業関

連施設の一大拠点である東京調布地区にて、昨年度から継続して調布市立図書館や、また新規に対象とす

る映画関連会社等において、データベースの有無も含めて所在情報の収集・調査を行う。

②非フィルム資料の収集・保存・展示方法に関する検討

Ⅰ．映画資料特別展開催（調布地区、京都地区資料）

　利活用実証実験として、調査で発掘された資料を通じ、日本映画文化の一面を紹介する資料展を行う。

資料館同士のネットワーク化を推進すべく、昨年度に続く調布地区の追加調査、一昨年と昨年の京都の調

【実施概要】
査結果をもとに、相互に所蔵資料を貸借し合って連携する特別展を行う。更に広く関心を集めるため「全

国映画資料アーカイブサミット 2022」で資料展との連携も行う。

③非フィルム資料等の“所在地情報検索システム” の管理運用及び効果検証

　令和 2 年度（2021 年 3 月）に運用開始したデジタルアーカイブ実証実験を 2021 年 9 月まで行い、その

後 JFROL の運用面及び仕様面についての調査・検証を行う。

④所在地検索システムを活用したデジタルアーカイブ実証研究

Ⅰ．所在地検索システムと非フィルム資料のデジタルデータの連携の検証

　令和 2 年度にベータ版を公開した「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」に連携している京都

の東映太秦映画村図書館と東京の松竹大谷図書館のデータベースに加えて、神奈川県の鎌倉市川喜多映画

記念館等のデータベース連携の検討を開始する。各資料館の参加難易度・優先度を調査し、連携館及び利

用者の拡大を目指す。

（3）成果報告

　調査研究の成果をとりまとめ、文化庁へ報告するとともに、その内容を公表する。また、非フィルム資料

に係る映画関係者、学識経験者、学芸員等による非フィルム資料のアーカイブ化に関する「全国映画資料アー

カイブサミット 2022」（仮称）を開催し、国内ネットワークを維持・拡大する。アーカイブサミットの会場

は東京都内とし、広さは最低でも 100 名が参加できる会場を確保する。

①全国映画資料アーカイブサミットの開催（東京都内）

　令和 2 年度事業として実施された「全国映画資料アーカイブサミット 2021」において構築された非フィ

ルム資料に係る映画関係者、学識経験者、学芸員の昨年からのネットワークの拡大・深化、及び提起され

た課題等の議論、「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」の連携拡大を目的として「全国映画資

料アーカイブサミット 2022」（仮称）を 2022 年 1 ～ 2 月（予定）に開催する。セミナー・シンポジウム・

交流会を実施して相互理解を深め、全国の映画資料所蔵館のネットワークを構築する。

【参考】 令和 2年度「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」業務内容

▶現地調査

　・関東調布地区の所在調査（現地調査）

　・「全国映画資料館録 2020」の作成

▶「映画資料所在地情報検索システム（略称：JFROL）」の構築とデジタルアーカイブ実証研究

　・「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」のベータ版の構築と公開

　・JFROL を活用したデジタルアーカイブ実証研究

▶成果報告

　「全国映画資料アーカイブサミット 2021」の開催



5令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 1章　事業概要「事業概要」

事業概要

第 1 部 : 事業の目的について

　本事業は、歴史的・文化的価値のある我が国の貴重な文化関係資料が散逸・消失することのないよう、アー

カイブの構築に向けた資料の保存及び活用を図るための望ましい仕組みの在り方について調査研究等を行い、

映画関連の非フィルム資料（= 映画資料）のアーカイブに係る中核拠点の形成を図るため、当該分野のネット

ワーク化を推進することにより、分野全体のアーカイブの構築・運営や共同利用の促進等を行う。

第 2 部 : 事業内容について
（1）検討委員会の設置・運営

　非フィルム資料のアーカイブ中核拠点の形成のため、文化庁と協議の上、検討委員会を設置し運営を行う。

委員会においては本業務で取り組むべき課題の抽出や方針、非フィルム資料の利活用方法等、事業実施にお

ける助言等を行う。委員は映画関係者、学識経験者、学芸員などから 5 名以上を選任する。委員会は年 2 回

の開催を予定しており、必要に応じてオブザーバーの参加者を加える体制を整える。専門分野における課題

が生じた場合は必要に応じて分科会を別途実施する。

（2）調査研究の実施

　令和 3 年度（2021 年）は、調査地域を中国・九州地方に拡大する。また令和 2 年度（2020 年）に実施し

た関東地区（東京・調布地区）の調査をさらに深め、現地で制作された映画の非フィルム資料等について、

その所在等を調査する。また、非フィルム資料に係るデータベースの管理・運用・利活用等の調査研究を実

施する。

①非フィルム資料の所在に関する情報収集

Ⅰ．中国・九州地区の所在調査（現地実態調査）

　地方の非フィルム資料所蔵館との連携を深めるべく調査地域を拡大し、中国・九州地区における非フィ

ルム資料の所在に関する情報について実地調査を行う。山口県の田中絹代ぶんか館及び福岡県の松永文庫

を対象に、データベースの有無も含めて所在情報の収集・調査を行う。

Ⅱ．関東地区（調布地区）所在調査（現地実態調査）	 	 	 	 	

　関東地区における非フィルム資料の所在に関する情報について実地調査を行う。関東地区の映画産業関

連施設の一大拠点である東京調布地区にて、昨年度から継続して調布市立図書館や、また新規に対象とす

る映画関連会社等において、データベースの有無も含めて所在情報の収集・調査を行う。

②非フィルム資料の収集・保存・展示方法に関する検討

Ⅰ．映画資料特別展開催（調布地区、京都地区資料）

　利活用実証実験として、調査で発掘された資料を通じ、日本映画文化の一面を紹介する資料展を行う。

資料館同士のネットワーク化を推進すべく、昨年度に続く調布地区の追加調査、一昨年と昨年の京都の調

【実施概要】
査結果をもとに、相互に所蔵資料を貸借し合って連携する特別展を行う。更に広く関心を集めるため「全

国映画資料アーカイブサミット 2022」で資料展との連携も行う。

③非フィルム資料等の“所在地情報検索システム” の管理運用及び効果検証

　令和 2 年度（2021 年 3 月）に運用開始したデジタルアーカイブ実証実験を 2021 年 9 月まで行い、その

後 JFROL の運用面及び仕様面についての調査・検証を行う。

④所在地検索システムを活用したデジタルアーカイブ実証研究

Ⅰ．所在地検索システムと非フィルム資料のデジタルデータの連携の検証

　令和 2 年度にベータ版を公開した「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」に連携している京都

の東映太秦映画村図書館と東京の松竹大谷図書館のデータベースに加えて、神奈川県の鎌倉市川喜多映画

記念館等のデータベース連携の検討を開始する。各資料館の参加難易度・優先度を調査し、連携館及び利

用者の拡大を目指す。

（3）成果報告

　調査研究の成果をとりまとめ、文化庁へ報告するとともに、その内容を公表する。また、非フィルム資料

に係る映画関係者、学識経験者、学芸員等による非フィルム資料のアーカイブ化に関する「全国映画資料アー

カイブサミット 2022」（仮称）を開催し、国内ネットワークを維持・拡大する。アーカイブサミットの会場

は東京都内とし、広さは最低でも 100 名が参加できる会場を確保する。

①全国映画資料アーカイブサミットの開催（東京都内）

　令和 2 年度事業として実施された「全国映画資料アーカイブサミット 2021」において構築された非フィ

ルム資料に係る映画関係者、学識経験者、学芸員の昨年からのネットワークの拡大・深化、及び提起され

た課題等の議論、「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」の連携拡大を目的として「全国映画資

料アーカイブサミット 2022」（仮称）を 2022 年 1 ～ 2 月（予定）に開催する。セミナー・シンポジウム・

交流会を実施して相互理解を深め、全国の映画資料所蔵館のネットワークを構築する。

【参考】 令和 2年度「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」業務内容

▶現地調査

　・関東調布地区の所在調査（現地調査）

　・「全国映画資料館録 2020」の作成

▶「映画資料所在地情報検索システム（略称：JFROL）」の構築とデジタルアーカイブ実証研究

　・「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」のベータ版の構築と公開

　・JFROL を活用したデジタルアーカイブ実証研究

▶成果報告

　「全国映画資料アーカイブサミット 2021」の開催



6 令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書

第 3 部 : 事業関係機関について
　非フィルム資料のアーカイブに係る中核拠点の形成を目指し、産学官が連携して非フィルム資料の所在情報

の収集と映画資料の活用に取り組む。

協力

VIPO

東映 松竹

京都文化博物館

松竹大谷図書館

事務局

検討委員会

国立映画アーカイブ

京都府
自治体

公益財団法人
調布市文化・
コミュニティ
振興財団

調布市立図書館

調布市郷土博物館 日活調布撮影所

角川大映スタジオ

映画のまち調布 シネマフェスティバル2022実行委員会事業提携
(実証展示)

文化庁
主催

松竹撮影所

令和3年度事業関係図

高津装飾美術
東京現像所

東映ラボ・テック

川喜多記念映画文化財団

田中絹代ぶんか館

松永文庫

木暮実千代顕彰館（実証展示開催）
東映太秦映画村



第 2章　事業報告



8 令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 2章　事業報告「第 1回検討委員会」

岡田：昨年度は「全国映画資料アーカイブサミット

2021」に加え、「全国映画資料館録 2020」という 5

年に 1度の冊子を編さんする年となりましたが、こ

の事業の大きな助けがあって非常によい形で成立し

たと思います。これが一つの足掛かりになり今年度

の事業も考えてゆけると思います。

　最近、日本視聴覚教育協会の月刊誌「視聴覚教

育」7月号で寄稿の依頼があり、「『全国映画資料館

録 2020』と映画資料アーカイブのこれから」という

文章を書きました。「全国映画資料館録 2020」はど

のような冊子で意味合いを持つかということと、映

画資料の状況と今後の展望も書きました。全国には

さまざまな映画資料館があることを可視化する意味

合いもあり、また教育材料としても有効であろう映

画資料について知っていただく一面が大きいと思い

ます。

　「全国映画資料館録 2020」を作ってみて、各館の

運営上の関心事や悩みにまだ耳を傾けられていない

と思います。どのような支援が必要とされているか、

もし外部と繋がりを持つならばどのようなことがし

たいかなどを、聞くフェーズになっていると思いま

す。ネットワーキングという言葉もありますが、今

後そのようなことが話せる形ができればと思ってい

ます。今年度の「全国映画資料アーカイブサミット」

についても話し合いの場にできればと思います。

森脇：お陰様で昨年は「映画『羅生門』展」の評判

が良かったため、館内からももっと映画の体験型を

含めた展示企画をしてほしいという要望の、良い手

応えがありました。また当館の取り組みとして、東

映太秦映画村、松竹撮影所のご協力を得ながら、若

手映画人育成のため制作体験ワークショップをして

います。その中で、所蔵している 5万冊以上のシナ

リオやテレビ映像などの映画資料が、役に立つとい

う感覚を若い人たちも持っていることがあります。

扱っている企画と似た系統の映画について参照する

など、作り手からも、映画資料に注目が高まってき

【日程】令和 3年 7月 8日（木）
【場所】オンライン

【出席者】
検討委員：
岡田　秀則	�（独立行政法人国立美術館国立映画

アーカイブ主任研究員）
森脇　清隆	�（京都文化博物館学芸課映画情報室

長）
河西　央	 �（株式会社東映京都スタジオ管理部長）
堀口　政浩	�（東映株式会社執行役員経営戦略部長

グループ戦略長アーカイブ・スクワッ
ド担当）

永島　聡	 �（株式会社松竹撮影所取締役京都製作
部長）

井川　透	 �（松竹株式会社映像アーカイブ室長）
木下　千花	�（京都大学大学院人間・環境学研究科

教授）
板倉　史明	�（神戸大学大学院国際文化学研究科准

教授）
福井　健策	�（骨董通り法律事務所弁護士（日本・

ニューヨーク州））

オブザーバー：
山口　記弘	�（東映株式会社経営戦略部フェロー）
冨田　幸彦	�（京都府 商工労働観光部 ものづくり

振興課）
丸田　実穂	�（京都府 商工労働観光部 ものづくり

振興課）

文化庁：
戸田　桂	 �（参事官（芸術文化担当）付芸術文化

調査官）
堀内　威志	�（参事官（芸術文化担当）付参事官補佐）
伊藤百合子	�（参事官（芸術文化担当）付映画振興係長）
松本　卓也	�（参事官（芸術文化担当）付映画振興係）

事務局：
特定非営利活動法人映像産業振興機構
三村　朋之	�（株式会社角川アスキー総合研究所 経

営管理部 主任研究員）

ているということが最近の実感です。

　またデータベースについて、京都で中核館をつく

り周辺の美術館や博物館のデータ連携を模索する動

きが再び活発化しており、この事業は少し先取りし

ている印象を受けています。

河西：東映京都スタジオとして本事業による成果は

いろいろあります。まずポスターと台本の修復とそ

の実証展示、東映太秦映画村のオープンセットから

発掘された台本の整理、映画資料の検索システムと

その構築と公開、ポスターのデジタルデータ化など

がございまして、ある一定の成果が得られたのでは

ないかと思っています。

　東映太秦映画村・映画図書室が開室し 1年が経過

しました。利用件数は延べ件数で約 100 件ございま

した。基本土日祝日は休室で、加えてコロナ禍によ

る臨時休室がございましたため、おおむね 2日に 1

回の利用があったことになります。事前予約制です

し、1日 1 人限定の受け入れ体制ですので、それな

りの利用実績が上げられたのではないかと思ってい

ます。映画図書室開室経緯には複合的な要素があり

ますが、本事業で開発した「映画資料所在地情報検

索システム（JFROL）」について、従来は東映太秦

映画村内だけのシステムでしたが、社外へも発信で

きるようになったことは、大変大きな成果に繋がっ

たと考えています。

　今年度以降は、デジタルアーカイブ化したポスター

のデータを順次検索システムに掲載する予定です。

また昨年コロナ禍により実施できなかった東映太秦

映画村で映画資料の実証展示を行うことが目標です。

堀口：弊社は本事業立ち上げ時から参加をさせてい

ただき、河西からの報告の通り、目に見える成果を

上げています。映画図書室もコロナ禍にありながら

順調に訪問者も増え、リピーターもいる状況と聞い

ています。

　今年度の調布地区調査では東映ラボ・テックも対

象に入れていただきありがとうございます。以前も

報告いたしました浅草中映劇場寄贈の宣材物を、現

在フィルム倉庫で整理しているところです。さらに

都内某所で見つかった新たな映像資料も、同倉庫へ

第 1回検討委員会　議事録
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2-1　第 1回検討委員会　議事録

岡田：昨年度は「全国映画資料アーカイブサミット

2021」に加え、「全国映画資料館録 2020」という 5

年に 1度の冊子を編さんする年となりましたが、こ

の事業の大きな助けがあって非常によい形で成立し

たと思います。これが一つの足掛かりになり今年度

の事業も考えてゆけると思います。

　最近、日本視聴覚教育協会の月刊誌「視聴覚教

育」7月号で寄稿の依頼があり、「『全国映画資料館

録 2020』と映画資料アーカイブのこれから」という

文章を書きました。「全国映画資料館録 2020」はど

のような冊子で意味合いを持つかということと、映

画資料の状況と今後の展望も書きました。全国には

さまざまな映画資料館があることを可視化する意味

合いもあり、また教育材料としても有効であろう映

画資料について知っていただく一面が大きいと思い

ます。

　「全国映画資料館録 2020」を作ってみて、各館の

運営上の関心事や悩みにまだ耳を傾けられていない

と思います。どのような支援が必要とされているか、

もし外部と繋がりを持つならばどのようなことがし

たいかなどを、聞くフェーズになっていると思いま

す。ネットワーキングという言葉もありますが、今

後そのようなことが話せる形ができればと思ってい

ます。今年度の「全国映画資料アーカイブサミット」

についても話し合いの場にできればと思います。

森脇：お陰様で昨年は「映画『羅生門』展」の評判

が良かったため、館内からももっと映画の体験型を

含めた展示企画をしてほしいという要望の、良い手

応えがありました。また当館の取り組みとして、東

映太秦映画村、松竹撮影所のご協力を得ながら、若

手映画人育成のため制作体験ワークショップをして

います。その中で、所蔵している 5万冊以上のシナ

リオやテレビ映像などの映画資料が、役に立つとい

う感覚を若い人たちも持っていることがあります。

扱っている企画と似た系統の映画について参照する

など、作り手からも、映画資料に注目が高まってき

ているということが最近の実感です。

　またデータベースについて、京都で中核館をつく

り周辺の美術館や博物館のデータ連携を模索する動

きが再び活発化しており、この事業は少し先取りし

ている印象を受けています。

河西：東映京都スタジオとして本事業による成果は

いろいろあります。まずポスターと台本の修復とそ

の実証展示、東映太秦映画村のオープンセットから

発掘された台本の整理、映画資料の検索システムと

その構築と公開、ポスターのデジタルデータ化など

がございまして、ある一定の成果が得られたのでは

ないかと思っています。

　東映太秦映画村・映画図書室が開室し 1年が経過

しました。利用件数は延べ件数で約 100 件ございま

した。基本土日祝日は休室で、加えてコロナ禍によ

る臨時休室がございましたため、おおむね 2日に 1

回の利用があったことになります。事前予約制です

し、1日 1 人限定の受け入れ体制ですので、それな

りの利用実績が上げられたのではないかと思ってい

ます。映画図書室開室経緯には複合的な要素があり

ますが、本事業で開発した「映画資料所在地情報検

索システム（JFROL）」について、従来は東映太秦

映画村内だけのシステムでしたが、社外へも発信で

きるようになったことは、大変大きな成果に繋がっ

たと考えています。

　今年度以降は、デジタルアーカイブ化したポスター

のデータを順次検索システムに掲載する予定です。

また昨年コロナ禍により実施できなかった東映太秦

映画村で映画資料の実証展示を行うことが目標です。

堀口：弊社は本事業立ち上げ時から参加をさせてい

ただき、河西からの報告の通り、目に見える成果を

上げています。映画図書室もコロナ禍にありながら

順調に訪問者も増え、リピーターもいる状況と聞い

ています。

　今年度の調布地区調査では東映ラボ・テックも対

象に入れていただきありがとうございます。以前も

報告いたしました浅草中映劇場寄贈の宣材物を、現

在フィルム倉庫で整理しているところです。さらに

都内某所で見つかった新たな映像資料も、同倉庫へ

いったん移す予定です。

　おかげさまで弊社は今年創立 70 周年となり、丸の

内TOEI で明日から行う特集上映に合わせて、ポス

ター展を行います。これは 4月に高倉健さんの生誕

90 年記念の特集上映を実施する際に始めたもののす

ぐに緊急事態宣言があり中断してしまったのですが、

6月になって劇場が再開したところで、吉永小百合

さん出演の新作に合わせて、吉永さんの過去の東映

出演作品のポスター展を同時開催で行っております。

今月中に新しい企画も立てようと思っており、この

ような形で旧作の映画資料に関しても有効活用を今

後もしていきたいと考えています。

永島：昨年は松竹映画 100 周年を迎え、ご協力を皆

さまにもいただいた部分が多々ありました。我々は

過去を振り返ることで先の映画産業につながってい

くということを常に意識し、普段から取り組んでお

ります。本事業がそのような位置付けにならんこと

を、皆さまに意識していただきながらと思っていま

す。非常に簡潔ですが以上でございます。

井川：本事業の 2年目と 3年目で携わった松竹大谷

図書館のメンバーに最近の状況を確認したところ、

デジタルデータ化が進んだことを非常に感謝してお

り、そして JFROL も非常に良いシステムだと言っ

ています。映画資料のデジタルデータ化は費用がか

かり、一図書館としてはかけられる予算があまりな

く、本事業の調査研究を通してこの 2年間で整理活

用が進んだため、今後も少しでも共同できると非常

に助かると言っています。

　JFROLの連携は、昨年短期間で開発を進めたとこ

ろがあったと思います。今後連携を推進するために

は、語句の合わせ方を統一するなどの、連携に際し

てのガイドラインを準備しておくことが、今後のス

ムーズな運営には必要かと思います。今年も松竹大

谷図書館や永島委員と連携しながら、松竹としての

アイデアを出していきたいと思っています。

板倉：今年度の計画で現像所の調査があると伺い、

楽しみにしております。現像所にはそこで作った資

料や機材があり、重要です。同時に各権利者のフィ

ルムやいろいろな中間素材が集積される場所であり、

第 1回検討委員会　議事録
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珍しいものが残されている期待もあり、所有権をう

まく解決できれば貴重な映画資料が見つかるかもし

れません。

　将来的に映画博物館のようなものができるときに

は、撮影所の機材や道具だけではなく、現像所のプ

リンターやカラーコレクションの機械などもぜひ残

して欲しいといつも思っており、今年度の調査に強

く期待をしています。

　また海外における日本映画の映画資料について、

海外のアーカイブ施設や資料館の情報収集も進めら

れたら面白いと思います。映画資料の修復方法につ

いても海外では別の方法で技術が洗練され蓄積され

ているかもしれません。それらについても知ること

ができれば面白いと思います。

　本事業では往年の映画人たちの映画資料をいかに

保存・修復・公開していくかを 3年間模索してきま

した。同時に、現役の制作者による中間素材やシナ

リオを、どう保存していくかも、もう一方で大事だ

と思います。例えば製作が終わったら国立映画アー

カイブに寄贈するような何らかのルートを提案した

り情報を共有したりすることで、廃棄されることな

く近年の作品の映画資料も効率的に収集することは

可能ですし、散逸から逃れられるのではないかとい

うことを考えました。

　最後に、2025 年の大阪万博で日本映画の歴史を映

画資料で振り返ることができれば、これまでの取り

組みを世界に紹介できます。夢のような話ですがそ

のようなことも少し考えました。

木下：昨年度から科研費をいただいて「日本映画に

おける女性パイオニア」というテーマで、日本映画

で活躍した女性の映画人や監督で有名な田中絹代、

望月優子、左幸子などの足跡を研究し、ウェブサイ

トを立ち上げています。それに取り組む中で、私自

身が研究者とは別のユーザー目線にもなりました。

例えば画像について何をどのように掲載できるのか、

誰に許可をとればよいのかや、スクリプターの脚本

を見せたい場合も書き込みがある場合などです。と

りわけ若い女性の方に、昔活躍した女性の映画人が

いたということを知っていただきたいということが

主旨ですが、実務的な問題が大量にあることを再確

認しました。それにも関連して今年度田中絹代ぶん

か館での調査ではどのような資料が残っているか大

変関心があります。

福井：今年度の活動を非常に楽しみに思います。こ

の間、特にデジタルアーカイブの文脈で、社会各層

での関心や実際の取り組みが本当に広がってきたと

思っています。

　私自身が関わったものですと「全国映画資料アー

カイブサミット 2021」でご紹介した EPAD 事業と

いう舞台芸術のトータルなアーカイブや、放送台本

を集める日本脚本アーカイブズ、東京都立美術館・

博物館のTokyo Museum Collection、ToMuCo など

があります。そうしたものを通じて見えてきた課題

を 3つほどお伝えできればと思います。

　1つ目はマーケティングについてです。立ち上げ

るまでは充実したものができても、アクセス数が伸

びないという課題にぶつかりやすい。幸いなことに

舞台芸術界ではEPADなどは話題を集めましたので

比較的順調な滑り出しでしたけれども、やはり個別

のコンテンツごとで言えば必ずしもどんどん伸びて

いくという状況ではないし、そのようなことはヨー

ロピアナなどでも基本同じだろうと思います。

　過去のものを人々が日常的に喜んで次々に見てい

くという姿は、そんなにマスな部分で広がるイメー

ジは持てないわけですが、どのような場面や切り口

であれば過去のコンテンツに人々はアクセスしたく

なるのかを最近よく議論しています。舞台芸術を例

に挙げると、普段からノートブックなどで過去の舞

台映像を見て喜ぶ人は多くはありません。しかし、

同じ作品の再演や、同じ作家の新作が上演されると

きはとてもマインドシェアが上がるので、そのよう

なときに上手くぶつけると、直前や直後に一気にア

クセスを増やせると言われており、実践されていま

す。こうした場面でだけではなく、どのような活用

法を提示していくと人々はもっとアクセスしようと

するか、そのことが例えばアーカイブに割かれる予

算の規模に結び付いたりしますので、このマーケティ

ングの面が一つです。

　2つ目は、非常に多いのが、デジタルで集積され

たメタデータであれ、コンテンツ自体であれ、広い

意味でのアーカイブの資料を拡散していくかという

ご相談です。従来はダウンロード不可、見るだけと

して、どうプロテクションをかけるかという話が多

かったのですが、最近はどうやったら拡散させられ

るか、どこまでやっていいのかというご相談がとて

も多くなっています。それはUGC（ユーザー・ジェ

ネレーテッド・コンテンツ）とどう結び付けるかと

いう話ともセットです。

　UGCという言葉は日本では定着がやや遅れ、ここ

1年ぐらいで聞くことが増えてきています。政府の

議論でもよく登場する言葉になっていますけれども、

ユーザー自身がそのアーカイブのコンテンツを使っ

て何ができるか。どう手を加えられて、どうそれを

面白く世の中に拡散していけるかというようなこと

と、いかに共存するか。それは分かりやすく言うと、

アーカイブにクリエイティブ・コモンズを付けられ

るかというような話になって現れてくるのですが、

これがご相談としても多く、取り組まなければいけ

ない課題なのだろうと思います。

　3つ目が、活用全般に関わる、木下委員のお話に

もあった権利の問題です。当然ながらこれが一貫し

てご相談として多く、どこまでやっていいのか、元

のコンテンツを所蔵している所有者との整理はどう
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主旨ですが、実務的な問題が大量にあることを再確

認しました。それにも関連して今年度田中絹代ぶん

か館での調査ではどのような資料が残っているか大

変関心があります。

福井：今年度の活動を非常に楽しみに思います。こ

の間、特にデジタルアーカイブの文脈で、社会各層

での関心や実際の取り組みが本当に広がってきたと

思っています。

　私自身が関わったものですと「全国映画資料アー

カイブサミット 2021」でご紹介した EPAD 事業と

いう舞台芸術のトータルなアーカイブや、放送台本

を集める日本脚本アーカイブズ、東京都立美術館・

博物館のTokyo Museum Collection、ToMuCo など

があります。そうしたものを通じて見えてきた課題

を 3つほどお伝えできればと思います。

　1つ目はマーケティングについてです。立ち上げ

るまでは充実したものができても、アクセス数が伸

びないという課題にぶつかりやすい。幸いなことに

舞台芸術界ではEPADなどは話題を集めましたので

比較的順調な滑り出しでしたけれども、やはり個別

のコンテンツごとで言えば必ずしもどんどん伸びて

いくという状況ではないし、そのようなことはヨー

ロピアナなどでも基本同じだろうと思います。

　過去のものを人々が日常的に喜んで次々に見てい

くという姿は、そんなにマスな部分で広がるイメー

ジは持てないわけですが、どのような場面や切り口

であれば過去のコンテンツに人々はアクセスしたく

なるのかを最近よく議論しています。舞台芸術を例

に挙げると、普段からノートブックなどで過去の舞

台映像を見て喜ぶ人は多くはありません。しかし、

同じ作品の再演や、同じ作家の新作が上演されると

きはとてもマインドシェアが上がるので、そのよう

なときに上手くぶつけると、直前や直後に一気にア

クセスを増やせると言われており、実践されていま

す。こうした場面でだけではなく、どのような活用

法を提示していくと人々はもっとアクセスしようと

するか、そのことが例えばアーカイブに割かれる予

算の規模に結び付いたりしますので、このマーケティ

ングの面が一つです。

　2つ目は、非常に多いのが、デジタルで集積され

たメタデータであれ、コンテンツ自体であれ、広い

意味でのアーカイブの資料を拡散していくかという

ご相談です。従来はダウンロード不可、見るだけと

して、どうプロテクションをかけるかという話が多

かったのですが、最近はどうやったら拡散させられ

るか、どこまでやっていいのかというご相談がとて

も多くなっています。それはUGC（ユーザー・ジェ

ネレーテッド・コンテンツ）とどう結び付けるかと

いう話ともセットです。

　UGCという言葉は日本では定着がやや遅れ、ここ

1年ぐらいで聞くことが増えてきています。政府の

議論でもよく登場する言葉になっていますけれども、

ユーザー自身がそのアーカイブのコンテンツを使っ

て何ができるか。どう手を加えられて、どうそれを

面白く世の中に拡散していけるかというようなこと

と、いかに共存するか。それは分かりやすく言うと、

アーカイブにクリエイティブ・コモンズを付けられ

るかというような話になって現れてくるのですが、

これがご相談としても多く、取り組まなければいけ

ない課題なのだろうと思います。

　3つ目が、活用全般に関わる、木下委員のお話に

もあった権利の問題です。当然ながらこれが一貫し

てご相談として多く、どこまでやっていいのか、元

のコンテンツを所蔵している所有者との整理はどう

付けたらいいのか、デジタルデータは著作権の問題

だと聞いているけれども所有者は無視してしまって

大丈夫なのかという、権利に関する法的な整理。あ

とは法律だけではなく実際のプラクティスをどう

やったらいいのかというご相談は、とても多いです。

　前回の「全国映画資料アーカイブサミット 2021」

でも申し上げた、許諾モデルと非許諾モデルをどう

組み合わせていくかということが、重大な仕組みに

なっていくだろうと思います。著作権法の例外規定

などを活用することで、許諾なしに利用できるとい

うのが非許諾モデルです。一方で、権利者なりを探

し出して、「このような利用をしたい」「このような

アーカイブ公開をしたい」ということで許諾をもらっ

て、その範囲内で使っていくのが許諾モデルです。

　意識して仕分けをして、どの部分が許諾モデルで、

どの部分が非許諾モデルで行くのかということを整

理して、戦略を立てることが大事になっていくと思

います。いずれにしても許諾モデルであれ、非許諾

モデルであれ、権利の問題を整理します。権利処理

をきちんと整理するためには、メタデータがとても

重要です。つまり、例えば誰がつくったものなのか、

現在の所蔵者は誰であり、関与した人は誰で、でき

ればどこに住んでいるか、どの団体と連絡を取ると

連絡が付きそうかなど、そのようなこと全てです。

メタデータは詳しければ詳しいほどいいし、それが
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特に一人のコレクターの方が生涯集めてきた資料を

ベースにした北九州の松永文庫。それから田中絹代

さんという映画人の仕事と生涯をベースにつくられ

た、映画人顕彰型の館である田中絹代ぶんか館が対

象となることは、調査対象のモデルとして広がりが

生まれてよいと思います。

　またネットワーク化についてですが、映画資料所

有者のメリットをきちんと考えていかなければ、う

まくいかないと思います。事務局をきちんと持つ余

裕はないと思うので、緩やかな連携体をいかにつく

り得るかが課題になるでしょう。いずれにせよそれ

ぞれのニーズに基づくものになると思いますので、

その点は整理しなければと思いました。

森脇：永遠の課題ではありますが継続性という話で

す。例えば京都文化博物館の映画資料の二十何万点

ぐらいはデータベースには入っていますが、これは

緊急雇用対策事業という助成金のおかげで可能にな

りました。それ以降、時々メンテナンスはしていま

すが、やはり継続するときに公的資金で支援してい

ただいている。これがなくなったときにどのような

形で続けることができるのか、先ほど福井委員のお

話でもだいぶヒントはあったとは思いますけれども、

その辺りもソフトランディングというか、どこが着

地地点、補助がないけれども継続できるという部分

の、そのような線も探っていかなければいけないか

と思います。

　そのためにはデータをどのような形で売っていく

のか、あるいは展覧会でどのようなスキームを持っ

て数をこなし、実現できるような形にしていくかな

どの議論もやっていけたらいいのではないかなと思

います。

事務局：実証展示は太秦と調布でクロス展示を考え

ていたのですが、地域や組織を幅広くカバーできる

テーマでつないでいきたいと考えています。JFROL

に関して、参加館が増えるほど加速度的に利便性が

増すことは確信しています。板倉委員からありまし

たように、海外の日本映画研究者からのアクセスも

視野に入れつつやっていけばいいのではないかと思

います。アメリカではローカルの言葉をそのまま載

一つあるかないかで権利処理ができたり、とんでも

なく苦労したり、逆に諦めたりの分水嶺になります。

このメタデータは、収集・所蔵するときが勝負です。

とりあえず作品を集めるだけ集めてしまって、メタ

データは後で必要になったときに聞けばいいとやる

と、とても苦労することが多いです。やはり収集・

所蔵する時が渡す側にとっても、一番情報が手元に

残っている最後のチャンスですし、権利処理にとっ

て重要なものも含めて、そこで一括でいかにメタデー

タを集めるかというのは、課題になるかと思いまし

た。

■自由討議

岡田：確かに、許諾・非許諾モデルは映画資料を扱

う中でいろいろなケースがあります。一度それを整

理してみる試みがあってもいいかもしれません。ど

のようなパターンのときには構わないのかなど、実

務レベルで、多少でもまとめる方向性があると、映

画資料を持っている人、あるいは使いたい人、いろ

いろな人の役に立つと思います。

木下：福井委員がおっしゃったこととの関連で、や

はり研究者として使っているときはある程度非許諾

モデルで扱える部分もあり、それが倫理的にも良い

ことだと思っていました。一方で、例えばホームペー

ジをつくって紹介するというようなことになると、

少し話が違ってきて、やはりどこかに絶対に岡田委

員がおっしゃったような線引きがある気がしていた

ので、それを何とかまとめることができると助かる

人は多いのではないかと思います。

岡田：まず本事業の 4年目が成立したことが大変嬉

しく、文化庁の方々にもお礼を言いたいと思ってい

ます。もし去年 3年で終わっていたら、いろいろな

意味で戸惑ったことでしょう。そのおかげで次の調

査対象とする場所として北九州と下関、中国地方と

展開できることは意義があると思います。

　これまで映画をつくってきた京都と調布はいずれ

も欠かすべからざる所ですが、そうではない場所で

も突出した活動をしている映画の資料館があります。

せているポータルサイトもあります。そこまで多言

語化していないので、いろいろな可能性があるので

はないかと思っています。

井川：NFT（非代替性トークン）に関して、映画資

料のアーカイブとは今後関わり合いが出来てくるも

のなのでしょうか。

事務局：出版社が漫画の原画を超高精細かつトレー

サビリティーがしっかりしているものをNFT化し、

売り始めたという例が紙資料の話としては近いと思

います。例えば東映太秦映画村や松竹大谷図書館に

あるようなオリジナルの資料の中で価値を持つもの

が出てくる可能性はないとは言えませんし、それが

実際どのように今後普及していくかに関しても分か

りません。複製の問題が付きまとう紙資料に関して

言うと、NFTは一つの切り口として可能性があるの

かもしれません。

福井：どう使うかは、今後次第でしょうか。

事務局：ストライクゾーンは狭いかもしれないけれ

どもビジネスの可能性はあり、IP ホルダーがどこま

で腹をくくるかだけの問題かと思います。出版界で

は既にそちらに舵を切っているという事例はありま

す。

堀口：有効活用について、コロナ禍において取り組

みづらい現状があると思います。ただ先ほど申し上

げたように、今年 70 周年というアニバーサリー的な

タイミングは今後も続きます。東映では来年は中村

錦之助さんの生誕 90 周年があります。今年高倉健さ

んが 90 年で、高倉健さんが 1つ上だったという認識

を新たにしました。こういった仕掛けを、インバウ

ンドができない状況の中でどれだけ海外にもアピー

ルできるか、以前『旗本退屈男』の展開をオブザーバー

の山口が中心に行いましたが、そのようなことをど

んどん取り組んでいければと思っています。今の状

況においてはデータ化を進め浸透させていくことが

重要かなということはあります。

山口：デジタル化は着実に進めています。東映のス

チルは全 12 万 5,373 枚終了し、戦前のプロダクショ

ンや他社スチルが 2 万 2,932 枚済んでおり、現在計

14 万 8,305 枚のデジタル化が進んでいます。あと残
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特に一人のコレクターの方が生涯集めてきた資料を

ベースにした北九州の松永文庫。それから田中絹代

さんという映画人の仕事と生涯をベースにつくられ

た、映画人顕彰型の館である田中絹代ぶんか館が対

象となることは、調査対象のモデルとして広がりが

生まれてよいと思います。

　またネットワーク化についてですが、映画資料所

有者のメリットをきちんと考えていかなければ、う

まくいかないと思います。事務局をきちんと持つ余

裕はないと思うので、緩やかな連携体をいかにつく

り得るかが課題になるでしょう。いずれにせよそれ

ぞれのニーズに基づくものになると思いますので、

その点は整理しなければと思いました。

森脇：永遠の課題ではありますが継続性という話で

す。例えば京都文化博物館の映画資料の二十何万点

ぐらいはデータベースには入っていますが、これは

緊急雇用対策事業という助成金のおかげで可能にな

りました。それ以降、時々メンテナンスはしていま

すが、やはり継続するときに公的資金で支援してい

ただいている。これがなくなったときにどのような

形で続けることができるのか、先ほど福井委員のお

話でもだいぶヒントはあったとは思いますけれども、

その辺りもソフトランディングというか、どこが着

地地点、補助がないけれども継続できるという部分

の、そのような線も探っていかなければいけないか

と思います。

　そのためにはデータをどのような形で売っていく

のか、あるいは展覧会でどのようなスキームを持っ

て数をこなし、実現できるような形にしていくかな

どの議論もやっていけたらいいのではないかなと思

います。

事務局：実証展示は太秦と調布でクロス展示を考え

ていたのですが、地域や組織を幅広くカバーできる

テーマでつないでいきたいと考えています。JFROL

に関して、参加館が増えるほど加速度的に利便性が

増すことは確信しています。板倉委員からありまし

たように、海外の日本映画研究者からのアクセスも

視野に入れつつやっていけばいいのではないかと思

います。アメリカではローカルの言葉をそのまま載

せているポータルサイトもあります。そこまで多言

語化していないので、いろいろな可能性があるので

はないかと思っています。

井川：NFT（非代替性トークン）に関して、映画資

料のアーカイブとは今後関わり合いが出来てくるも

のなのでしょうか。

事務局：出版社が漫画の原画を超高精細かつトレー

サビリティーがしっかりしているものをNFT化し、

売り始めたという例が紙資料の話としては近いと思

います。例えば東映太秦映画村や松竹大谷図書館に

あるようなオリジナルの資料の中で価値を持つもの

が出てくる可能性はないとは言えませんし、それが

実際どのように今後普及していくかに関しても分か

りません。複製の問題が付きまとう紙資料に関して

言うと、NFTは一つの切り口として可能性があるの

かもしれません。

福井：どう使うかは、今後次第でしょうか。

事務局：ストライクゾーンは狭いかもしれないけれ

どもビジネスの可能性はあり、IP ホルダーがどこま

で腹をくくるかだけの問題かと思います。出版界で

は既にそちらに舵を切っているという事例はありま

す。

堀口：有効活用について、コロナ禍において取り組

みづらい現状があると思います。ただ先ほど申し上

げたように、今年 70 周年というアニバーサリー的な

タイミングは今後も続きます。東映では来年は中村

錦之助さんの生誕 90 周年があります。今年高倉健さ

んが 90 年で、高倉健さんが 1つ上だったという認識

を新たにしました。こういった仕掛けを、インバウ

ンドができない状況の中でどれだけ海外にもアピー

ルできるか、以前『旗本退屈男』の展開をオブザーバー

の山口が中心に行いましたが、そのようなことをど

んどん取り組んでいければと思っています。今の状

況においてはデータ化を進め浸透させていくことが

重要かなということはあります。

山口：デジタル化は着実に進めています。東映のス

チルは全 12 万 5,373 枚終了し、戦前のプロダクショ

ンや他社スチルが 2 万 2,932 枚済んでおり、現在計

14 万 8,305 枚のデジタル化が進んでいます。あと残

りは 10 万枚ほどでしょうか。スチルだけではなく、

プレスや雑誌などいろいろデジタルデータがあると

便利です。またNFTが資料館の少しでも収益にな

るようなことがあれば今の活動が進むきっかけにな

ると思います。

　コロナ禍で実際に顔を合わせていろいろできない

のですが、これはこれでリモートの良さもあり、「全

国映画資料アーカイブサミット」でも各資料館の方々

の顔が見たいと思います。それこそ「全国映画資料

館録 2020」掲載館について連絡先と顔が見えると、

連絡しやすくなると思います。「全国映画資料アーカ

イブサミット」で、短くても何か一言ずつ話がある

と非常に連絡を取りやすいと思います。これがリモー

トの良さであり、現場へ行くとなかなか大変ですが、

そのようなものがあるといいと思います。

　去年は私ども上司の岡田裕介の逝去があり、全盛

期の映画やテレビの草創期の方などが周りでどんど

ん亡くなっています。亡くなる前に聞くことを聞い

ておけばよかったと、そのようなことがないようで

きるだけいろいろな人のお話を聞いて、残していき

たいと思います。そのようなことを発表できる場が

あるといいのだろうと思います。

　私自身は太秦地区のいろいろな映画スタッフの

方々のところで資料を拝見し、デジタル化もしてい

ます。東映に限らずいろいろなものを広くやってい

きたいと思っているところです。

岡田：木下委員のお話ですが、日本の女性の映画人

についてのウェブサイトを作ることは非常に興味深

い試みです。映画資料をどう生かすかを考えたとき

に、いい切り口を持った企画があれば、確実に多く

の方が面白く資料を見られるはずなので、そのよう

な切り口をどうつくるかも考えないといけないと思

いました。研究者や評論家の出番として、映画資料

を楽しむきっかけをどんどんつくれるのではと感じ

ました。

　特にウェブサイトは許諾の必要なもの、そうでな

いものをどう切り分けていくかなどの問題がありま

すが、その方向性は当然なくてはいけないと思うの

で、具体的なウェブ展開がもっと多くなることを期
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待します。

木下：私などは旧世代なのでウェブサイトの運営に

関しては若手の非常に優秀な女性の編集者の方がア

ドバイスしてくれます。あとは SNS で発信するとい

うことが私自身はできないのですが、若い人にはそ

れが非常に重要だということでやり方を教えていた

だいたりしています。いくら古い資料を扱っている

からといって、シニアだけですと本当に良くないの

で、若い人にいろいろ聞いていくのが大事だなとし

みじみ思いました。

岡田：歴史資料でも、こう見せれば格好良くなると

いうセンスやテクニックは絶対にあります。この間、

浜松の静岡文化芸術大学の展覧会を見にいきました

が、逆に私たちでは思い付かない展示方法を試みて

いました。高さの異なるいろいろな椅子がたくさん

並んでおり、そこに一つ一つシナリオや映画パンフ

が読めるように置いてあるというもので、斬新過ぎ

てびっくりしてしまいました。展示空間のデザイン

に力が入っていて、それで 1冊のパンフをお客さん

が 1 時間くらい見てしまうことが起きていました。

センスの話はこれまで 3年間あまりしてこなかった

気がするのですが、非常に欠かせない気がしていま

す。

事務局：木下先生のところの若い人は、映画資料に

はそれなりに興味を示していらっしゃるものですか。

それとも映画を見るほうが、どうしても行ってしま

うのですか。

木下：人によります。研究者としてなかなか最初そ

ちらから入らず、まずは映画が好きというところが

あって、それ自体は悪いことではないと思います。

今回知ったのは、別に映画に興味がなくても、フェ

ミニズムに興味があるから女性の活躍を見てみたい

など、いろいろな切り口があると思ったので、見掛け、

見栄えも大事だし、あとはいろいろな切り口を考え

ていくということは大事なのかなと思いました。

木下：海外からの問い合わせについて、今はあまり

来ていませんが、以前自身がいた大学院が歴史系の

研究者が多い場所だったので、比較的あるとは思い

ます。

板倉：海外における日本映画研究者について、私は

それほど最近の状況を把握していませんが、いろい

ろな文章などを読むと、10 〜 20 年前に比べると、

欧米でもしかしたら少なくなってくるのかもしれな

いという不安は感じています。複数の専門を持って

いて、その一つに日本映画やアジア映画などの枠組

みでいるかもしれませんが、印象としては、日本映

画プロパーは少しずつ減っている感覚はあります。

岡田：私の印象では外国人の日本映画研究者はテー

マが幅広くなっていると感じます。例えば、日活ロ

マンポルノ、あるいは東映の実録路線についてやた

らと詳しい人など、エッジの利いたテーマを持った

人も増えている気がします。そのような意味で、海

外で日本映画といっても昔は日本の何人かの巨匠の

話しかされなかったけれども、そのような時代では

もはやないと思います。

　日本の映画資料を使いたいけれども、どこにある

かなかなか分からないという話は聞きます。例えば

アーロン・ジェローさんとマーク・ノーネスさんが

「日本映画研究へのガイドブック」を出したり、ここ

に行くと資料やフィルムがあるという本を出したり

もしていました。

事務局：北米において配信で見られる日本の実写映

画は 900 本以上あります。映画館だとほとんど上映

されませんが、配信ではたくさん見られます。とい

うことは日本の映画研究者の予備軍も結構いるので

はないかなと希望的観測も含めて思います。やはり

海外からもアクセスできるような道は考えていかな

ければいけないと思っています。あとは木下委員が

おっしゃったような資料散逸を防ぐ、逆方向の散逸

を防ぐ方法も考えていかなければいけないだろうと

思っています。
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（松永文庫）

■松永文庫　基本情報
▶館概要

設置主体：福岡県北九州市 

運営主体：北九州市 

所　在　地：〒 801-0841　福岡県北九州市門司区西海岸 1-3-5（旧大連航路上屋 1 階）

TEL：093-331-8013

HP：https://www.matsunagabunko.net/

休　館　日：月曜日（祝休日の場合は翌平日）、展示替え日、年末年始

開館時間：10：00 ～ 17：00

観　覧　料：無料

展　示　室：展示室（常設展示、企画展示）

設　立　年：2009 年

▶映画資料公開・管理設備

・展示室

・資料室

▶データベース

・File Maker Pro  （Excel）

■松永文庫
　松永文庫は、1997 年（平成 9 年）10 月、松永武（門司区長谷）が映画研究のためにおよそ 60 年にわたって

収集した映画芸能関連の資料を、自宅を開放して無料公開したことで誕生した。2009 年（平成 21 年）11 月、

これらの資料すべてが北九州市に寄贈され、北九州市の文化施設として、門司市民会館内（門司区老松町）で

無料一般公開。その後、2013 年（平成 25 年）からは、旧大連航路上屋に場所を移して、資料の収集・展示を行っ

ている。

■実施概要
対象施設：松永文庫（福岡県）

日　　程：令和 3 年 11 月 16 日（火）～ 17 日（水）　2 日間 

同　席　者：松永文庫・凪恵美氏

　　　　　文化庁、日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　国立映画アーカイブ主任研究員・岡田秀則氏、事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

松永文庫　調査報告
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や「業務通達」（1942 年）、同社の九州支社宣伝課が発行した「連絡情報」（1943 年）や「第二回九州映画宣伝

部会総会速記録」（1943 年）などがある。これらは統制下での宣伝・プロパガンダの実態や、国家からの要請

を如何に地方において浸透させたかの分析に役立つものである。

　戦後史を語る上で欠かせない資料に、中村上が終戦の年に GHQ の担当者に対し小倉の映画館再開を直訴し

た陳情書の写しがある。そこで中村はいち早く大衆娯楽としての映画の必要性を懇願している。また GHQ 占

領下で時代劇の製作が制限された際に、東宝九州支社宣伝課が作成した時代劇『盤嶽江戸へ行く』（1949 年、

マキノ正博監督）の宣伝通達には「CCD よりの注意により剣をぬいたポスター・スチール・プレスおよび文

字を使った文案（例えば剣を抜く、剣客剣豪と云った剣の字の入る全部の文字）を停止破棄されたし、剣を使

用せぬ宣伝プランで努力されたし」とある。これは 1 枚の謄写版に過ぎないが当時の状況を如実に示すもので

ある。

　さらに、松永文庫の特長は他の資料館に見られない業界誌、社報・会報の充実である。一例を挙げると、「新

興キネマ関西社報／新興映画関西社報」（1938 ～ 1940 年）、「東横映画」誌第 1 号（1947 年）や「東横映画撮

影所通信」（1947 ～ 1949 年）、松竹キネマ大阪支店発行「宣伝旬報」（1935 ～ 1936 年）や松竹大阪支店発行「松

竹旬報」（1937 ～ 1940 年／ 1947 ～ 1948 年）などで、これらは現在の製作会社にも保存されていないと推定

されるものも多く、業界資料のため一般の書籍流通（例えば古書店など）にも登場することが稀な資料である

ため、そこに記載されている製作過程や宣伝の細かな基準などは、失われた作品の調査の上でも極めて有効な

資料といえる。

　以上、2 日間の調査では到底全貌を解明することは難しいが、最後に松永文庫のあり方を示すエピソードを

紹介しておきたい。松永文庫の資料は収集・保存と同時に公開・活用を基本としている。資料は ID を付与され、

種別毎に分類・配架されているが、いつでも公開・活用できるように、保存用のフィルムやシートに保護され

ており、資料を傷めず簡便に閲覧できる態勢が整っている。全勝キネマという小プロダクションの『斬奸誠忠録』

（1939 年、橋本松男監督）と『地雷火小僧』（1939 年、山田兼則監督）という 2 枚のポスターを展示したところ、

ポスターに名前のあった女優・高砂澄子の遺族よりスチル写真や実演ポスター等の寄贈を受けたという。これ

などは公開・活用によって、資料の充実につなげる資料館の理想的な姿ではないだろうか。

■映画資料整理状況

▶データ（リスト）化済み資料種別

資料種別 点数 資料種別 点数
シナリオ　 約 500冊 業界誌 約 1,600 冊
パンフレット 約 3,600 冊 雑誌 約 2,900 冊
プレスシート 約 4,000 枚 社報・会報　 約 400点
ポスター 約 3,600 枚 書籍 約 300冊
レコード 約 190枚 在庫目録 約 60冊
映画館・劇場関係資料 約 20点 劇場プログラム 約 350点
興行組合関係資料 約 50点

※その他未データ化資料は多種、多数あり。

■資料詳細
　松永文庫は、映画研究家の松永武（1935-2018）が収集した映画芸能関連の資料に、映画館経営者の中村上（な

かむら じょう 1903-1992）が蓄積した映画興行資料が加わり、現在約 5 万点の規模を誇る。調査訪問時には企

画展「郷土ゆかりの映画資料展」が開催されており、北九州市を舞台またはロケした作品や地元ゆかりの小説

家の映画化作品などが、ポスターを中心に展示されていた。郷土に関連した映画資料の充実は目を見張るもの

があり、常設展示では「北九州劇場分布図」（最盛期の映画館の状況 昭和 36（1961）年当時）として、若松

地区 15 館、八幡地区 38 館、戸畑地区 14 館、小倉地区 34 館、門司地区 12 館の所在地が図示され、代表館の

写真が掲載されていた。また上記地区の主要な映画館プログラムも体系的に収集されており、入場券半券と合

わせて展示されていた。さらにカーボン式 35mm 映写機や、交流を直流に変えるグラインバー水銀整流管と

呼ばれる巨大な真空管の展示などから、1950 年代日本映画黄金期の映画館の雰囲気が＜レトロの街・門司＞

に相応しい意匠として配置されていた。

　松永文庫のもう一つの特長は、松永が昭和 40 年代から始めた新聞記事スクラップである。松永の没後もそ

の遺志は受け継がれ、映画を中心としながらも広く芸能全般の記事が、時系列に分類されている。その広範な

切り抜き記事の堆積は、歴史の多様性を丸ごと閉じ込めた＜タイムカプセル＞のようなもので、歴史と対峙す

る研究者を刺激してやまないものがある。

　今回の調査ではその膨大な資料から大正末期から昭和戦前・戦中、終戦直後の資料を閲覧した。中村上が最

初に従事した映画館・門司の早鞆（はやとも）倶楽部の資料に 1923 年 8 月 1 日から始まる「番組通知綴」が

ある。これは松竹キネマ大阪支店（早鞆倶楽部は松竹系の劇場）の用紙を流用した番組通知表を綴じたもの

で、当時の映画フィルム流通実態の一端を明かしてくれる。早鞆倶楽部の押印のある楽譜「Ascher's Concert 

Folio For Orchestra」は無声映画館で実際に演奏されていた楽曲や楽器編成が分かる貴重なもの。福岡説明者

協会発行「PAMPHLET」（1926 年）は会員の映画説明者の氏名が列挙されている。

映画興行における宣伝はその華やかさにおいてポスターが筆頭にあげられるが、ポスター製作業者の資料は従

来殆ど参照されてこなかった。東京浅草・畠山進光社「邦画 洋画 大入ポスター在庫月報」（1938 ～ 1939 年）、

東京浅草・吉田印刷「吉田印刷月報」（1938 年、本社は東京だが、福岡支店あり）、美山堂「ポスター定価表」（1940

年）からはポスターの種別や判型（当時のポスターは四六判を基調としていた）、定価、注文方法などの詳細

が明記されている。また東京下谷・芳屋印刷の「各種テケツ切符見本帖（招待券・入場券・テケツ切符・大入

袋）」は表紙に国民精神総動員とあることから戦時下の券種や料金が分かるもの。

戦時下の資料としては、配給を一元化した国策会社・社団法人映画配給社の「社報」第 1 号～第 27 号（1943 年）
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や「業務通達」（1942 年）、同社の九州支社宣伝課が発行した「連絡情報」（1943 年）や「第二回九州映画宣伝

部会総会速記録」（1943 年）などがある。これらは統制下での宣伝・プロパガンダの実態や、国家からの要請

を如何に地方において浸透させたかの分析に役立つものである。

　戦後史を語る上で欠かせない資料に、中村上が終戦の年に GHQ の担当者に対し小倉の映画館再開を直訴し

た陳情書の写しがある。そこで中村はいち早く大衆娯楽としての映画の必要性を懇願している。また GHQ 占

領下で時代劇の製作が制限された際に、東宝九州支社宣伝課が作成した時代劇『盤嶽江戸へ行く』（1949 年、

マキノ正博監督）の宣伝通達には「CCD よりの注意により剣をぬいたポスター・スチール・プレスおよび文

字を使った文案（例えば剣を抜く、剣客剣豪と云った剣の字の入る全部の文字）を停止破棄されたし、剣を使

用せぬ宣伝プランで努力されたし」とある。これは 1 枚の謄写版に過ぎないが当時の状況を如実に示すもので

ある。

　さらに、松永文庫の特長は他の資料館に見られない業界誌、社報・会報の充実である。一例を挙げると、「新

興キネマ関西社報／新興映画関西社報」（1938 ～ 1940 年）、「東横映画」誌第 1 号（1947 年）や「東横映画撮

影所通信」（1947 ～ 1949 年）、松竹キネマ大阪支店発行「宣伝旬報」（1935 ～ 1936 年）や松竹大阪支店発行「松

竹旬報」（1937 ～ 1940 年／ 1947 ～ 1948 年）などで、これらは現在の製作会社にも保存されていないと推定

されるものも多く、業界資料のため一般の書籍流通（例えば古書店など）にも登場することが稀な資料である

ため、そこに記載されている製作過程や宣伝の細かな基準などは、失われた作品の調査の上でも極めて有効な

資料といえる。

　以上、2 日間の調査では到底全貌を解明することは難しいが、最後に松永文庫のあり方を示すエピソードを

紹介しておきたい。松永文庫の資料は収集・保存と同時に公開・活用を基本としている。資料は ID を付与され、

種別毎に分類・配架されているが、いつでも公開・活用できるように、保存用のフィルムやシートに保護され

ており、資料を傷めず簡便に閲覧できる態勢が整っている。全勝キネマという小プロダクションの『斬奸誠忠録』

（1939 年、橋本松男監督）と『地雷火小僧』（1939 年、山田兼則監督）という 2 枚のポスターを展示したところ、

ポスターに名前のあった女優・高砂澄子の遺族よりスチル写真や実演ポスター等の寄贈を受けたという。これ

などは公開・活用によって、資料の充実につなげる資料館の理想的な姿ではないだろうか。

■映画資料整理状況

▶データ（リスト）化済み資料種別

資料種別 点数 資料種別 点数
シナリオ　 約 500冊 業界誌 約 1,600 冊
パンフレット 約 3,600 冊 雑誌 約 2,900 冊
プレスシート 約 4,000 枚 社報・会報　 約 400点
ポスター 約 3,600 枚 書籍 約 300冊
レコード 約 190枚 在庫目録 約 60冊
映画館・劇場関係資料 約 20点 劇場プログラム 約 350点
興行組合関係資料 約 50点

※その他未データ化資料は多種、多数あり。

■資料詳細
　松永文庫は、映画研究家の松永武（1935-2018）が収集した映画芸能関連の資料に、映画館経営者の中村上（な

かむら じょう 1903-1992）が蓄積した映画興行資料が加わり、現在約 5 万点の規模を誇る。調査訪問時には企

画展「郷土ゆかりの映画資料展」が開催されており、北九州市を舞台またはロケした作品や地元ゆかりの小説

家の映画化作品などが、ポスターを中心に展示されていた。郷土に関連した映画資料の充実は目を見張るもの

があり、常設展示では「北九州劇場分布図」（最盛期の映画館の状況 昭和 36（1961）年当時）として、若松

地区 15 館、八幡地区 38 館、戸畑地区 14 館、小倉地区 34 館、門司地区 12 館の所在地が図示され、代表館の

写真が掲載されていた。また上記地区の主要な映画館プログラムも体系的に収集されており、入場券半券と合

わせて展示されていた。さらにカーボン式 35mm 映写機や、交流を直流に変えるグラインバー水銀整流管と

呼ばれる巨大な真空管の展示などから、1950 年代日本映画黄金期の映画館の雰囲気が＜レトロの街・門司＞

に相応しい意匠として配置されていた。

　松永文庫のもう一つの特長は、松永が昭和 40 年代から始めた新聞記事スクラップである。松永の没後もそ

の遺志は受け継がれ、映画を中心としながらも広く芸能全般の記事が、時系列に分類されている。その広範な

切り抜き記事の堆積は、歴史の多様性を丸ごと閉じ込めた＜タイムカプセル＞のようなもので、歴史と対峙す

る研究者を刺激してやまないものがある。

　今回の調査ではその膨大な資料から大正末期から昭和戦前・戦中、終戦直後の資料を閲覧した。中村上が最

初に従事した映画館・門司の早鞆（はやとも）倶楽部の資料に 1923 年 8 月 1 日から始まる「番組通知綴」が

ある。これは松竹キネマ大阪支店（早鞆倶楽部は松竹系の劇場）の用紙を流用した番組通知表を綴じたもの

で、当時の映画フィルム流通実態の一端を明かしてくれる。早鞆倶楽部の押印のある楽譜「Ascher's Concert 

Folio For Orchestra」は無声映画館で実際に演奏されていた楽曲や楽器編成が分かる貴重なもの。福岡説明者

協会発行「PAMPHLET」（1926 年）は会員の映画説明者の氏名が列挙されている。

映画興行における宣伝はその華やかさにおいてポスターが筆頭にあげられるが、ポスター製作業者の資料は従

来殆ど参照されてこなかった。東京浅草・畠山進光社「邦画 洋画 大入ポスター在庫月報」（1938 ～ 1939 年）、

東京浅草・吉田印刷「吉田印刷月報」（1938 年、本社は東京だが、福岡支店あり）、美山堂「ポスター定価表」（1940

年）からはポスターの種別や判型（当時のポスターは四六判を基調としていた）、定価、注文方法などの詳細

が明記されている。また東京下谷・芳屋印刷の「各種テケツ切符見本帖（招待券・入場券・テケツ切符・大入

袋）」は表紙に国民精神総動員とあることから戦時下の券種や料金が分かるもの。

戦時下の資料としては、配給を一元化した国策会社・社団法人映画配給社の「社報」第 1 号～第 27 号（1943 年）
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■資料室■資料

新聞記事スクラップブック
スクラップブック棚

高倉健出演作品ポスター棚

映画作品別新聞記事ファイル棚

畠山進光社「邦画 洋画 大入ポス
ター在庫月報」（1938 ～ 1939 年）

芳屋印刷「各種テケツ切符見本帖（招待券・
入場券・テケツ切符・大入袋）」

社團法人映畫配給社業務通達

『地雷火小僧』、『斬奸誠忠録』ポスター『盤嶽江戸へ行く』の宣伝通達中村上氏陳情書

番組通知綴
（早鞆倶楽部 大正十二年八月一日）

福岡説明者協会発行
「PAMPHLET」（1926 年）
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（松永文庫）

■資料室■資料

スクラップブック棚 雑誌棚

ポスター棚高倉健出演作品ポスター棚

映画作品別新聞記事ファイル棚 映画作品別新聞記事ファイル棚②

社團法人映畫配給社業務通達

『地雷火小僧』、『斬奸誠忠録』ポスター

福岡説明者協会発行
「PAMPHLET」（1926 年）
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データベース実態調査
■概要

対象施設のデータベースの実態調査を行い、　「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」との連携難易

度を確認する。

■調査対象

松永文庫の電子データベース

■調査内容

現地調査では以下の項目を確認。

①資料種別

②資料内容詳細

③自動連携の可否

■調査結果

①資料種別

本、雑誌、業界誌、社報・会報、在庫目録、映画館・劇場、興行組合、シナリオ、ポスター、パンフレット、

プレスシート、チケット、チラシ、劇場プログラム、新聞スクラップ、スチール（写真）、ポストカード、

レコード、CD、テープ、機器、絵看板、グッズ、フィルム、ロビーカード、その他分類されないもの

②資料内容詳細

以下の通り、全資料共通項目と、資料別の項目がある。

項目 補足説明 1 補足説明 2
資料 ID 個別の管理番号 ※全資料共通
種別 資料の種類 ※全資料共通
製作年 作品の製作年もしくは資料の発行日 ※全資料共通
タイトル 1 作品名もしくは資料名 ※全資料共通
製作国 作品の製作国　 ※シナリオ、パンフレット、プレスシート、ポスターのみ
監督 作品の監督名　 ※同上
発行所 資料の発行所 ※映画館・劇場、興行組合、在庫目録、雑誌、社報・会報、書籍
発行人 資料の発行人　 ※業界誌、雑誌
著者 　 ※書籍
備考 　 　

③自動連携の可否

松永文庫のデータベースは館内職員専用のため JFROL とのオンラインによる自動連携は不可。

■データベース実態調査まとめ

松永文庫のデータベースは、個別資料ごとに ID 管理されていることと、データ出力が可能であるため、

JFROL への連携は比較的容易である。ただし自動連携ではなく手動連携の場合、その作業タイミングでし

かデータ反映されないため、作業者側と利用者側の双方の都合を考慮して更新頻度を検討する必要がある。
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（田中絹代ぶんか館）

■下関市立近代先人顕彰館　田中絹代ぶんか館　基本情報
▶館概要

設置主体：山口県下関市 

運営主体：公益財団法人　下関市文化振興財団

所　在　地：〒 750-0008 山口県下関市田中町 5 番 7 号

TEL：083-250-7666

HP：https://www.kinuyo-bunka.jp/

休　館　日：火、水曜日（祝祭日の場合は翌日）、年末年始

開館時間：9：00 ～ 17：00

観　覧　料：無料 

展　示　室：1 階「ふるさと文学館」、2 階「田中絹代記念館」

開　館　年：2010 年

▶映画資料公開・管理設備

・田中絹代記念館（2 階）

・収蔵庫

▶データベース

・Excel によるリスト管理

■下関市立近代先人顕彰館　田中絹代ぶんか館
　下関市出身の女優・田中絹代（1909 ～ 1977）を顕彰する施設として 2010 年（平成 22 年）に開館。建物は、

1924 年（大正 13 年）に逓信省下関電信局電話課局舎として建てられた逓信建築であり、旧逓信省下関電信局

電話課庁舎として下関市有形文化財に指定されている。1 階の「ふるさと文学館」では、下関市にゆかりのあ

る近代以降の文学者とその作品、また下関が登場する作品を紹介している。2 階の「田中絹代記念館」では下

関市が所有する田中絹代の調度品や衣服などの遺品をはじめ、出演作の台本、ポスター、スチル写真など貴重

な映画資料を展示している。

■実施概要
対象施設：下関市立近代先人顕彰館　田中絹代ぶんか館（山口県）

日　　程：令和 3 年 11 月 18 日（木） 

同　席　者：田中絹代ぶんか館 吉田房世氏、田中絹代メモリアル協会 河波茅子氏

　　　　　文化庁、日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　国立映画アーカイブ主任研究員・岡田秀則氏、事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

下関市立近代先人顕彰館　田中絹代ぶんか館　調査報告
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■映画資料状況
■整理状況

▶データ（リスト）化済み資料種別

・ポスター：21 点（田中絹代出演作品）	 ・脚本：約 100 点（田中絹代出演作品）

・映画関連雑誌：約 900 点（「キネマ旬報」）	 ・映画美術資料：約 10 点（『恋文』セット図等）

・映画関連機材：2 点（撮影用照明 2 台）	 ・�その他：田中絹代の遺品（調度品、衣類、アクセサリー類、

映画、テレビ台本）約 1000 点／その他個人で使用したもの

■所蔵品の主な特徴

田中絹代の遺品を中心に、下関市に縁のある先人の遺品・資料等を所蔵している。

■資料詳細

　今回の調査では主に芸游会より寄贈された田中絹代旧蔵の撮影台本を閲覧し、書き込みの有無などを調査した。

現存している最も古い台本は松竹キネマ蒲田撮影所作品『婦系図』（1934 年、野村芳亭監督）で、表紙には「田

中絹代」と墨により宛名書きがあり、スター女優であったことを窺わせ、謄写刷りの本文には台詞の変更箇所な

どの書き入れが見られる。蒲田時代の代表作『春琴抄 お琴と佐助』（1935 年、島津保次郎監督）では自らの台詞

の部分に赤鉛筆で線が引かれているが、苦心の撮影だった割には書き込みなどは多くない。サイレント時代の代

表作『恋の花咲く 伊豆の踊子』（1933 年、五所平之助監督）の台本は今回確認できなかったが、同じ五所監督の

『新道 前篇 朱実の巻』（1936 年）の 1 頁目にはロケ地の霧ヶ峰の観光スタンプの隣に川端康成の筆と思われる「牧

場下りて 秋蟲の家に 憩ひけり」とあり、『伊豆の踊子』の原作者・川端がロケ地を訪問し、記念に筆記したこ

とが推定できる。『愛染かつら 完結篇』（1939 年、野村浩将監督）では鉛筆による台詞の書き換えが多く見られる。

小津安二郎監督の『風の中の牝雞』（1948 年）では自分の台詞部分に赤線の枠を引いていることは他の台本にも

見られることだが、一部に「アップ」などの書き入れがあり、カメラサイズやカット割にも気を配っていたこ

とが知れる。溝口健二監督の『雨月物語』（1953 年）では場面や頁毎に赤鉛筆でぐるぐると丸が書かれているが、

これは撮影終了を意味する印で、溝口監督に倣ったものとされる。ちなみに田中絹代監督作の台本は、調査時に

鎌倉市川喜多映画記念館で開催されていた特別展「田中絹代 女優として、監督として」に貸し出されていたが、

それらの台本にも赤丸や絵コンテなどが描き込まれていた。以後の台本にはこの赤丸が記されているものが多い。

また『雨月物語』の有名なラストシーンでは特に田中絹代演じる宮木の台詞が現場で追加されたことが台本の書

き込みから見て取れる。成瀬巳喜男監督の『流れる』（1956 年）ではシーン毎の衣裳の指定が目を引く。市川崑

監督の『おとうと』（1960 年）や『太平洋ひとりぼっち』（1963 年）には細かなカット割が線引きされ、カメラ

サイズやカメラ位置が書かれている箇所が見られることから、あるいは田中が監督として市川流の演出術を咀嚼

しようとした意図の現われかも知れない。晩年の作品『三婆』（1974 年、中村登監督）や『サンダカン八番娼館 

望郷』（1974 年、熊井啓監督）には巻末に「鎌倉山 田中絹代」のサインと日付が明記されている。最後の映画作

品となった『大地の子守唄』（1976 年、増村保造監督）には、冒頭の「可愛いお遍路さんじゃろ」という台詞が

スクリプトシートの裏に抜き書きされたものが挟み込まれており、最後の現場での田中の佇まいが分かるようだ。

　以上のように今回の短時間の調査だけでも、書き込み台本からは女優であり監督でもあった田中絹代の貴重な

痕跡が刻まれていることが確認でき、更なる踏み込んだ調査が望まれるところである。また、田中絹代ぶんか館

では資料の保存に細心の注意と努力を払っており、長期に展示される一部の台本に関しては精巧な複製を作製し

公開している。

『新道 前篇』撮影台本

『流れる』撮影台本

『大地の子守唄』撮影台本

脚本棚
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■映画資料状況
■整理状況

▶データ（リスト）化済み資料種別

・ポスター：21 点（田中絹代出演作品）	 ・脚本：約 100 点（田中絹代出演作品）

・映画関連雑誌：約 900 点（「キネマ旬報」）	 ・映画美術資料：約 10 点（『恋文』セット図等）

・映画関連機材：2 点（撮影用照明 2 台）	 ・�その他：田中絹代の遺品（調度品、衣類、アクセサリー類、

映画、テレビ台本）約 1000 点／その他個人で使用したもの

■所蔵品の主な特徴

田中絹代の遺品を中心に、下関市に縁のある先人の遺品・資料等を所蔵している。

■資料詳細

　今回の調査では主に芸游会より寄贈された田中絹代旧蔵の撮影台本を閲覧し、書き込みの有無などを調査した。

現存している最も古い台本は松竹キネマ蒲田撮影所作品『婦系図』（1934 年、野村芳亭監督）で、表紙には「田

中絹代」と墨により宛名書きがあり、スター女優であったことを窺わせ、謄写刷りの本文には台詞の変更箇所な

どの書き入れが見られる。蒲田時代の代表作『春琴抄 お琴と佐助』（1935 年、島津保次郎監督）では自らの台詞

の部分に赤鉛筆で線が引かれているが、苦心の撮影だった割には書き込みなどは多くない。サイレント時代の代

表作『恋の花咲く 伊豆の踊子』（1933 年、五所平之助監督）の台本は今回確認できなかったが、同じ五所監督の

『新道 前篇 朱実の巻』（1936 年）の 1 頁目にはロケ地の霧ヶ峰の観光スタンプの隣に川端康成の筆と思われる「牧

場下りて 秋蟲の家に 憩ひけり」とあり、『伊豆の踊子』の原作者・川端がロケ地を訪問し、記念に筆記したこ

とが推定できる。『愛染かつら 完結篇』（1939 年、野村浩将監督）では鉛筆による台詞の書き換えが多く見られる。

小津安二郎監督の『風の中の牝雞』（1948 年）では自分の台詞部分に赤線の枠を引いていることは他の台本にも

見られることだが、一部に「アップ」などの書き入れがあり、カメラサイズやカット割にも気を配っていたこ

とが知れる。溝口健二監督の『雨月物語』（1953 年）では場面や頁毎に赤鉛筆でぐるぐると丸が書かれているが、

これは撮影終了を意味する印で、溝口監督に倣ったものとされる。ちなみに田中絹代監督作の台本は、調査時に

鎌倉市川喜多映画記念館で開催されていた特別展「田中絹代 女優として、監督として」に貸し出されていたが、

それらの台本にも赤丸や絵コンテなどが描き込まれていた。以後の台本にはこの赤丸が記されているものが多い。

また『雨月物語』の有名なラストシーンでは特に田中絹代演じる宮木の台詞が現場で追加されたことが台本の書

き込みから見て取れる。成瀬巳喜男監督の『流れる』（1956 年）ではシーン毎の衣裳の指定が目を引く。市川崑

監督の『おとうと』（1960 年）や『太平洋ひとりぼっち』（1963 年）には細かなカット割が線引きされ、カメラ

サイズやカメラ位置が書かれている箇所が見られることから、あるいは田中が監督として市川流の演出術を咀嚼

しようとした意図の現われかも知れない。晩年の作品『三婆』（1974 年、中村登監督）や『サンダカン八番娼館 

望郷』（1974 年、熊井啓監督）には巻末に「鎌倉山 田中絹代」のサインと日付が明記されている。最後の映画作

品となった『大地の子守唄』（1976 年、増村保造監督）には、冒頭の「可愛いお遍路さんじゃろ」という台詞が

スクリプトシートの裏に抜き書きされたものが挟み込まれており、最後の現場での田中の佇まいが分かるようだ。

　以上のように今回の短時間の調査だけでも、書き込み台本からは女優であり監督でもあった田中絹代の貴重な

痕跡が刻まれていることが確認でき、更なる踏み込んだ調査が望まれるところである。また、田中絹代ぶんか館

では資料の保存に細心の注意と努力を払っており、長期に展示される一部の台本に関しては精巧な複製を作製し

公開している。

『新道 前篇』撮影台本

『流れる』撮影台本

『大地の子守唄』撮影台本

脚本棚

『おとうと』撮影台本

収蔵棚（小物等）

脚本棚②

『サンダカン八番娼館 望郷』
撮影台本

収蔵棚（雑誌、小物等）

『風の中の牝雞』撮影台本 『雨月物語』撮影台本
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■資料管理

電子データベースは構築されていないが、資料画像を含めた Excel によるリストが一部作成されている。

・参考）寄贈品目録

田中絹代記念館　芸游会寄贈品目録 映画台本

件数 サムネイル 芸游会№ 資料情報

1 B-2-1

資料名 台本「婦系図」

法量 状態 やや不良

寄贈年月日 平成 21年（2009）9月 3日 寄贈者 芸游会

備考

昭和 9年（1934）2月 22日封切 /
監督：野村芳亭 /原作：泉鏡花

松竹キネマ（蒲田）/お蔦役 /135 分

2 B-2-2

資料名 台本「さくら音頭」

法量 状態

寄贈年月日 平成 21年（2009）9月 3日 寄贈者 芸游会

備考

昭和 9年（1934）4月 15日封切 /
監督：五所平之助 /原作・脚本：伏見晁

製作：松竹キネマ（蒲田）

3 B-2-3

資料名 台本「地上の星座　地上編」

法量 状態

寄贈年月日 平成 21年（2009）9月 3日 寄贈者 芸游会

備考

昭和 9年（1934）5月 17日封切 /
監督：野村芳亭 /原作：牧逸馬

松竹キネマ（蒲田）/12 巻
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（木暮実千代顕彰館）

■木暮実千代顕彰館　基本情報

▶館概要

設置主体：市民団体「木暮実千代の会」

運営主体：市民団体「木暮実千代の会」

所　在　地：〒 750-0075　山口県下関市彦島福浦 1-24-22

TEL：080-6311-1383（木暮実千代の会事務局長 石原）

設立年：2021 年

HP：http://www.koguremichiyo.com/

開館日：見学希望者は要事前連絡

観覧料：無料

▶映画資料公開・管理設備

・展示室

■木暮実千代顕彰館
　市民団体「木暮実千代の会」が下関市彦島の木暮実千代の生家があった場所のすぐ近くの空き家を借りて、

2021 年 4 月 24 日に開館。以前は市役所近くの旧宮崎商館 2 階を顕彰室として借りて、週一日のみ公開していた。

現在は、事前連絡による見学希望があった場合のみ開館している。

■映画資料状況
■所蔵資料

・映画ポスター

・写真

・スクラップブック

・会報誌

・その他

■実施概要
対象施設：木暮実千代顕彰館（山口県）

日　　程：令和 3 年 11 月 18 日（木）

同　席　者：木暮実千代顕彰館　木暮実千代の会会長・榊教夷氏、副会長・太刀山逸男氏、

　　　　　事務局長・石原忠夫氏

　　　　　文化庁、日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　国立映画アーカイブ主任研究員・岡田秀則氏、事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

木暮実千代顕彰館　調査報告
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■資料詳細

　「木暮実千代の会」によって運営され、2021 年 4 月 24 日に木暮実千代の出身地・彦島で新たに開館。民

家を改修した限られた空間の中に、関係者や地元の人々から提供を受けた約 100 点の資料の常設展示が行わ

れていた。映画女優としての代表作のポスターやスチル写真、フィルモグラフィーなどが展示されていたが、

なかでも『四人目の淑女』（1948 年、渋谷実監督）のポスターは、主演の木暮の他、月丘夢路、浜田百合子、

三浦光子の 4 人のイラストが描かれた撮影告知のポスターで貴重なもの。また「M. KOGURE TOPIC」と

題された新聞・雑誌のスクラップブック（1951 ～ 1957 年）では溝口健二監督の『新・平家物語』（1955 年）

や『赤線地帯』（1956 年）などの記事が目を惹いた。しかし、そうした映画人としての足跡を辿る資料に加

え、郷土資料として、母校の江浦小学校へ寄贈した校旗や、梅光女学院の卒業アルバム、さらには 1962 年

に同女学院を訪問した際の記念写真や同窓生との交流を示すゆかりの品々などが、郷土を大切に思った木暮

の人柄を偲ばせる。1968 年に下関の赤間神社で行われた先帝祭において傘止大夫を務める木暮と、同じく

下関出身の田中絹代が禿として先導する様子を写したカラー写真と、日本画家・佐藤荵（しのぶ）によって

描かれた先帝祭の絵画、同じく日本画家・丸山正博寄贈の木暮実千代像などは、顕彰館ならではの資料とい

える。また木暮本人をよく知る地元の有志「木暮実千代の会」の方々から直接、話を聞くことができたこと

は、社会奉仕活動にも熱心であった木暮の人となりを今に伝える一つの収穫であった。顕彰館のすぐ近くに

は 2015 年に建立された「女優木暮実千代生誕の地」の石碑がある。

木暮実千代関連写真

木暮実千代関係
スクラップブック
1956.4-1957.6

校旗 卒業アルバム 先帝祭の絵画及び
カラー写真

木暮実千代記念碑

木暮実千代出演作スチル 会報誌
「木の實」38号

『四人目の淑女』ポスター
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（調布市立中央図書館）

■調布市立中央図書館　基本情報

▶館概要

設置主体：東京都調布市

運営主体：調布市

所　在　地：〒 182-0026 東京都調布市小島町 2-33-1 文化会館たづくり内

TEL：042-441-6181

設　立　年：1966 年

▶映画資料公開・管理設備

・映画資料室（文化会館たづくり 5 階）

・書庫…地下収蔵庫、外部収蔵庫（高架下資料保存庫）

▶データベース／データ化済み資料種／未データ化資料状況

※令和 2 年度報告書をご参照ください。

■資料詳細

　令和 2 年度に引き続き須田武雄旧蔵の撮影台本に関し、書き込みの有無やダビング表など付属資料の調査

を行った。その全てに丁寧で詳細な書き込みがなされており、現場でのセリフの訂正や効果音、音楽の指定

という録音に関係がある事柄ばかりでなく、カット割や撮影した日付など映画の製作過程を分析する上には、

かけがえのない記録となっている。またそれらの台本には「SuDa」｢Sound Recording K. Suda｣ などの署

名や、「須田武雄」の印が押してあり、大切に保存されていた様子が窺える。それは須田の、自身の仕事に

対する美しい矜恃の現われといえる。また 1950 年代に撮影されたと思われるスナップ写真も新たに確認で

きた。これは映画用の 35mm フィルムを使用したもので、現場の映画人ならではの資料であり、須田本人

や同僚の録音技師、当時の撮影風景や所内の様子が分かる貴重なものである。

　さらに菊川芳江旧蔵資料として『國定忠治』（滝沢英輔監督、1954 年）の美術資料（忠治の生家のスケッチ、

パース、平面図などで、美術監督は進藤誠吾）が確認できた。この作品は戦後製作を再開した日活撮影所の

第 1 回作であり、1954 年は菊川が撮影所に入った時期と重なる。この作品に菊川が関わったかは定かでは

ないが、その歴史的な作品の美術資料を菊川が保管していた意義は大きいといえる。

■実施概要
対象施設：調布市立中央図書館

日　　程：令和 3 年 9 月 16 日（木）～令和 4 年 2 月 10 日（木）の期間で複数回

同　席　者：調布市立中央図書館・須川綾子氏、水嶋聡志氏

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　※令和 2 年度に引き続いて同館の資料を佐崎氏に調査していただいた

調布市立中央図書館　調査報告
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※令和 3 年度アーカイブ中核拠点形成モデル事業展示

「調布にて発見された映画資料でみる映画のスタッフワーク」の展示記録画像より

『浮草』撮影台本 『処刑の部屋』撮影台本

『やっちゃ場の女』撮影台本
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（高津装飾美術）

■下高津装飾美術　基本情報

▶概要

設置主体：高津装飾美術株式会社 

所　在　地：〒 182-0022　東京都調布市国領町 1-30-3

TEL：042-483-2311

設　立　年：1956 年

▶映画資料公開・管理設備

・芸能美術文庫 PAL（当面の間休館）

■高津装飾美術
　1918 年（大正 7 年）に高津小道具店が創業。京都で日本の活動映画が始まった 1922 年（大正 11 年）に映

画の小道具専門会社として発足。その後、1944 年（昭和 19 年）に有限会社高津小道具店（高津装飾美術株式

会社の前身となる会社）が設立。1961 年に有限会社高津小道具店が現在の「高津装飾美術株式会社」が改組

された。同社は、映画・テレビ・演劇で使用する「小道具」の貸出を基本としているが、現在はそれに留まらず、

CM、ディスプレイ、一般の方へのレンタル、時代祭への企画演出、博物館等への展示装飾の業務を行っている。

　1998 年（平成 10 年）には映像美術を支えてきた「小道具」達に感謝の意を込め「芸能美術文庫 PAL（パル）」

をオープン。新旧話題の映画・テレビ・舞台で使われた小道具を公開し、未来の映像美術関係者に向けてのアー

カイブを実践している。

■映画資料状況
　今回の調査では小道具が保管されている倉庫を見学し、家具などの「大物商品」、年代物の電話機などの「現

代小物」、几帳などの「時代小物」、そのほか「電飾」「現代持ち道具」「時代持ち道具」「布団」などが効率的

に分類されている様子を確認でき、製作者のあらゆる要望に応えるための、小道具という映像製作に欠かすこ

とのできない仕事の一端を知ることができた。ただ、小道具はレンタルという性質上、特定の作品に紐付いて

語られることが少ないが、併設の展示施設「芸能美術文庫 PAL」において、著名作品で使用された小道具や甲冑、

刀剣などが解説・展示されており、美術品にも匹敵する小道具の質の高さを実感できた。さらに、高津装飾美

術の社史ともいうべき南正守著『映画と小道具 その道五十五年』（1979 年）で写真掲載された以下の小道具

■実施概要
対象施設：高津装飾美術（調布市）

日　　程：令和 3 年 10 月 21 日（木）

同　席　者：高津装飾美術 南健太郎氏 

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

高津装飾美術　調査報告
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の現物確認を行った。『長谷川・ロッパの 家光と彦左』（東宝、1941 年、マキノ正博監督）で使用された駕籠、

『蛇姫様』（東宝、1940 年、衣笠貞之助監督）で使用された蒔絵の金魚鉢（写真）、『川中島合戦』（東宝、1941

年、衣笠貞之助監督）で市川猿之助が着用した小桜革胴丸鎧、『無法松の一生』（東宝、1958 年、稲垣浩監督）

で使用された大太鼓。

　さらに、小道具と美術監督の仕事の協力関係を示す資料に、「芸能美術文庫 PAL」のロビーに展示されてい

た『春琴物語』（1954 年、伊藤大輔監督）のセット図面がある。調布の大映東京撮影所で撮影されたこの作品は、

美術監督が伊藤憙朔、美術デザイナーが木村威夫という当代一流のスタッフがこだわり抜いた大作であり、「青

図」と呼ばれたこのセット図面は、小道具を揃える上で基本となった設計図であり、小道具の仕事の象徴とし

て大切に保管されていた。また木村は大映東京撮影所と日活撮影所で活躍した調布ゆかりの映画人でもあり、

伊藤は映画だけでなく、舞台の仕事においても高津を頼りにしていたということである。

時代小物案内図 行灯台帳
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（東映ラボ・テック）

■東映ラボ・テック株式会社　基本情報

▶施設概要

設置主体：東映ラボ・テック株式会社

所　在　地：〒 182-0022　東京都調布市国領町 8-9-1

TEL：03-3430-3331

設　立　年：1951 年

■東映ラボ・テック

　1951 年に小西六写真工業㈱（現コニカミノルタ㈱）の傍系会社として国産カラーフィルムの現像を目的とし、

日本色彩映画株式会社が設立し、カラーフィルムの現像を開始。1959 年に東映㈱のグループ会社として新発足。

1960 年に社名を「東映化学工業株式会社」に変更。2002 年に社名を現在の「東映ラボ・テック株式会社」に

変更した。2010 年にデジタル時代にシフトして東映デジタルセンター（東映デジタルラボ）を立ち上げ、現

像部門を擁した調布工場は現在アーカイブ事業部門として、東映グループ作品をはじめ、顧客の膨大なフィル

ム資産のデジタル化、保存に取り組んでいる。

■映画資料状況

　現在、東映ラボ・テックは、フィルム現像を終了しているが、フィルム作業において使用されていたアナラ

イザーやシンクロナイザー、スプライサーや編集機、タイミングの際に使われた 3 原色の着色見本などの他、

カラーチャートや露出計などが保管されていることを確認した。会社資料としては、東映化学工業時代の施設

案内や営業案内のパンフレットなどに加え、1957 年当時の「日本色彩映画 工場内写真集」（「日本色彩映画」

は東映化学工業の前名）は創業時の施設や「アクメ・オプチカル・プリンター」などの機材が記録された貴重

なものであった。また東映ラボ・テックではデジタルシネマの黎明期に、アメリカのイーストマン・コダック

社が開発したデジタル・フィルム・システム「シネオン」をいち早く導入し、『藏』（1995 年、降旗康男監督）

などに使用されたが、この歴史的な機材も大切に保管されていることが今回の調査で改めて確認できた。

　かつてフィルム倉庫として使用されていた一角で、東映本社管轄資料として「東映作品非映像資料」の整理

作業が、同社経営戦略部「アーカイブ・スクワッド」チームによって行われていた。主なものは 2012 年に閉

館した浅草中映劇場から寄贈されたポスター約 2 万枚、スチル写真約 1 万 2 千枚、ロビーカード約 7500 枚、

プレスシート約 1300 枚である。ポスターでは『潮来情話　流れ星三度笠』（1954 年、石原均監督）や『一本

■実施概要
対象施設：東映ラボ・テック株式会社（調布市）

日　　程：令和 3 年 11 月 2 日（火）　 

同　席　者：東映ラボ・テック株式会社　近藤誠二氏、大津寄宏一氏、根岸誠氏

　　　　　東映株式会社　堀口政浩氏、草野敏氏、小林俊正氏、飯塚真氏、三田村裕一氏

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

東映ラボ・テック株式会社　調査報告
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刀土俵入』（1954 年、佐々木康監督）などの 1950 年代の作品から、『地獄に真紅な花が咲く』（1961 年、佐伯

清監督）や『新網走番外地 さいはての流れ者』（1969 年、佐伯清監督）、『最後の特攻隊』（1970 年、佐藤純弥

監督）、『仁義なき戦い』（1973 年、深作欣二監督）などを閲覧でき、通常の B2 判に加え、立看、B 全、変形

丸形などの各種判型や、撮影好調の告知版やリバイバル版、海外版、有名デザイナーによるものなど、1 作品

につき様々なバージョンが存在することが確認できた。特に『最後の特攻隊』では出演者 9 人の単独縦型ポス

ター（B2 判の半裁）や、1970 年代初頭の高倉健、鶴田浩二、梅宮辰夫、菅原文太、若山富三郎、千葉真一、

藤純子らスターをメインにした正月作品のラインナップ・ポスターは壮観であった。中劇資料以外では、東京

撮影所作品のスチルネガ約 700 作品がある。これにはガラス乾板が含まれており、内容も撮影過程や記者会見

などのスナップ写真も多数あることから、デジタル化などの保存・活用が望まれるところである。また本社企

画本部旧蔵の合本された保存用の撮影台本の整理も進んでおり、上記の資料はそれぞれ東映太秦映画村のデー

タベースとの照合作業も行われている。

カラーチャート

社史『30 年のあゆみ』

『最後の特攻隊』各種ポスター

完成台本合本
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刀土俵入』（1954 年、佐々木康監督）などの 1950 年代の作品から、『地獄に真紅な花が咲く』（1961 年、佐伯

清監督）や『新網走番外地 さいはての流れ者』（1969 年、佐伯清監督）、『最後の特攻隊』（1970 年、佐藤純弥

監督）、『仁義なき戦い』（1973 年、深作欣二監督）などを閲覧でき、通常の B2 判に加え、立看、B 全、変形

丸形などの各種判型や、撮影好調の告知版やリバイバル版、海外版、有名デザイナーによるものなど、1 作品

につき様々なバージョンが存在することが確認できた。特に『最後の特攻隊』では出演者 9 人の単独縦型ポス

ター（B2 判の半裁）や、1970 年代初頭の高倉健、鶴田浩二、梅宮辰夫、菅原文太、若山富三郎、千葉真一、

藤純子らスターをメインにした正月作品のラインナップ・ポスターは壮観であった。中劇資料以外では、東京

撮影所作品のスチルネガ約 700 作品がある。これにはガラス乾板が含まれており、内容も撮影過程や記者会見

などのスナップ写真も多数あることから、デジタル化などの保存・活用が望まれるところである。また本社企

画本部旧蔵の合本された保存用の撮影台本の整理も進んでおり、上記の資料はそれぞれ東映太秦映画村のデー

タベースとの照合作業も行われている。

カラーチャート

社史『30 年のあゆみ』

『最後の特攻隊』各種ポスター

完成台本合本 『宮本武蔵 巌流島の決斗』
ロビーカード、スチル

日本色彩映画 工場内写真集

『最後の特攻隊』
出演者 9 人単独ポスター

正月作品のラインナップ・ポスター

プレス資料等整理棚

露出計

東映化学工業施設案内
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■株式会社東京現像所　基本情報

▶施設概要

設置主体：株式会社東京現像所

所　在　地：〒 182-8555　東京都調布市富士見町 2-13

TEL：042-485-9915

設　立　年：1955 年

■東京現像所

　1955 年に東宝・大映・大沢商会など、映画関係各社の出資により設立。1956 年にアグファ・カラー、1957

年にイーストマン・カラーの現像業務を開始。以後、時代の変化に合わせて、CM や 70mm 現像、ビデオ業

務等も受注。2010 年にデジタルシネマパッケージ（DCP）業務を開始。現在 4K 放送のマスタリング業務を

実施するなどデジタル時代にシフトしつつ、同時にフィルム現像業務も継続している。

■映画資料状況
　東京現像所では多くの現像所がデジタルに移行した中で、フィムル現像施設を現役で稼働させている実際を

つぶさに見学することができた。さらに作業をした歴代のタイミング・カードが一部のカット尻を含めて大切

に保管されており、近年の修復版やデジタル・リマスター版作成の際の重要な技術的根拠として活用されてい

ることが理解できた。会社資料としては 1958 年 8 月に創刊された「社報」を閲覧できた。また現像場に通じ

る廊下に飾られていたポスターは、東和映画・大映・東映・東宝・松竹・新東宝の受注第 1 回作品で全てアグ

ファ・カラーによるもの。これは東京現像所の創業が、カラー映画の黎明期にあった日本映画界において、当

初よりカラー映画の現像に力点を置いていた証左である。

　さらに、今回の調査で、東京現像所には東宝助監督会所蔵資料が保管されていることが明らかになった。膨

大な撮影台本（段ボール約 90 箱で数千冊の規模、東宝作品だけでなく助監督会が交流のあった他社作品も含む）

や製作資料（美術資料や扮装テスト、ロケハン写真など多数のスクラップブックや特撮プロップなど）に加え、

東宝照明部旧蔵のスチルアルバム、同照明部作成の『宮本武蔵 第一部 第二部』照明記録、歴代の製作スタッ

フが記録した「製作部作業日誌」などである。

　スチルアルバムは全体で 60 冊ほどあり、特に戦後直ぐの作品から 1950 年代のものは、照明技師やスチルマ

■実施概要
対象施設：株式会社東京現像所（調布市）

日　　程：令和 3 年 9 月 24 日（金）

　　　　　令和 3 年 10 月 21 日（木）

　　　　　令和 3 年 11 月 2 日（火）

同　席　者：株式会社東京現像所　西野克治氏、清水俊文氏、渡辺明男氏

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

株式会社東京現像所　調査報告
ンの名前が明記されており、本篇の映画撮影とは別に宣伝用に撮られた映画スチルの質の高さを窺い知れる資

料となっている。緻密な光と影の照明や効果的な構図は、主に照明のチーフ助手とスチルマンの卓越したスタッ

フワークによって成り立っていたことを証拠立ててくれる。

　『宮本武蔵 第一部 第二部』照明記録は、稲垣浩が監督した「宮本武蔵三部作」（1954 ～ 56 年）のうち第一

部と第二部『続 宮本武蔵 一乗寺の決斗』を記録したもので全 6 冊。イーストマン・カラーによる初期のカラー

映画の代表作で、全カットにわたる驚くほど緻密な記録となっている。撮影は安本淳、照明技師は同時期に黒

澤明の『七人の侍』（1954 年）も担当した森茂。

　「製作部作業日誌」は 1937 年から 1951 年まで全部で 14 冊あり、歴代の製作スタッフが各作品の製作状況を

日々記録したものである。この記録は各組の製作過程が一目で分かる極めて実証的な資料であるとともに、終

戦時や東宝争議など社会的な出来事を捉えた撮影所の実態も記録されており、現代史の第一級の史料といえる。

■調査時発見資料概覧
【東京現像所】

・機材

・歴代の現像作品カット尻（一部のみ）

・タイミング・カード

・ポスター（各映画会社からの第一回受注作品）

・社報

・トロフィー

【東宝制作資料】

・ゴジラ関係特殊造形

【その他】

・三船敏郎プロダクション未映画化脚本

・その他脚本

【東宝助監督会資料】

・脚本（段ボール 約 90 箱）

・製作部作業日誌（昭和 13 年～昭和 26 年）

・美術資料

・スチルアルバム

・スクラップブック

・『ゴジラ』未製作・企画開発プロットメモ

・掲示板用助監督名木札
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■株式会社東京現像所　基本情報

▶施設概要

設置主体：株式会社東京現像所

所　在　地：〒 182-8555　東京都調布市富士見町 2-13

TEL：042-485-9915

設　立　年：1955 年

■東京現像所

　1955 年に東宝・大映・大沢商会など、映画関係各社の出資により設立。1956 年にアグファ・カラー、1957

年にイーストマン・カラーの現像業務を開始。以後、時代の変化に合わせて、CM や 70mm 現像、ビデオ業

務等も受注。2010 年にデジタルシネマパッケージ（DCP）業務を開始。現在 4K 放送のマスタリング業務を

実施するなどデジタル時代にシフトしつつ、同時にフィルム現像業務も継続している。

■映画資料状況
　東京現像所では多くの現像所がデジタルに移行した中で、フィムル現像施設を現役で稼働させている実際を

つぶさに見学することができた。さらに作業をした歴代のタイミング・カードが一部のカット尻を含めて大切

に保管されており、近年の修復版やデジタル・リマスター版作成の際の重要な技術的根拠として活用されてい

ることが理解できた。会社資料としては 1958 年 8 月に創刊された「社報」を閲覧できた。また現像場に通じ

る廊下に飾られていたポスターは、東和映画・大映・東映・東宝・松竹・新東宝の受注第 1 回作品で全てアグ

ファ・カラーによるもの。これは東京現像所の創業が、カラー映画の黎明期にあった日本映画界において、当

初よりカラー映画の現像に力点を置いていた証左である。

　さらに、今回の調査で、東京現像所には東宝助監督会所蔵資料が保管されていることが明らかになった。膨

大な撮影台本（段ボール約 90 箱で数千冊の規模、東宝作品だけでなく助監督会が交流のあった他社作品も含む）

や製作資料（美術資料や扮装テスト、ロケハン写真など多数のスクラップブックや特撮プロップなど）に加え、

東宝照明部旧蔵のスチルアルバム、同照明部作成の『宮本武蔵 第一部 第二部』照明記録、歴代の製作スタッ

フが記録した「製作部作業日誌」などである。

　スチルアルバムは全体で 60 冊ほどあり、特に戦後直ぐの作品から 1950 年代のものは、照明技師やスチルマ

■実施概要
対象施設：株式会社東京現像所（調布市）

日　　程：令和 3 年 9 月 24 日（金）

　　　　　令和 3 年 10 月 21 日（木）

　　　　　令和 3 年 11 月 2 日（火）

同　席　者：株式会社東京現像所　西野克治氏、清水俊文氏、渡辺明男氏

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

株式会社東京現像所　調査報告
ンの名前が明記されており、本篇の映画撮影とは別に宣伝用に撮られた映画スチルの質の高さを窺い知れる資

料となっている。緻密な光と影の照明や効果的な構図は、主に照明のチーフ助手とスチルマンの卓越したスタッ

フワークによって成り立っていたことを証拠立ててくれる。

　『宮本武蔵 第一部 第二部』照明記録は、稲垣浩が監督した「宮本武蔵三部作」（1954 ～ 56 年）のうち第一

部と第二部『続 宮本武蔵 一乗寺の決斗』を記録したもので全 6 冊。イーストマン・カラーによる初期のカラー

映画の代表作で、全カットにわたる驚くほど緻密な記録となっている。撮影は安本淳、照明技師は同時期に黒

澤明の『七人の侍』（1954 年）も担当した森茂。

　「製作部作業日誌」は 1937 年から 1951 年まで全部で 14 冊あり、歴代の製作スタッフが各作品の製作状況を

日々記録したものである。この記録は各組の製作過程が一目で分かる極めて実証的な資料であるとともに、終

戦時や東宝争議など社会的な出来事を捉えた撮影所の実態も記録されており、現代史の第一級の史料といえる。

■調査時発見資料概覧
【東京現像所】

・機材

・歴代の現像作品カット尻（一部のみ）

・タイミング・カード

・ポスター（各映画会社からの第一回受注作品）

・社報

・トロフィー

【東宝制作資料】

・ゴジラ関係特殊造形

【その他】

・三船敏郎プロダクション未映画化脚本

・その他脚本

【東宝助監督会資料】

・脚本（段ボール 約 90 箱）

・製作部作業日誌（昭和 13 年～昭和 26 年）

・美術資料

・スチルアルバム

・スクラップブック

・『ゴジラ』未製作・企画開発プロットメモ

・掲示板用助監督名木札
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16mmプリンター

タイミング・カード（展示写真）

『血と砂』扮装テストアルバム

35mmカラーポジ現像機

巻き返し機（特注）フィルム洗浄機

カット尻 社報
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タイミング・カード（展示写真）

『血と砂』扮装テストアルバム

東和映画第一回受注作品
『沈黙の世界』ポスター

『影武者』ロケハンアルバム
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『日本のいちばん長い日』制作資料写真

『宮本武蔵 第一部』照明記録 製作部作業日誌

助監督室で使用されていた木札

スチルアルバム
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（川喜多記念映画文化財団）

■川喜多記念映画文化財団鎌倉収蔵庫　基本情報

▶施設概要

設置主体：川喜多記念映画文化財団

所　在　地：神奈川県鎌倉市由比ガ浜 3丁目 4

建　造　年：平成 11 年

▶データベース

Excel 及び Access による管理

■川喜多記念映画文化財団鎌倉収蔵庫

■映画資料状況
▶整理状況

・スチル写真　邦画：約 1.5 万種、洋画：約 3万種）

・ポスター　約 2万種（邦画：1万種、洋画：約 1万種）

・外国のオリジナルポスター：約 2000 種

・プレス　洋画 3万種、邦画約 1万種

・�川喜多長政・かしこ夫妻が輸入公開した映画公開資料（主に戦前公開作品。翻訳台本、新聞広告、試写案内、

雑誌紹介記事等のスクラップ）

・�その他寄贈資料　（淀川長治氏、野口久光氏、筈見恒夫氏・筈見有弘氏、成島東一郎氏、永富映次郎氏、

高峰秀子氏や、静活、浅草中映、フランス映画社等からの遺贈及び寄贈）

▶保存状況

　今回の調査は、本年度事業で JFROLと川喜多記念映画文化財団のデータベース連携に関連して実施をし

た。連携したデータベースに登録されている資料は東京都千代田区の本部で保存（公開）しているが、それ

以外の資料が鎌倉・由比ガ浜の収蔵庫に保存されている。今後の発展的な連携の検討のために、同所の保存・

整理状況とデータベースについて調査を行った。

■実施概要
対象施設：川喜多記念映画文化財団鎌倉収蔵庫

日　　程：2021 年 11 月 11 日（木）

同　席　者：川喜多記念映画文化財団　和地由紀子氏

　　　　　鎌倉市川喜多映画記念館　大場正敏氏

　　　　　日本映画史研究者／国立映画アーカイブ客員研究員・佐崎順昭氏

　　　　　事務局（特定非営利活動法人映像産業振興機構）

川喜多記念映画文化財団鎌倉収蔵庫　調査報告
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　鎌倉・由比ガ浜の収蔵庫は、2階建てで、1階には事務所とポスターの収蔵庫が併設、2階の書棚にプレ

スシート・パンフレット、スチル、脚本、書籍、ビデオ・DVD等の資料を収蔵、2階はスチル・パンフレッ

ト類収蔵庫と図書庫に分かれている。資料保存に適して設計されており、壁の建築材に正倉院を参考にして

調湿性の優れたヒノキが使用され、また常に空気を循環させる空調システムや海風からの塩害対策のフィル

タが設置されている。

　資料棚には、スチレンボードで作成されたプレートが付けられており、所蔵情報が一目で確認できるよう

になっている。ポスターは、マップケースに裏面右下隅に鉛筆書きされた管理番号が見えるように、裏面を

上にして平置きで積み重ねて保管されている。長期保存の観点や使用頻度によりケースバイケースであるが、

ここでは一定の枚数毎に縁の部分を透明なファイルに収めることによって、入出庫作業をスムーズにして資

料損傷リスクを低減する工夫がなされている。

　所蔵資料の多くは、川喜多夫妻が携わった「東和」からの資料である。ポスターについては、閉鎖された「静

活」と「浅草中映」からの寄贈を受け、大幅に収蔵数が伸びた。「静活」に関しては、2011 年に閉館した静

活経営の映画館に残されたポスター約 8000 枚を川喜多記念映画文化財団が受領している。その他、財団や

鎌倉に縁のある映画人などからの寄贈資料も多数。それらは分類して利用可能な状態にするのを基本として

いるが、淀川長治氏や野口久光氏の遺贈資料などは、故人の映画との関わりを示すものとしてまとめた状態

で保存している。

▶データベース

　データベースは、資料別にExcel で作成され、Access に連携されている（※未連携データもあり）。登録

作業はパートタイムの職員数名が担当。同データをコピーしたものを本部でも共有している。ポスター画像

（※図柄の確認用として簡易的に撮影したもの）については、鎌倉収蔵分に関しては洋画のオリジナルポス

ター 2000 種の内の約半数が登録されている。

　資料整理は、邦画／洋画の区別→サイズ別→五十音順に並び替えの手順でリスト化されて実施されている。

ポスター、プレスなどの資料別にリスト化しており、作品別に資料種別を横断しての一括検索はできない。

参考）

登録項目（ポスター）

項目 備考
ACL-ID 管理番号
題名 　
フリガナ 　
監督名 　
原題 　
製作年 　
公開年 　
製作国 　
部数 　
備考 英語版、独語版などの情報
入力日 　
寄贈者 　

書庫

資料棚①

ポスター棚①
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2-2　映画資料の所在に関する情報収集（川喜多記念映画文化財団）

　鎌倉・由比ガ浜の収蔵庫は、2階建てで、1階には事務所とポスターの収蔵庫が併設、2階の書棚にプレ

スシート・パンフレット、スチル、脚本、書籍、ビデオ・DVD等の資料を収蔵、2階はスチル・パンフレッ

ト類収蔵庫と図書庫に分かれている。資料保存に適して設計されており、壁の建築材に正倉院を参考にして

調湿性の優れたヒノキが使用され、また常に空気を循環させる空調システムや海風からの塩害対策のフィル

タが設置されている。

　資料棚には、スチレンボードで作成されたプレートが付けられており、所蔵情報が一目で確認できるよう

になっている。ポスターは、マップケースに裏面右下隅に鉛筆書きされた管理番号が見えるように、裏面を

上にして平置きで積み重ねて保管されている。長期保存の観点や使用頻度によりケースバイケースであるが、

ここでは一定の枚数毎に縁の部分を透明なファイルに収めることによって、入出庫作業をスムーズにして資

料損傷リスクを低減する工夫がなされている。

　所蔵資料の多くは、川喜多夫妻が携わった「東和」からの資料である。ポスターについては、閉鎖された「静

活」と「浅草中映」からの寄贈を受け、大幅に収蔵数が伸びた。「静活」に関しては、2011 年に閉館した静

活経営の映画館に残されたポスター約 8000 枚を川喜多記念映画文化財団が受領している。その他、財団や

鎌倉に縁のある映画人などからの寄贈資料も多数。それらは分類して利用可能な状態にするのを基本として

いるが、淀川長治氏や野口久光氏の遺贈資料などは、故人の映画との関わりを示すものとしてまとめた状態

で保存している。

▶データベース

　データベースは、資料別にExcel で作成され、Access に連携されている（※未連携データもあり）。登録

作業はパートタイムの職員数名が担当。同データをコピーしたものを本部でも共有している。ポスター画像

（※図柄の確認用として簡易的に撮影したもの）については、鎌倉収蔵分に関しては洋画のオリジナルポス

ター 2000 種の内の約半数が登録されている。

　資料整理は、邦画／洋画の区別→サイズ別→五十音順に並び替えの手順でリスト化されて実施されている。

ポスター、プレスなどの資料別にリスト化しており、作品別に資料種別を横断しての一括検索はできない。

参考）

登録項目（ポスター）

項目 備考
ACL-ID 管理番号
題名 　
フリガナ 　
監督名 　
原題 　
製作年 　
公開年 　
製作国 　
部数 　
備考 英語版、独語版などの情報
入力日 　
寄贈者 　

書庫 所在表記

資料棚①

ポスター棚①

資料棚③

ポスター棚②
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1. 実施概要
日　　時：2022 年 2 月 26 日（土）～ 3月 6日（日）10：00 ～ 19：00

会　　場：調布市文化会館たづくり　北ギャラリー（〒 182-0026 東京都調布市小島町 2丁目 33-1）

料　　金：入場無料

主　　催：文化庁

運　　営：特定非営利活動法人映像産業振興機構

提　　携：公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団

協　　力：株式会社角川大映スタジオ、日活調布撮影所、東映ラボ・テック株式会社、株式会社東京現像所、

　　　　　高津装飾美術株式会社、調布市郷土博物館、調布市立図書館、株式会社アイ・ティー・ワン、

　　　　　公益財団法人松竹大谷図書館、株式会社東映京都スタジオ

▶内容

　令和 2、3年度事業の調布地区の実地調査で発見された映画資料の展示。録音技師・須田武雄、編集技師・

鈴木晄、美術監督・菊川芳江らが残した制作資料※と調布市内の映画関連会社および図書館・博物館が所蔵

する映画資料によって構成。またデジタルアーカイブの活用実践として、デジタル展示を実施。

※ 3名のスタッフが残した制作資料の詳細については令和 2年度事業の成果報告書に掲載。

▶総展示資料数

現　　物：101 点

デジタル：213 点（239 枚）

※資料 1点につき表裏など複数枚の画像がある場合、点数と枚数が異なる。

▶集計データ

総来場者数＝ 460 名（1日あたり約 50 名）

実証展示（調布地区における資料展示）
令和3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」展示
「調布地区にて発見された映画資料でみる映画のスタッフワーク」

2. 展示品リスト（現物）

　 章 所蔵 資料名 種類

1 高津装飾美術 高津装飾美術 高津装飾美術空中写真 写真

2 高津装飾美術 高津装飾美術 南正守著『映画と小道具』（1979年） 書籍

3 高津装飾美術 高津装飾美術 大映作品『春琴物語』（1954年、伊藤大輔監督）美術監督・
伊藤憙朔によるセット図面　春松検校宅平面図 美術図面

4 高津装飾美術 高津装飾美術 〃　鵙屋内部平面図 美術図面

5 高津装飾美術 高津装飾美術 時代小物案内図 その他

6 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 社史『30年のあゆみ』 書籍

7 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 日本色彩映画 工場内写真（1957年） 写真

8 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 着色見本関連資料 その他

9 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック カラーチャート その他

10 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 露出計（セコニック製） その他

11 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 『日輪』（1953年、渡辺邦男監督）ポスター ポスター

12 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 『点と線』（東映、1958年、小林恒夫監督）ポスター ポスター

13 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 東映『飢餓海峡』（1965年、内田吐夢監督）ポスター ポスター

14 東京現像所 東映太秦映画村 『新諸国物語 七つの誓い 黒水仙の巻』（東映、1956年、
佐々木康監督）ポスター ポスター

15 東京現像所 東映太秦映画村 『天保水滸伝』（松竹、1958年、渡辺邦男監督）ポスター ポスター

16 東京現像所 東京現像所 社史『10年のあゆみ』（1966年） 冊子

17 東京現像所 東京現像所 社報No.1（1958年8月） 冊子

18 東京現像所 東京現像所 『東京現像所PR』タイミング・カード その他

　 東京現像所 東京現像所 タイミング・カード封筒（『日本誕生』、『あゝ 野麦峠』、『モスラ』、
『モスラ対ゴジラ』） その他

19 日活撮影所 調布市郷土博物館 「東洋一を誇る 日活撮影所案内」 冊子

20 日活撮影所 日活撮影所 日活撮影所 空中写真 写真（パネル大）

21 日活撮影所 日活撮影所 「日活銀座オープンセット」写真 写真（パネル大）

22 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 「大映企画製作表」（1960年） 冊子

23 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 大映 社旗 布資料

24 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 大映マーク シールプレス 立体物

25 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 第1回東南アジア映画祭劇映画部門最高賞受賞『金色夜叉』
トロフィー 立体物

26 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 大映東京撮影所 空中写真（1961年） 写真（パネル大）

27 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 「大映東京撮影所案内」 冊子

28 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 「大映東京撮影所 所報」（1951年〜1953年、第1号から第
12号まで） 冊子

29 角川大映スタジオ 調布市立図書館 永田雅一著「映画自我経」（1957年） 冊子

30 角川大映スタジオ 調布市立図書館 「営業報告書」（1957年〜1959年、第31〜35期） 冊子

31 角川大映スタジオ 調布市立図書館 「新株発行目論見書」（1958年） 冊子

32 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵スチルアルバム（1951年） アルバム
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）
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1. 実施概要
日　　時：2022 年 2 月 26 日（土）～ 3月 6日（日）10：00 ～ 19：00

会　　場：調布市文化会館たづくり　北ギャラリー（〒 182-0026 東京都調布市小島町 2丁目 33-1）

料　　金：入場無料

主　　催：文化庁

運　　営：特定非営利活動法人映像産業振興機構

提　　携：公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団

協　　力：株式会社角川大映スタジオ、日活調布撮影所、東映ラボ・テック株式会社、株式会社東京現像所、

　　　　　高津装飾美術株式会社、調布市郷土博物館、調布市立図書館、株式会社アイ・ティー・ワン、

　　　　　公益財団法人松竹大谷図書館、株式会社東映京都スタジオ

▶内容

　令和 2、3年度事業の調布地区の実地調査で発見された映画資料の展示。録音技師・須田武雄、編集技師・

鈴木晄、美術監督・菊川芳江らが残した制作資料※と調布市内の映画関連会社および図書館・博物館が所蔵

する映画資料によって構成。またデジタルアーカイブの活用実践として、デジタル展示を実施。

※ 3名のスタッフが残した制作資料の詳細については令和 2年度事業の成果報告書に掲載。

▶総展示資料数

現　　物：101 点

デジタル：213 点（239 枚）

※資料 1点につき表裏など複数枚の画像がある場合、点数と枚数が異なる。

▶集計データ

総来場者数＝ 460 名（1日あたり約 50 名）

実証展示（調布地区における資料展示）
令和3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」展示
「調布地区にて発見された映画資料でみる映画のスタッフワーク」

2. 展示品リスト（現物）

　 章 所蔵 資料名 種類

1 高津装飾美術 高津装飾美術 高津装飾美術空中写真 写真

2 高津装飾美術 高津装飾美術 南正守著『映画と小道具』（1979年） 書籍

3 高津装飾美術 高津装飾美術 大映作品『春琴物語』（1954年、伊藤大輔監督）美術監督・
伊藤憙朔によるセット図面　春松検校宅平面図 美術図面

4 高津装飾美術 高津装飾美術 〃　鵙屋内部平面図 美術図面

5 高津装飾美術 高津装飾美術 時代小物案内図 その他

6 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 社史『30年のあゆみ』 書籍

7 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 日本色彩映画 工場内写真（1957年） 写真

8 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 着色見本関連資料 その他

9 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック カラーチャート その他

10 東映ラボ・テック 東映ラボ・テック 露出計（セコニック製） その他

11 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 『日輪』（1953年、渡辺邦男監督）ポスター ポスター

12 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 『点と線』（東映、1958年、小林恒夫監督）ポスター ポスター

13 東映ラボ・テック 東映太秦映画村 東映『飢餓海峡』（1965年、内田吐夢監督）ポスター ポスター

14 東京現像所 東映太秦映画村 『新諸国物語 七つの誓い 黒水仙の巻』（東映、1956年、
佐々木康監督）ポスター ポスター

15 東京現像所 東映太秦映画村 『天保水滸伝』（松竹、1958年、渡辺邦男監督）ポスター ポスター

16 東京現像所 東京現像所 社史『10年のあゆみ』（1966年） 冊子

17 東京現像所 東京現像所 社報No.1（1958年8月） 冊子

18 東京現像所 東京現像所 『東京現像所PR』タイミング・カード その他

　 東京現像所 東京現像所 タイミング・カード封筒（『日本誕生』、『あゝ 野麦峠』、『モスラ』、
『モスラ対ゴジラ』） その他

19 日活撮影所 調布市郷土博物館 「東洋一を誇る 日活撮影所案内」 冊子

20 日活撮影所 日活撮影所 日活撮影所 空中写真 写真（パネル大）

21 日活撮影所 日活撮影所 「日活銀座オープンセット」写真 写真（パネル大）

22 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 「大映企画製作表」（1960年） 冊子

23 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 大映 社旗 布資料

24 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 大映マーク シールプレス 立体物

25 角川大映スタジオ 角川大映スタジオ 第1回東南アジア映画祭劇映画部門最高賞受賞『金色夜叉』
トロフィー 立体物

26 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 大映東京撮影所 空中写真（1961年） 写真（パネル大）

27 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 「大映東京撮影所案内」 冊子

28 角川大映スタジオ 調布市郷土博物館 「大映東京撮影所 所報」（1951年〜1953年、第1号から第
12号まで） 冊子

29 角川大映スタジオ 調布市立図書館 永田雅一著「映画自我経」（1957年） 冊子

30 角川大映スタジオ 調布市立図書館 「営業報告書」（1957年〜1959年、第31〜35期） 冊子

31 角川大映スタジオ 調布市立図書館 「新株発行目論見書」（1958年） 冊子

32 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵スチルアルバム（1951年） アルバム
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　 章 所蔵 資料名 種類

33 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵スチルアルバム（1952年） アルバム

34 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵『宮本武蔵 第一部 第二部』（1954〜55
年、稲垣浩監督）照明記録 アルバム

35 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和16年」（1941年） アルバム

36 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和17年」（1942年） アルバム

37 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和20年」（1945年） アルバム

38 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和23年」（1948年） アルバム

39 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和24年」（1949年） アルバム

40 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和26年」（1951年） アルバム

41 須田武雄 角川大映スタジオ 『帯をとく夏子』美術資料 その他の紙資料

42 須田武雄 調布市立図書館 『浮草』撮影台本 台本

43 須田武雄 調布市立図書館 『恋の野球拳 こういう具合にしやしゃんせ』撮影台本 台本

44 須田武雄 調布市立図書館 『処刑の部屋』撮影台本 台本

46 須田武雄 調布市立図書館 淡島千景 手拭い その他

47 須田武雄 調布市立図書館 『くちづけ』撮影台本 台本

48 須田武雄 調布市立図書館 『青空娘』撮影台本（改訂稿） 台本

49 須田武雄 調布市立図書館 『卍』撮影台本 台本

50 須田武雄 調布市立図書館 『盲獣』撮影台本 台本

51 須田武雄 調布市立図書館 『女体』撮影台本 台本

52 須田武雄 調布市立図書館 『しびれくらげ』撮影台本 台本

53 須田武雄 調布市立図書館 『女の勲章』撮影台本 台本

54 須田武雄 調布市立図書館 『一刀斎は背番号6』撮影台本 台本

55 須田武雄 調布市立図書館 『やっちゃ場の女』撮影台本 台本

56 須田武雄 調布市立図書館 『瘋癲老人日記』撮影台本 台本

57 須田武雄 調布市立図書館 『氷点』撮影台本 台本

58 須田武雄 調布市立図書館 『にせ刑事』撮影台本 台本

59 須田武雄 調布市立図書館 『帯をとく夏子』撮影台本 台本

60 須田武雄 調布市立図書館 若葉馨 ポートレイト＆スナップ写真 写真

61 須田武雄 調布市立図書館 「W.E.735-D型録音システムの解説並に取扱法」 冊子

62 須田武雄 東映太秦映画村 『浮草』ポスター ポスター

63 須田武雄 東映太秦映画村 『処刑の部屋』ポスター ポスター

64 鈴木晄 調布市立図書館 『旅はそよ風』手書き絵コンテ台本 台本

65 鈴木晄 調布市立図書館 『火の鳥』Cutting List 台本

66 鈴木晄 調布市立図書館 『鷲と鷹』コンティニュイティ 台本

67 鈴木晄 調布市立図書館 『素晴しき男性』ショーに関するメモ及び構成台本 台本

68 鈴木晄 調布市立図書館 『素晴しき男性』ポスター ポスター

69 鈴木晄 調布市立図書館 『俺は待ってるぜ』撮影台本 台本

70 鈴木晄 調布市立図書館 『爆薬（ダイナマイト）に火をつけろ』撮影台本 台本

　 章 所蔵 資料名 種類

71 鈴木晄 調布市立図書館 『爆薬（ダイナマイト）に火をつけろ』ポスター ポスター

72 鈴木晄 調布市立図書館 『銀座の恋の物語』撮影台本 台本

73 鈴木晄 調布市立図書館 『銀座の恋の物語』ポスター ポスター

74 鈴木晄 調布市立図書館 『硝子のジョニー 野獣のように見えて』撮影台本 台本

75 鈴木晄 調布市立図書館 『硝子のジョニー 野獣のように見えて』ポスター ポスター

76 鈴木晄 調布市立図書館 『何か面白いことないか』撮影台本 台本

77 鈴木晄 調布市立図書館 『何か面白いことないか』ポスター ポスター

78 鈴木晄 調布市立図書館 『黒い太陽』撮影台本 台本

79 鈴木晄 調布市立図書館 『夜明けのうた』撮影台本 台本

80 鈴木晄 調布市立図書館 『栄光への5000キロ』撮影台本 台本

81 鈴木晄 調布市立図書館 『らぶれたあ』撮影台本 台本

82 鈴木晄 調布市立図書館 『暗黒の旅券』撮影台本 台本

83 鈴木晄 調布市立図書館 『けものの眠り』撮影台本 台本

84 鈴木晄 調布市立図書館 『すべてが狂ってる』撮影台本 台本

85 鈴木晄 調布市立図書館 『ハイティーンやくざ』撮影台本 台本

86 鈴木晄 調布市立図書館 『俺に賭けた奴ら』リキ・パレス 撮影コンテ 台本

87 鈴木晄 調布市立図書館 『俺に賭けた奴ら』撮影台本 台本

88 鈴木晄 調布市立図書館 『悪太郎』撮影台本 台本

89 鈴木晄 調布市立図書館 『関東無宿』撮影台本 台本

90 鈴木晄 調布市立図書館 『刺青一代』撮影台本 台本

91 菊川芳江 調布市立図書館 『燃える南十字星』美術資料 美術資料

92 菊川芳江 調布市立図書館 『ひとりぼっちの二人だが』美術資料 美術資料

93 菊川芳江 調布市立図書館 『十代の河』美術資料 美術資料

94 菊川芳江 調布市立図書館 『空の下遠い夢』美術資料 美術資料

95 菊川芳江 調布市立図書館 『青春を返せ』美術資料 美術資料

96 菊川芳江 調布市立図書館 『続男の紋章』美術資料 美術資料

97 菊川芳江 調布市立図書館 『悲愁物語』美術資料 美術資料

98 菊川芳江 調布市立図書館 『恋文』美術資料 美術資料

99 菊川芳江 調布市立図書館 『人間の約束』美術資料 美術資料

100 菊川芳江 調布市立図書館 『CAT’S EYE』美術資料 美術資料

101 菊川芳江 調布市立図書館 『國定忠治』美術資料 美術資料
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

　 章 所蔵 資料名 種類

33 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵スチルアルバム（1952年） アルバム

34 東宝助監督会 東宝助監督会 東宝照明部所蔵『宮本武蔵 第一部 第二部』（1954〜55
年、稲垣浩監督）照明記録 アルバム

35 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和16年」（1941年） アルバム

36 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和17年」（1942年） アルバム

37 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和20年」（1945年） アルバム

38 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和23年」（1948年） アルバム

39 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和24年」（1949年） アルバム

40 東宝助監督会 東宝助監督会 「製作部作業日誌　昭和26年」（1951年） アルバム

41 須田武雄 角川大映スタジオ 『帯をとく夏子』美術資料 その他の紙資料

42 須田武雄 調布市立図書館 『浮草』撮影台本 台本

43 須田武雄 調布市立図書館 『恋の野球拳 こういう具合にしやしゃんせ』撮影台本 台本

44 須田武雄 調布市立図書館 『処刑の部屋』撮影台本 台本

46 須田武雄 調布市立図書館 淡島千景 手拭い その他

47 須田武雄 調布市立図書館 『くちづけ』撮影台本 台本

48 須田武雄 調布市立図書館 『青空娘』撮影台本（改訂稿） 台本

49 須田武雄 調布市立図書館 『卍』撮影台本 台本

50 須田武雄 調布市立図書館 『盲獣』撮影台本 台本

51 須田武雄 調布市立図書館 『女体』撮影台本 台本

52 須田武雄 調布市立図書館 『しびれくらげ』撮影台本 台本

53 須田武雄 調布市立図書館 『女の勲章』撮影台本 台本

54 須田武雄 調布市立図書館 『一刀斎は背番号6』撮影台本 台本

55 須田武雄 調布市立図書館 『やっちゃ場の女』撮影台本 台本

56 須田武雄 調布市立図書館 『瘋癲老人日記』撮影台本 台本

57 須田武雄 調布市立図書館 『氷点』撮影台本 台本

58 須田武雄 調布市立図書館 『にせ刑事』撮影台本 台本

59 須田武雄 調布市立図書館 『帯をとく夏子』撮影台本 台本

60 須田武雄 調布市立図書館 若葉馨 ポートレイト＆スナップ写真 写真

61 須田武雄 調布市立図書館 「W.E.735-D型録音システムの解説並に取扱法」 冊子

62 須田武雄 東映太秦映画村 『浮草』ポスター ポスター

63 須田武雄 東映太秦映画村 『処刑の部屋』ポスター ポスター

64 鈴木晄 調布市立図書館 『旅はそよ風』手書き絵コンテ台本 台本

65 鈴木晄 調布市立図書館 『火の鳥』Cutting List 台本

66 鈴木晄 調布市立図書館 『鷲と鷹』コンティニュイティ 台本

67 鈴木晄 調布市立図書館 『素晴しき男性』ショーに関するメモ及び構成台本 台本

68 鈴木晄 調布市立図書館 『素晴しき男性』ポスター ポスター

69 鈴木晄 調布市立図書館 『俺は待ってるぜ』撮影台本 台本

70 鈴木晄 調布市立図書館 『爆薬（ダイナマイト）に火をつけろ』撮影台本 台本

　 章 所蔵 資料名 種類

71 鈴木晄 調布市立図書館 『爆薬（ダイナマイト）に火をつけろ』ポスター ポスター

72 鈴木晄 調布市立図書館 『銀座の恋の物語』撮影台本 台本

73 鈴木晄 調布市立図書館 『銀座の恋の物語』ポスター ポスター

74 鈴木晄 調布市立図書館 『硝子のジョニー 野獣のように見えて』撮影台本 台本

75 鈴木晄 調布市立図書館 『硝子のジョニー 野獣のように見えて』ポスター ポスター

76 鈴木晄 調布市立図書館 『何か面白いことないか』撮影台本 台本

77 鈴木晄 調布市立図書館 『何か面白いことないか』ポスター ポスター

78 鈴木晄 調布市立図書館 『黒い太陽』撮影台本 台本

79 鈴木晄 調布市立図書館 『夜明けのうた』撮影台本 台本

80 鈴木晄 調布市立図書館 『栄光への5000キロ』撮影台本 台本

81 鈴木晄 調布市立図書館 『らぶれたあ』撮影台本 台本

82 鈴木晄 調布市立図書館 『暗黒の旅券』撮影台本 台本

83 鈴木晄 調布市立図書館 『けものの眠り』撮影台本 台本

84 鈴木晄 調布市立図書館 『すべてが狂ってる』撮影台本 台本

85 鈴木晄 調布市立図書館 『ハイティーンやくざ』撮影台本 台本

86 鈴木晄 調布市立図書館 『俺に賭けた奴ら』リキ・パレス 撮影コンテ 台本

87 鈴木晄 調布市立図書館 『俺に賭けた奴ら』撮影台本 台本

88 鈴木晄 調布市立図書館 『悪太郎』撮影台本 台本

89 鈴木晄 調布市立図書館 『関東無宿』撮影台本 台本

90 鈴木晄 調布市立図書館 『刺青一代』撮影台本 台本

91 菊川芳江 調布市立図書館 『燃える南十字星』美術資料 美術資料

92 菊川芳江 調布市立図書館 『ひとりぼっちの二人だが』美術資料 美術資料

93 菊川芳江 調布市立図書館 『十代の河』美術資料 美術資料

94 菊川芳江 調布市立図書館 『空の下遠い夢』美術資料 美術資料

95 菊川芳江 調布市立図書館 『青春を返せ』美術資料 美術資料

96 菊川芳江 調布市立図書館 『続男の紋章』美術資料 美術資料

97 菊川芳江 調布市立図書館 『悲愁物語』美術資料 美術資料

98 菊川芳江 調布市立図書館 『恋文』美術資料 美術資料

99 菊川芳江 調布市立図書館 『人間の約束』美術資料 美術資料

100 菊川芳江 調布市立図書館 『CAT’S EYE』美術資料 美術資料

101 菊川芳江 調布市立図書館 『國定忠治』美術資料 美術資料



46 令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 2章　事業報告「実証展示」

3. デジタル展示概要
▶概要

　デジタルアーカイブの活用実践として、デジタル展示を実施。株式会社アイ・ティー・ワンが開発したデ

ジタルコンテンツ展示システム「IT-One Quest」により鑑賞者がタッチパネル操作で映画ポスター、プレ

ス資料を閲覧できる大型モニタによる展示と、非接触でポスター画像を選んで鑑賞できるキャンバス（デジ

タルフォトフレーム）による展示の 2種のデジタル展示を実施した。

　展示画像は、令和 2年度及び令和 3年度にデジタル化した公益財団法人松竹大谷図書館と東映太秦映画村・

映画図書室の所蔵資料のものである。開発都合により、各年度デジタル化分から適宜画像を選択した。

▶展示システム開発

株式会社アイ・ティー・ワン

（同社 IT-One Quest 紹介ページ

https://www.it-one.co.jp/service/quest_fascinate/）

▶開発期間

2022 年 1 月上旬～ 2月末

▶展示画像点数

IT-One Quest（大型モニタ）

　・松竹大谷図書館	 ポスター：66 点（66 枚／ 43 作品）

	 プ　レ　ス：36 点（55 枚／ 33 作品）

	 計 102 点（121 枚）

　・東映太秦映画村・映画図書室	 ポスター：73 点（73 枚／ 66 作品）

	 プ　レ　ス：38 点（45 枚／ 36 作品）

	 計 111 点（118 枚）

　※資料 1点につき表裏など複数枚の画像がある場合、点数と枚数が異なる。

キャンバス（デジタルフォトフレーム）

　・松竹大谷図書館	 ポスター：7点（7作品）

　・東映太秦映画村・映画図書室 	 ポスター：6点（6作品）

▶システム（機材）参考画像

・IT-One Quest

①トップ画面から好きな項目を選択する。

②選択した項目に登録されている作品資料画像を表示。左がプレス、右がポスター画像。

③プレスは全画面に拡大できる。

・キャンバス

④中央下部のセンサー前で指を左右に振ると、非接触で画像を選択できる。

トップ画面（IT-One Quest） プレス、ポスター表示画面（IT-One Quest）

プレス拡大画面（IT-One Quest） ポスター表示画面（キャンバス）
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

3. デジタル展示概要
▶概要

　デジタルアーカイブの活用実践として、デジタル展示を実施。株式会社アイ・ティー・ワンが開発したデ

ジタルコンテンツ展示システム「IT-One Quest」により鑑賞者がタッチパネル操作で映画ポスター、プレ

ス資料を閲覧できる大型モニタによる展示と、非接触でポスター画像を選んで鑑賞できるキャンバス（デジ

タルフォトフレーム）による展示の 2種のデジタル展示を実施した。

　展示画像は、令和 2年度及び令和 3年度にデジタル化した公益財団法人松竹大谷図書館と東映太秦映画村・

映画図書室の所蔵資料のものである。開発都合により、各年度デジタル化分から適宜画像を選択した。

▶展示システム開発

株式会社アイ・ティー・ワン

（同社 IT-One Quest 紹介ページ

https://www.it-one.co.jp/service/quest_fascinate/）

▶開発期間

2022 年 1 月上旬～ 2月末

▶展示画像点数

IT-One Quest（大型モニタ）

　・松竹大谷図書館	 ポスター：66 点（66 枚／ 43 作品）

	 プ　レ　ス：36 点（55 枚／ 33 作品）

	 計 102 点（121 枚）

　・東映太秦映画村・映画図書室	 ポスター：73 点（73 枚／ 66 作品）

	 プ　レ　ス：38 点（45 枚／ 36 作品）

	 計 111 点（118 枚）

　※資料 1点につき表裏など複数枚の画像がある場合、点数と枚数が異なる。

キャンバス（デジタルフォトフレーム）

　・松竹大谷図書館	 ポスター：7点（7作品）

　・東映太秦映画村・映画図書室 	 ポスター：6点（6作品）

▶システム（機材）参考画像

・IT-One Quest

①トップ画面から好きな項目を選択する。

②選択した項目に登録されている作品資料画像を表示。左がプレス、右がポスター画像。

③プレスは全画面に拡大できる。

・キャンバス

④中央下部のセンサー前で指を左右に振ると、非接触で画像を選択できる。

トップ画面（IT-One Quest） プレス、ポスター表示画面（IT-One Quest）

プレス拡大画面（IT-One Quest） ポスター表示画面（キャンバス）
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4. 展示画像リスト（デジタル）
・IT-One Quest（大型モニタ）

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

1 松竹 小津安二郎 麥秋 小津安二郎監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

2 松竹 小津安二郎 東京物語 小津安二郎監督／
1953 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

3 松竹 小津安二郎 東京暮色 小津安二郎監督／
1957 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

4 松竹 小津安二郎 彼岸花 小津安二郎監督／
1958 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

5 松竹 小津安二郎 お早よう 小津安二郎監督／
1959 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

6 松竹 小津安二郎 秋日和 小津安二郎監督／
1960 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

7 松竹 小津安二郎 秋刀魚の味 小津安二郎監督／
1962 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

8 松竹 木下惠介 カルメン故郷に帰る 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 2 2 1 1 令和 2 年度

9 松竹 木下惠介 少年期 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

10 松竹 木下惠介 海の花火 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

11 松竹 木下惠介 日本の悲劇 木下惠介監督／
1953 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

12 松竹 木下惠介 女の園 木下惠介監督／
1954 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

13 松竹 木下惠介 二十四の瞳 木下惠介監督／
1954 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

14 松竹 木下惠介 野菊の如き君なりき 木下惠介監督／
1955 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

15 松竹 木下惠介 喜びも悲しみも幾歳月 
第一部 第二部

木下惠介監督／
1957 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

16 松竹 木下惠介 楢山節考 木下惠介監督／
1958 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

17 松竹 木下惠介 笛吹川 木下惠介監督／
1960 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

18 松竹 木下惠介 永遠の人 木下惠介監督／
1961 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

19 松竹 木下惠介 死闘の伝説 木下惠介監督／
1963 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

20 松竹 木下惠介 衝動殺人　息子よ 木下惠介監督／
1979 ／松竹・東京放送 2 2 1 1 令和 2 年度

21 松竹 野村芳太郎 ゼロの焦点 野村芳太郎監督／
1961 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

22 松竹 野村芳太郎 拝啓天皇陛下様 野村芳太郎監督／
1963 ／松竹大船 2 2 1 1 令和 2 年度

23 松竹 野村芳太郎 白昼堂々 野村芳太郎監督／
1968 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

24 松竹 野村芳太郎 影の車 野村芳太郎監督／
1970 ／松竹大船 1 1 1 1 令和 2 年度

25 松竹 野村芳太郎 砂の器
野村芳太郎監督／
1974 ／松竹・橋本プロダ
クション

2 2 1 1 令和 2 年度

26 松竹 野村芳太郎 八つ墓村 野村芳太郎監督／
1977 ／松竹 2 2 1 1 令和 2 年度

27 松竹 野村芳太郎 鬼畜 野村芳太郎監督／
1978 ／松竹 1 1 1 1 令和 2 年度

28 松竹 野村芳太郎 震える舌 野村芳太郎監督／
1980 ／松竹 2 2 1 1 令和 2 年度

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

29 松竹 野村芳太郎 疑惑 野村芳太郎監督／
1982 ／松竹・霧プロ 1 1 1 2 令和 2 年度

30 松竹 野村芳太郎 張込み 野村芳太郎監督／
1958 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

31 松竹 野村芳太郎 月給 13,000 円 野村芳太郎監督／
1958 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

32 松竹 大島渚 青春残酷物語 大島渚監督／
1960 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

33 松竹 大島渚 太陽の墓場 大島渚監督／
1960 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

34 松竹 小林正樹 人間の條件　第一部純愛篇、
第二部激怒篇

小林正樹監督／
1959 ／にんじんくらぶ・
歌舞伎座

1 1 0 0 令和 3 年度

35 松竹 小林正樹 切腹 小林正樹監督／
1962 ／松竹京都 1 1 0 0 令和 3 年度

36 松竹 渋谷実 やっさもっさ 渋谷実監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

37 松竹 渋谷実 酔っぱらい天国 渋谷実監督／
1962 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

38 松竹 川島雄三 東京マダムと大阪夫人 川島雄三監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

39 松竹 川島雄三 お孃さん社長 川島雄三監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

40 東映 深作欣二 風来坊探偵　赤い谷の惨劇 深作欣二監督／
1961 ／ニュー東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

41 東映 深作欣二 誇り高き挑戦 深作欣二監督／
1962 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

42 東映 深作欣二 狼と豚と人間 深作欣二監督／
1964 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

43 松竹 深作欣二 恐喝こそわが人生 深作欣二監督／
1968 ／松竹大船 1 1 1 1 令和 2 年度

44 東映 深作欣二 仁義なき戦い 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 2 2 2 2 令和 2 年度

45 東映 深作欣二 仁義なき戦い　広島死闘篇 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

46 東映 深作欣二 仁義なき戦い　代理戦争 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 2 2 2 2 令和 2 年度

47 東映 深作欣二 仁義なき戦い　頂上作戦 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

48 東映 深作欣二 仁義なき戦い　完結篇 深作欣二監督／
1974 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

49 東映 深作欣二 仁義の墓場 深作欣二監督／
1975 ／東映東京 2 2 1 2 令和 2 年度

50 東映 深作欣二 県警対組織暴力 深作欣二監督／
1975 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

51 東映 深作欣二 暴走パニック　大激突 深作欣二監督／
1976 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

52 東映 深作欣二 北陸代理戦争 深作欣二監督／
1977 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

53 東映 深作欣二 宇宙からのメッセージ
深作欣二監督／
1978 ／東映・東北新社・
東映太秦映画村

2 2 1 2 令和 2 年度

54 東映 深作欣二 魔界転生
深作欣二監督／
1981 ／東映・角川春樹事
務所

2 2 1 2 令和 2 年度

55 松竹 深作欣二 蒲田行進曲
深作欣二監督／
1982 ／松竹・角川春樹事
務所

2 2 1 1 令和 2 年度

56 松竹 深作欣二 上海バンスキング
深作欣二監督／
1984 ／西武流通グループ・
シネセゾン・テレビ朝日

1 1 1 1 令和 2 年度
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

4. 展示画像リスト（デジタル）
・IT-One Quest（大型モニタ）

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

1 松竹 小津安二郎 麥秋 小津安二郎監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

2 松竹 小津安二郎 東京物語 小津安二郎監督／
1953 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

3 松竹 小津安二郎 東京暮色 小津安二郎監督／
1957 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

4 松竹 小津安二郎 彼岸花 小津安二郎監督／
1958 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

5 松竹 小津安二郎 お早よう 小津安二郎監督／
1959 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

6 松竹 小津安二郎 秋日和 小津安二郎監督／
1960 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

7 松竹 小津安二郎 秋刀魚の味 小津安二郎監督／
1962 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

8 松竹 木下惠介 カルメン故郷に帰る 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 2 2 1 1 令和 2 年度

9 松竹 木下惠介 少年期 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

10 松竹 木下惠介 海の花火 木下惠介監督／
1951 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

11 松竹 木下惠介 日本の悲劇 木下惠介監督／
1953 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

12 松竹 木下惠介 女の園 木下惠介監督／
1954 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

13 松竹 木下惠介 二十四の瞳 木下惠介監督／
1954 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

14 松竹 木下惠介 野菊の如き君なりき 木下惠介監督／
1955 ／松竹大船 1 1 1 2 令和 2 年度

15 松竹 木下惠介 喜びも悲しみも幾歳月 
第一部 第二部

木下惠介監督／
1957 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

16 松竹 木下惠介 楢山節考 木下惠介監督／
1958 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

17 松竹 木下惠介 笛吹川 木下惠介監督／
1960 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

18 松竹 木下惠介 永遠の人 木下惠介監督／
1961 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

19 松竹 木下惠介 死闘の伝説 木下惠介監督／
1963 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

20 松竹 木下惠介 衝動殺人　息子よ 木下惠介監督／
1979 ／松竹・東京放送 2 2 1 1 令和 2 年度

21 松竹 野村芳太郎 ゼロの焦点 野村芳太郎監督／
1961 ／松竹大船 2 2 1 2 令和 2 年度

22 松竹 野村芳太郎 拝啓天皇陛下様 野村芳太郎監督／
1963 ／松竹大船 2 2 1 1 令和 2 年度

23 松竹 野村芳太郎 白昼堂々 野村芳太郎監督／
1968 ／松竹大船 2 2 2 2 令和 2 年度

24 松竹 野村芳太郎 影の車 野村芳太郎監督／
1970 ／松竹大船 1 1 1 1 令和 2 年度

25 松竹 野村芳太郎 砂の器
野村芳太郎監督／
1974 ／松竹・橋本プロダ
クション

2 2 1 1 令和 2 年度

26 松竹 野村芳太郎 八つ墓村 野村芳太郎監督／
1977 ／松竹 2 2 1 1 令和 2 年度

27 松竹 野村芳太郎 鬼畜 野村芳太郎監督／
1978 ／松竹 1 1 1 1 令和 2 年度

28 松竹 野村芳太郎 震える舌 野村芳太郎監督／
1980 ／松竹 2 2 1 1 令和 2 年度

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

29 松竹 野村芳太郎 疑惑 野村芳太郎監督／
1982 ／松竹・霧プロ 1 1 1 2 令和 2 年度

30 松竹 野村芳太郎 張込み 野村芳太郎監督／
1958 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

31 松竹 野村芳太郎 月給 13,000 円 野村芳太郎監督／
1958 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

32 松竹 大島渚 青春残酷物語 大島渚監督／
1960 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

33 松竹 大島渚 太陽の墓場 大島渚監督／
1960 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

34 松竹 小林正樹 人間の條件　第一部純愛篇、
第二部激怒篇

小林正樹監督／
1959 ／にんじんくらぶ・
歌舞伎座

1 1 0 0 令和 3 年度

35 松竹 小林正樹 切腹 小林正樹監督／
1962 ／松竹京都 1 1 0 0 令和 3 年度

36 松竹 渋谷実 やっさもっさ 渋谷実監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

37 松竹 渋谷実 酔っぱらい天国 渋谷実監督／
1962 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

38 松竹 川島雄三 東京マダムと大阪夫人 川島雄三監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

39 松竹 川島雄三 お孃さん社長 川島雄三監督／
1953 ／松竹大船 1 1 0 0 令和 3 年度

40 東映 深作欣二 風来坊探偵　赤い谷の惨劇 深作欣二監督／
1961 ／ニュー東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

41 東映 深作欣二 誇り高き挑戦 深作欣二監督／
1962 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

42 東映 深作欣二 狼と豚と人間 深作欣二監督／
1964 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

43 松竹 深作欣二 恐喝こそわが人生 深作欣二監督／
1968 ／松竹大船 1 1 1 1 令和 2 年度

44 東映 深作欣二 仁義なき戦い 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 2 2 2 2 令和 2 年度

45 東映 深作欣二 仁義なき戦い　広島死闘篇 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

46 東映 深作欣二 仁義なき戦い　代理戦争 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 2 2 2 2 令和 2 年度

47 東映 深作欣二 仁義なき戦い　頂上作戦 深作欣二監督／
1973 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

48 東映 深作欣二 仁義なき戦い　完結篇 深作欣二監督／
1974 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

49 東映 深作欣二 仁義の墓場 深作欣二監督／
1975 ／東映東京 2 2 1 2 令和 2 年度

50 東映 深作欣二 県警対組織暴力 深作欣二監督／
1975 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

51 東映 深作欣二 暴走パニック　大激突 深作欣二監督／
1976 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

52 東映 深作欣二 北陸代理戦争 深作欣二監督／
1977 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

53 東映 深作欣二 宇宙からのメッセージ
深作欣二監督／
1978 ／東映・東北新社・
東映太秦映画村

2 2 1 2 令和 2 年度

54 東映 深作欣二 魔界転生
深作欣二監督／
1981 ／東映・角川春樹事
務所

2 2 1 2 令和 2 年度

55 松竹 深作欣二 蒲田行進曲
深作欣二監督／
1982 ／松竹・角川春樹事
務所

2 2 1 1 令和 2 年度

56 松竹 深作欣二 上海バンスキング
深作欣二監督／
1984 ／西武流通グループ・
シネセゾン・テレビ朝日

1 1 1 1 令和 2 年度
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会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

57 松竹 深作欣二 いつかギラギラする日
深作欣二監督／
1992 ／日本テレビ放送網・
バンダイ・松竹第一興行

2 2 1 2 令和 2 年度

58 東映 深作欣二 バトル・ロワイアル
深作欣二監督／
2000 ／「バトル・ロワイ
アル」製作委員会

2 2 1 2 令和 2 年度

59 東映 高倉健 電光空手打ち 津田不二夫監督／
1956 ／東映東京 1 1 1 2 令和 2 年度

60 東映 高倉健 網走番外地 石井輝男監督／
1965 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

61 東映 高倉健 昭和残侠伝 佐伯清監督／
1965 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

62 東映 高倉健 昭和残侠伝 血染の唐獅子 マキノ雅弘監督／
1967 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

63 東映 高倉健 荒野の渡世人 佐藤純彌監督／
1968 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

64 東映 高倉健 新網走番外地 マキノ雅弘監督／
1968 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

65 東映 高倉健 昭和残侠伝 唐獅子仁義 マキノ雅弘監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

66 東映 高倉健 日本侠客伝 花と龍 マキノ雅弘監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

67 東映 高倉健 昭和残侠伝 人斬り唐獅子 山下耕作監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

68 東映 高倉健 新網走番外地 
さいはての流れ者

佐伯清監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

69 東映 高倉健 冬の華 降旗康男監督／
1978 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

70 東映 高倉健 鉄道員（ぽっぽや）
降旗康男監督／
1999 ／「鉄道員」製作委
員会

2 2 1 2 令和 2 年度

71 東映 岩下志麻 悪霊島 篠田正浩監督／
1981 ／角川春樹事務所 1 1 1 1 令和 2 年度

72 東映 岩下志麻 鬼龍院花子の生涯
五社英雄監督／
1982 ／東映・俳優座映画
放送

1 1 1 1 令和 2 年度

73 東映 岩下志麻 極道の妻たち 五社英雄監督／
1986 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

74 東映 岩下志麻 桜の樹の下で 鷹森立一監督／
1989 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

75 東映 岩下志麻 極道の妻たち 最後の戦い 山下耕作監督／
1990 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

76 東映 甲斐荘楠音 旗本退屈男　唐人街の鬼 中川信夫監督／
1951 ／東映京都　 1 1 0 0 令和 3 年度

77 東映 甲斐荘楠音 風雲将棋谷 松田定次監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

78 東映 甲斐荘楠音 阿修羅四天王 河野寿一監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

79 東映 甲斐荘楠音 やくざ大名 佐々木康監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

80 東映 甲斐荘楠音 妖蛇の魔殿 松田定次監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

81 東映 甲斐荘楠音 魔の紅蜥蜴 深田金之助監督／
1957 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

82 東映 甲斐荘楠音 神変麝香猫 小沢茂弘監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

83 東映 甲斐荘楠音 葵秘帖 小沢茂弘監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

84 東映 甲斐荘楠音 浪人八景 加藤泰監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

85 東映 甲斐荘楠音 旗本退屈男 松田定次監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

86 東映 甲斐荘楠音 修羅八荒 佐々木康監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

87 東映 甲斐荘楠音 天下の伊賀越　暁の血戦 松田定次監督／
1959 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

88 東映 甲斐荘楠音 あらくれ大名 内出好吉監督／
1960 ／東映京都　 1 1 0 0 令和 3 年度

89 東映 中島貞夫 くノ一忍法 中島貞夫監督／
1964 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

90 東映 中島貞夫 893 愚連隊 中島貞夫監督／
1966 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

91 東映 中島貞夫 大奥㊙物語 中島貞夫監督／
1967 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

92 東映 中島貞夫 温泉こんにゃく芸者 中島貞夫監督／
1970 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

93 東映 中島貞夫 唐獅子警察 中島貞夫監督／
1974 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

94 東映 中島貞夫 狂った野獣 中島貞夫監督／
1976 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

95 東映 中島貞夫 沖繩やくざ戦争 中島貞夫監督／
1976 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

96 東映 中島貞夫 日本の首領（ドン）　
野望篇

中島貞夫監督／
1977 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

97 東映 中島貞夫 総長の首 中島貞夫監督／
1979 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

98 東映 内田吐夢 血槍富士 内田吐夢監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

99 東映 内田吐夢 黒田騒動 内田吐夢監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

100 東映 内田吐夢 逆襲獄門砦 内田吐夢監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

101 東映 内田吐夢 暴れん坊街道 内田吐夢監督／
1957 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

102 東映 内田吐夢 千両獅子 内田吐夢監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

103 東映 内田吐夢 妖刀物語　
花の吉原百人斬り

内田吐夢監督／
1960 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

104 東映 内田吐夢 恋や恋なすな恋 内田吐夢監督／
1962 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

105 東映 東映 無国籍者 市川崑監督／
1951 ／昭映プロ・東横映画 1 1 0 0 令和 2 年度

106 東映 東映 赤穂浪士 天の巻・地の巻 松田定次監督／
1956 ／東映京都 1 1 1 2 令和 2 年度

107 東映 東映 赤穂浪士 松田定次監督／
1961 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

108 東映 東映 反逆児 伊藤大輔監督／
1961 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

109 東映 東映 白蛇伝 藪下泰司監督／
1958 ／東映動画 1 1 1 1 令和 2 年度

・キャンバス（デジタルフォトフレーム）

IT-One Quest（大型モニタ）展示画像の中から、各項目で 1作品ずつセレクトした以下の代表作・人気作

品のポスター画像を掲載。
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

57 松竹 深作欣二 いつかギラギラする日
深作欣二監督／
1992 ／日本テレビ放送網・
バンダイ・松竹第一興行

2 2 1 2 令和 2 年度

58 東映 深作欣二 バトル・ロワイアル
深作欣二監督／
2000 ／「バトル・ロワイ
アル」製作委員会

2 2 1 2 令和 2 年度

59 東映 高倉健 電光空手打ち 津田不二夫監督／
1956 ／東映東京 1 1 1 2 令和 2 年度

60 東映 高倉健 網走番外地 石井輝男監督／
1965 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

61 東映 高倉健 昭和残侠伝 佐伯清監督／
1965 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

62 東映 高倉健 昭和残侠伝 血染の唐獅子 マキノ雅弘監督／
1967 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

63 東映 高倉健 荒野の渡世人 佐藤純彌監督／
1968 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

64 東映 高倉健 新網走番外地 マキノ雅弘監督／
1968 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

65 東映 高倉健 昭和残侠伝 唐獅子仁義 マキノ雅弘監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

66 東映 高倉健 日本侠客伝 花と龍 マキノ雅弘監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

67 東映 高倉健 昭和残侠伝 人斬り唐獅子 山下耕作監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

68 東映 高倉健 新網走番外地 
さいはての流れ者

佐伯清監督／
1969 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

69 東映 高倉健 冬の華 降旗康男監督／
1978 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

70 東映 高倉健 鉄道員（ぽっぽや）
降旗康男監督／
1999 ／「鉄道員」製作委
員会

2 2 1 2 令和 2 年度

71 東映 岩下志麻 悪霊島 篠田正浩監督／
1981 ／角川春樹事務所 1 1 1 1 令和 2 年度

72 東映 岩下志麻 鬼龍院花子の生涯
五社英雄監督／
1982 ／東映・俳優座映画
放送

1 1 1 1 令和 2 年度

73 東映 岩下志麻 極道の妻たち 五社英雄監督／
1986 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

74 東映 岩下志麻 桜の樹の下で 鷹森立一監督／
1989 ／東映東京 1 1 1 1 令和 2 年度

75 東映 岩下志麻 極道の妻たち 最後の戦い 山下耕作監督／
1990 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

76 東映 甲斐荘楠音 旗本退屈男　唐人街の鬼 中川信夫監督／
1951 ／東映京都　 1 1 0 0 令和 3 年度

77 東映 甲斐荘楠音 風雲将棋谷 松田定次監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

78 東映 甲斐荘楠音 阿修羅四天王 河野寿一監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

79 東映 甲斐荘楠音 やくざ大名 佐々木康監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

80 東映 甲斐荘楠音 妖蛇の魔殿 松田定次監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

81 東映 甲斐荘楠音 魔の紅蜥蜴 深田金之助監督／
1957 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

82 東映 甲斐荘楠音 神変麝香猫 小沢茂弘監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

83 東映 甲斐荘楠音 葵秘帖 小沢茂弘監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

84 東映 甲斐荘楠音 浪人八景 加藤泰監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

会社 分類 作品タイトル 監督／製作年／製作会社 ポスター
点数

ポスター
画像数

プレス
点数

プレス
画像数

デジタル化
年度

85 東映 甲斐荘楠音 旗本退屈男 松田定次監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

86 東映 甲斐荘楠音 修羅八荒 佐々木康監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

87 東映 甲斐荘楠音 天下の伊賀越　暁の血戦 松田定次監督／
1959 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

88 東映 甲斐荘楠音 あらくれ大名 内出好吉監督／
1960 ／東映京都　 1 1 0 0 令和 3 年度

89 東映 中島貞夫 くノ一忍法 中島貞夫監督／
1964 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

90 東映 中島貞夫 893 愚連隊 中島貞夫監督／
1966 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

91 東映 中島貞夫 大奥㊙物語 中島貞夫監督／
1967 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

92 東映 中島貞夫 温泉こんにゃく芸者 中島貞夫監督／
1970 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

93 東映 中島貞夫 唐獅子警察 中島貞夫監督／
1974 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

94 東映 中島貞夫 狂った野獣 中島貞夫監督／
1976 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

95 東映 中島貞夫 沖繩やくざ戦争 中島貞夫監督／
1976 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

96 東映 中島貞夫 日本の首領（ドン）　
野望篇

中島貞夫監督／
1977 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

97 東映 中島貞夫 総長の首 中島貞夫監督／
1979 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

98 東映 内田吐夢 血槍富士 内田吐夢監督／
1955 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

99 東映 内田吐夢 黒田騒動 内田吐夢監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

100 東映 内田吐夢 逆襲獄門砦 内田吐夢監督／
1956 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

101 東映 内田吐夢 暴れん坊街道 内田吐夢監督／
1957 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

102 東映 内田吐夢 千両獅子 内田吐夢監督／
1958 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

103 東映 内田吐夢 妖刀物語　
花の吉原百人斬り

内田吐夢監督／
1960 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

104 東映 内田吐夢 恋や恋なすな恋 内田吐夢監督／
1962 ／東映京都 1 1 0 0 令和 3 年度

105 東映 東映 無国籍者 市川崑監督／
1951 ／昭映プロ・東横映画 1 1 0 0 令和 2 年度

106 東映 東映 赤穂浪士 天の巻・地の巻 松田定次監督／
1956 ／東映京都 1 1 1 2 令和 2 年度

107 東映 東映 赤穂浪士 松田定次監督／
1961 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

108 東映 東映 反逆児 伊藤大輔監督／
1961 ／東映京都 1 1 1 1 令和 2 年度

109 東映 東映 白蛇伝 藪下泰司監督／
1958 ／東映動画 1 1 1 1 令和 2 年度

・キャンバス（デジタルフォトフレーム）

IT-One Quest（大型モニタ）展示画像の中から、各項目で 1作品ずつセレクトした以下の代表作・人気作

品のポスター画像を掲載。
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【監督】

内　田　吐　夢：	『血槍富士』（1955）

大　島　渚：	『太陽の墓場』（1960）

小津安二郎：	『麥秋』（1951）

川　島　雄　三：	『東京マダムと大阪夫人』（1953）

木　下　惠　介：	『カルメン故郷に帰る』（1951）

小　林　正　樹：	『切腹』（1962）

渋　谷　実：	『やっさもっさ』（1953）

中　島　貞　夫：	『狂った野獣』（1976）

野村芳太郎：	『砂の器』（1974）

深　作　欣　二：	『仁義の墓場』（1975）

【俳優】

岩　下　志　麻：	『鬼龍院花子の生涯』（1982）

高　倉　健：	『昭和残侠伝 血染の唐獅子』（1967）

【スタッフ】

甲斐荘楠音：	『旗本退屈男　唐人街の鬼』（1951）

5.IT-OneQuest 展示実績

総ユーザー操作数 5,218

日別ユーザー操作数
日付 操作数

2/26（土） 842
2/27（日） 504
2/28（月） 204
3/1（火） 355
3/2（水） 330
3/3（木） 187
3/4（金） 736
3/5（土） 1,176
3/6（日） 884

6. 展示の様子

東京現像所①

展示風景①

東映ラボ・テック①

東京現像所②

展示風景②

東映ラボ・テック②
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

【監督】

内　田　吐　夢：	『血槍富士』（1955）

大　島　渚：	『太陽の墓場』（1960）

小津安二郎：	『麥秋』（1951）

川　島　雄　三：	『東京マダムと大阪夫人』（1953）

木　下　惠　介：	『カルメン故郷に帰る』（1951）

小　林　正　樹：	『切腹』（1962）

渋　谷　実：	『やっさもっさ』（1953）

中　島　貞　夫：	『狂った野獣』（1976）

野村芳太郎：	『砂の器』（1974）

深　作　欣　二：	『仁義の墓場』（1975）

【俳優】

岩　下　志　麻：	『鬼龍院花子の生涯』（1982）

高　倉　健：	『昭和残侠伝 血染の唐獅子』（1967）

【スタッフ】

甲斐荘楠音：	『旗本退屈男　唐人街の鬼』（1951）

5.IT-OneQuest 展示実績

総ユーザー操作数 5,218

日別ユーザー操作数
日付 操作数

2/26（土） 842
2/27（日） 504
2/28（月） 204
3/1（火） 355
3/2（水） 330
3/3（木） 187
3/4（金） 736
3/5（土） 1,176
3/6（日） 884

6. 展示の様子

東京現像所①

展示風景①

東映ラボ・テック①

東京現像所②

展示風景②

東映ラボ・テック②
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日活調布撮影所① 日活調布撮影所②

高津装飾美術①

角川大映スタジオ①

高津装飾美術②

角川大映スタジオ②

須田武雄

菊川芳江

鈴木晄

東宝助監督会① 東宝助監督会②
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2-2　実証展示（調布地区における資料展示）

日活調布撮影所① 日活調布撮影所②

高津装飾美術①

角川大映スタジオ①

高津装飾美術②

角川大映スタジオ②

須田武雄

菊川芳江

鈴木晄

東宝助監督会① 東宝助監督会②
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■概要

　令和 3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」展示「調布地区にて発見された映画資

料でみる映画のスタッフワーク」におけるデジタルアーカイブの活用実践としてのデジタル展示のために、

公益財団法人松竹大谷図書館と東映太秦映画村・映画図書室が所蔵する映画資料のデジタル化を行った。撮

影作業は、各館がそれぞれの業者に発注し実施した。

■作業期間

2022 年 1 月末〜 3月末（目録化作業等含む）

■松竹大谷図書館

▶撮影作業

・担当会社：株式会社インフォマージュ

▶対象資料

松竹大谷図書館が選出した以下のテーマに沿ったポスター、プレス資料のデジタル化を実施した。

野村芳太郎監督作品	 ポスター：43 点（23 作品）、プレスシート：39 点（29 作品）

大島渚監督作品	 ポスター：40 点（10 作品）

小林正樹監督作品	 ポスター：30 点（13 作品）

渋谷実監督作品	 ポスター：38 点（15 作品）

川島雄三監督作品	 ポスター：13 点（9作品）

※ポスターはB2サイズ、2枚 1組のものは 1点として計算

（総計）

ポスター：164 点（70 作品）

プレス：39 点（29 作品）

ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

1 鳩 野村芳太郎 1952 松竹大船 0 1

2 次男坊 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

3 愚弟賢兄 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

4 きんぴら先生とお嬢さん 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

5 鞍馬天狗 青面夜叉 野村芳太郎 1953 松竹京都 3 1

6 青春三羽烏 野村芳太郎 1953 松竹大船 3 1

7 慶安水滸伝 野村芳太郎 1954 松竹京都 2 2

8 伊豆の踊子 野村芳太郎 1954 松竹大船 2 2

ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

9 青春ロマンスシート 青草に坐す 野村芳太郎 1954 松竹大船 2 1

10 びっくり五十三次 野村芳太郎 1954 松竹京都 3 2

11 大学は出たけれど 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 3

12 続おとこ大学 新婚教室 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 1

13 亡命記 野村芳太郎 1955 松竹大船 4 2

14 東京←→香港 蜜月旅行 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 1

15 花嫁はどこにいる 野村芳太郎 1955 松竹大船 0 1

16 太陽は日々に新たなり 野村芳太郎 1955 松竹大船 0 3

17 角帽三羽烏 野村芳太郎 1956 松竹大船 0 2

18 旅がらす伊太郎 野村芳太郎 1956 松竹京都 0 1

19 次男坊故郷へ行く 野村芳太郎 1956 松竹大船 0 1

20 花嫁募集中 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

21 ここは静かなり 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

22 踊る摩天楼 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

23 糞尿譚 野村芳太郎 1957 松竹京都 2 1

24 花嫁のおのろけ 野村芳太郎 1958 松竹大船 1 1

25 張込み 野村芳太郎 1958 松竹大船 1 2

26 月給 13，000 円 野村芳太郎 1958 松竹大船 2 1

27 モダン道中 その恋待ったなし 野村芳太郎 1958 松竹大船 2 1

28 どんと行こうぜ 野村芳太郎 1959 松竹大船 2 1

29 銀座のお兄ちゃん挑戦す 野村芳太郎 1960 松竹大船 2 1

30 愛と希望の街 大島渚 1959 松竹大船 1 0

31 青春残酷物語 大島渚 1960 松竹大船 2 0

32 太陽の墓場 大島渚 1960 松竹大船 5 0

33 日本の夜と霧 大島渚 1960 松竹大船 2 0

34 悦楽 大島渚 1965 創造社 3 0

35 白昼の通り魔 大島渚 1966 創造社 4 0

36 日本春歌考 大島渚 1967 創造社 3 0

37 無理心中日本の夏 大島渚 1967 創造社 4 0

38 帰って来たヨッパライ 大島渚 1968 創造社 4 0

39 御法度 大島渚 1999
松竹・角川書店・
IMAGICA・BS
朝日・衛星劇場

12 0

40 まごころ 小林正樹 1953 松竹大船 2 0

41 三つの愛 小林正樹 1954 松竹大船 2 0

42 この広い空のどこかに 小林正樹 1954 松竹大船 3 0

43 美わしき歳月 小林正樹 1955 松竹大船 2 0

デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）
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2-2　デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）

■概要

　令和 3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」展示「調布地区にて発見された映画資

料でみる映画のスタッフワーク」におけるデジタルアーカイブの活用実践としてのデジタル展示のために、

公益財団法人松竹大谷図書館と東映太秦映画村・映画図書室が所蔵する映画資料のデジタル化を行った。撮

影作業は、各館がそれぞれの業者に発注し実施した。

■作業期間

2022 年 1 月末〜 3月末（目録化作業等含む）

■松竹大谷図書館

▶撮影作業

・担当会社：株式会社インフォマージュ

▶対象資料

松竹大谷図書館が選出した以下のテーマに沿ったポスター、プレス資料のデジタル化を実施した。

野村芳太郎監督作品	 ポスター：43 点（23 作品）、プレスシート：39 点（29 作品）

大島渚監督作品	 ポスター：40 点（10 作品）

小林正樹監督作品	 ポスター：30 点（13 作品）

渋谷実監督作品	 ポスター：38 点（15 作品）

川島雄三監督作品	 ポスター：13 点（9作品）

※ポスターはB2サイズ、2枚 1組のものは 1点として計算

（総計）

ポスター：164 点（70 作品）

プレス：39 点（29 作品）

ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

1 鳩 野村芳太郎 1952 松竹大船 0 1

2 次男坊 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

3 愚弟賢兄 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

4 きんぴら先生とお嬢さん 野村芳太郎 1953 松竹大船 1 1

5 鞍馬天狗 青面夜叉 野村芳太郎 1953 松竹京都 3 1

6 青春三羽烏 野村芳太郎 1953 松竹大船 3 1

7 慶安水滸伝 野村芳太郎 1954 松竹京都 2 2

8 伊豆の踊子 野村芳太郎 1954 松竹大船 2 2

ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

9 青春ロマンスシート 青草に坐す 野村芳太郎 1954 松竹大船 2 1

10 びっくり五十三次 野村芳太郎 1954 松竹京都 3 2

11 大学は出たけれど 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 3

12 続おとこ大学 新婚教室 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 1

13 亡命記 野村芳太郎 1955 松竹大船 4 2

14 東京←→香港 蜜月旅行 野村芳太郎 1955 松竹大船 2 1

15 花嫁はどこにいる 野村芳太郎 1955 松竹大船 0 1

16 太陽は日々に新たなり 野村芳太郎 1955 松竹大船 0 3

17 角帽三羽烏 野村芳太郎 1956 松竹大船 0 2

18 旅がらす伊太郎 野村芳太郎 1956 松竹京都 0 1

19 次男坊故郷へ行く 野村芳太郎 1956 松竹大船 0 1

20 花嫁募集中 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

21 ここは静かなり 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

22 踊る摩天楼 野村芳太郎 1956 松竹大船 1 1

23 糞尿譚 野村芳太郎 1957 松竹京都 2 1

24 花嫁のおのろけ 野村芳太郎 1958 松竹大船 1 1

25 張込み 野村芳太郎 1958 松竹大船 1 2

26 月給 13，000 円 野村芳太郎 1958 松竹大船 2 1

27 モダン道中 その恋待ったなし 野村芳太郎 1958 松竹大船 2 1

28 どんと行こうぜ 野村芳太郎 1959 松竹大船 2 1

29 銀座のお兄ちゃん挑戦す 野村芳太郎 1960 松竹大船 2 1

30 愛と希望の街 大島渚 1959 松竹大船 1 0

31 青春残酷物語 大島渚 1960 松竹大船 2 0

32 太陽の墓場 大島渚 1960 松竹大船 5 0

33 日本の夜と霧 大島渚 1960 松竹大船 2 0

34 悦楽 大島渚 1965 創造社 3 0

35 白昼の通り魔 大島渚 1966 創造社 4 0

36 日本春歌考 大島渚 1967 創造社 3 0

37 無理心中日本の夏 大島渚 1967 創造社 4 0

38 帰って来たヨッパライ 大島渚 1968 創造社 4 0

39 御法度 大島渚 1999
松竹・角川書店・
IMAGICA・BS
朝日・衛星劇場

12 0

40 まごころ 小林正樹 1953 松竹大船 2 0

41 三つの愛 小林正樹 1954 松竹大船 2 0

42 この広い空のどこかに 小林正樹 1954 松竹大船 3 0

43 美わしき歳月 小林正樹 1955 松竹大船 2 0

デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）
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ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

44 泉 小林正樹 1956 松竹大船 1 0

45 黒い河 小林正樹 1956 松竹大船 2 0

46 あなた買います 小林正樹 1956 松竹大船 1 0

47 人間の條件　第 1 部純愛篇／第 2 部激怒篇 小林正樹 1959 にんじんくらぶ・
歌舞伎座 2 0

48 人間の條件　第 3 部望郷篇／第 4 部戦雲篇 小林正樹 1959 人間プロ 1 0

49 人間の条件　完結篇 小林正樹 1961 文芸プロ・
にんじんくらぶ 4 0

50 からみ合い 小林正樹 1962 文芸プロ・
にんじんくらぶ 3 0

51 切腹 小林正樹 1962 松竹京都 5 0

52 食卓のない家 小林正樹 1985 MARUGEN ビル 2 0

53 或る女 渋谷実 1942 松竹大船 2 0

54 幽霊大いに怒る 渋谷実 1942 松竹大船 1 0

55 朱唇いまだ消えず 渋谷実 1949 松竹大船 1 0

56 花の素顔 渋谷実 1949 松竹大船 1 0

57 現代人 渋谷実 1952 松竹大船 1 0

58 やつさもつさ 渋谷実 1953 松竹大船 2 0

59 青銅の基督 渋谷実 1955 松竹京都 2 0

60 霧ある情事 渋谷実 1959 松竹大船 5 0

61 バナナ 渋谷実 1960 松竹大船 4 0

62 もず 渋谷実 1961 文芸プロ・
にんじんくらぶ 1 0

63 好人好日 渋谷実 1961 松竹大船 3 0

64 酔っぱらい天国 渋谷実 1962 松竹大船 2 0

65 二人だけの砦 渋谷実 1963 松竹大船 3 0

66 モンローのような女 渋谷実 1964 松竹大船 6 0

67 大根と人参 渋谷実 1965 松竹大船 4 0

68 天使も夢を見る 川島雄三 1951 松竹大船 1 0

69 学生社長 川島雄三 1953 松竹大船 1 0

70 花吹く風 川島雄三 1953 松竹京都 1 0

71 新東京行進曲 川島雄三 1953 松竹大船 1 0

72 純潔革命 川島雄三 1953 松竹京都 1 0

73 東京マダムと大阪夫人 川島雄三 1953 松竹大船 2 0

74 ひばりのお嬢さん社長 川島雄三 1953 松竹大船 3 0

75 真実一路 川島雄三 1954 松竹大船 2 0

76 昨日と明日の間 川島雄三 1954 松竹大船 0 1

■東映太秦映画村・映画図書室

▶撮影作業

担当会社：キンコーズ・ジャパン株式会社

▶対象資料

東映太秦映画村・映画図書室が選出した以下のテーマに沿った作品のB2ポスターをデジタル化した。

・甲斐荘楠音参加作品	 82 点（70 作品）

・中島貞夫監督作品	 68 点（51 作品）

・内田吐夢監督作品	 10 点（7作品）

（総計）

ポスター：160 点（128 作品）

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

1 旗本退屈男捕物控　毒殺魔殿 - 1950 松田定次 1 甲斐荘楠音

2 旗本退屈男　唐人街の鬼 - 1951 中川信夫 1 甲斐荘楠音

3 赤穂城 - 1952 萩原遼 1 甲斐荘楠音

4 続赤穂城 - 1952 萩原遼 1 甲斐荘楠音

5 喧嘩笠 - 1953 萩原遼 1 甲斐荘楠音

6 旗本退屈男　八百八丁罷り通る - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

7 朝焼け富士　前篇 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

8 朝焼け富士　後篇 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

9 朝焼け富士　大会 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

10 女間者秘聞　赤穂浪士 - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

11 女難街道 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

12 新書太閤記　流転日吉丸 - 1953 萩原遼 1 甲斐荘楠音

13 素浪人奉行 - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

14 神変あばれ笠　前篇 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

15 神変あばれ笠　後篇 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

16 急襲桶狭間 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

17 日輪 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

18 旗本退屈男　どくろ屋敷 - 1954 松田定次 1 甲斐荘楠音

19 愛染道中　男の血祭 - 1954 佐伯清 1 甲斐荘楠音

20 疾風愛憎峠 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

21 巷説荒木又右衛門　暁の三十八番斬り - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

22 鳴門秘帖 - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

23 影法師一番手柄　妖異忠臣蔵 - 1954 松田定次 1 甲斐荘楠音

24 旗本退屈男　謎の百万両 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音
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2-2　デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）

ID 作品名 監督名 製作年 備考
ポスター プレス

点数 点数

44 泉 小林正樹 1956 松竹大船 1 0

45 黒い河 小林正樹 1956 松竹大船 2 0

46 あなた買います 小林正樹 1956 松竹大船 1 0

47 人間の條件　第 1 部純愛篇／第 2 部激怒篇 小林正樹 1959 にんじんくらぶ・
歌舞伎座 2 0

48 人間の條件　第 3 部望郷篇／第 4 部戦雲篇 小林正樹 1959 人間プロ 1 0

49 人間の条件　完結篇 小林正樹 1961 文芸プロ・
にんじんくらぶ 4 0

50 からみ合い 小林正樹 1962 文芸プロ・
にんじんくらぶ 3 0

51 切腹 小林正樹 1962 松竹京都 5 0

52 食卓のない家 小林正樹 1985 MARUGEN ビル 2 0

53 或る女 渋谷実 1942 松竹大船 2 0

54 幽霊大いに怒る 渋谷実 1942 松竹大船 1 0

55 朱唇いまだ消えず 渋谷実 1949 松竹大船 1 0

56 花の素顔 渋谷実 1949 松竹大船 1 0

57 現代人 渋谷実 1952 松竹大船 1 0

58 やつさもつさ 渋谷実 1953 松竹大船 2 0

59 青銅の基督 渋谷実 1955 松竹京都 2 0

60 霧ある情事 渋谷実 1959 松竹大船 5 0

61 バナナ 渋谷実 1960 松竹大船 4 0

62 もず 渋谷実 1961 文芸プロ・
にんじんくらぶ 1 0

63 好人好日 渋谷実 1961 松竹大船 3 0

64 酔っぱらい天国 渋谷実 1962 松竹大船 2 0

65 二人だけの砦 渋谷実 1963 松竹大船 3 0

66 モンローのような女 渋谷実 1964 松竹大船 6 0

67 大根と人参 渋谷実 1965 松竹大船 4 0

68 天使も夢を見る 川島雄三 1951 松竹大船 1 0

69 学生社長 川島雄三 1953 松竹大船 1 0

70 花吹く風 川島雄三 1953 松竹京都 1 0

71 新東京行進曲 川島雄三 1953 松竹大船 1 0

72 純潔革命 川島雄三 1953 松竹京都 1 0

73 東京マダムと大阪夫人 川島雄三 1953 松竹大船 2 0

74 ひばりのお嬢さん社長 川島雄三 1953 松竹大船 3 0

75 真実一路 川島雄三 1954 松竹大船 2 0

76 昨日と明日の間 川島雄三 1954 松竹大船 0 1

■東映太秦映画村・映画図書室

▶撮影作業

担当会社：キンコーズ・ジャパン株式会社

▶対象資料

東映太秦映画村・映画図書室が選出した以下のテーマに沿った作品のB2ポスターをデジタル化した。

・甲斐荘楠音参加作品	 82 点（70 作品）

・中島貞夫監督作品	 68 点（51 作品）

・内田吐夢監督作品	 10 点（7作品）

（総計）

ポスター：160 点（128 作品）

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

1 旗本退屈男捕物控　毒殺魔殿 - 1950 松田定次 1 甲斐荘楠音

2 旗本退屈男　唐人街の鬼 - 1951 中川信夫 1 甲斐荘楠音

3 赤穂城 - 1952 萩原遼 1 甲斐荘楠音

4 続赤穂城 - 1952 萩原遼 1 甲斐荘楠音

5 喧嘩笠 - 1953 萩原遼 1 甲斐荘楠音

6 旗本退屈男　八百八丁罷り通る - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

7 朝焼け富士　前篇 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

8 朝焼け富士　後篇 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

9 朝焼け富士　大会 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

10 女間者秘聞　赤穂浪士 - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

11 女難街道 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

12 新書太閤記　流転日吉丸 - 1953 萩原遼 1 甲斐荘楠音

13 素浪人奉行 - 1953 佐々木康 1 甲斐荘楠音

14 神変あばれ笠　前篇 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

15 神変あばれ笠　後篇 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

16 急襲桶狭間 - 1953 松田定次 1 甲斐荘楠音

17 日輪 - 1953 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

18 旗本退屈男　どくろ屋敷 - 1954 松田定次 1 甲斐荘楠音

19 愛染道中　男の血祭 - 1954 佐伯清 1 甲斐荘楠音

20 疾風愛憎峠 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

21 巷説荒木又右衛門　暁の三十八番斬り - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

22 鳴門秘帖 - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

23 影法師一番手柄　妖異忠臣蔵 - 1954 松田定次 1 甲斐荘楠音

24 旗本退屈男　謎の百万両 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音
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　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

25 変化大名 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

26 続　変化大名 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

27 旗本退屈男　謎の怪人屋敷 - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

28 風雲将棋谷 ① 1955 松田定次 1 甲斐荘楠音

29 風雲将棋谷 ② 1955 松田定次 1 甲斐荘楠音

30 阿修羅四天王 - 1955 河野寿一 1 甲斐荘楠音

31 虚無僧系図 - 1955 河野寿一 1 甲斐荘楠音

32 旗本退屈男　謎の伏魔殿 - 1955 佐々木康 1 甲斐荘楠音

33 旗本退屈男　謎の決闘状 - 1955 佐々木康 1 甲斐荘楠音

34 旗本退屈男　謎の幽霊船 ① 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

35 旗本退屈男　謎の幽霊船 ② 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

36 髑髏銭 - 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

37 やくざ大名 ① 1956 佐々木康 1 甲斐荘楠音

38 やくざ大名 ② 1956 佐々木康 1 甲斐荘楠音

39 妖蛇の魔殿 ① 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

40 妖蛇の魔殿 ② 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

41 朱鞘罷り通る - 1956 河野寿一 1 甲斐荘楠音

42 旗本退屈男　謎の紅蓮塔 - 1957 松田定次 1 甲斐荘楠音

43 花まつり男道中 - 1957 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

44 大名囃子 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

45 大名囃子 后篇 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

46 鳳城の花嫁 - 1957 松田定次 1 甲斐荘楠音

47 魔の紅蜥蜴 - 1957 加藤泰 1 甲斐荘楠音

48 黄金の伏魔殿 ① 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

49 黄金の伏魔殿 ② 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

50 富士に立つ影 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

51 旗本退屈男　謎の蛇姫屋敷 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

52 神変麝香猫 - 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

53 丹下左膳　決定版 - 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

54 葵秘帖 - 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

55 大江戸七人衆 - 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

56 浪人八景 - 1958 加藤泰 1 甲斐荘楠音

57 市川右太衛門三百本出演記念　旗本退屈男 ① 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

58 市川右太衛門三百本出演記念　旗本退屈男 ② 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

59 喧嘩太平記 ① 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

60 喧嘩太平記 ② 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

61 修羅八荒 - 1958 佐々木康 1 甲斐荘楠音

62 旗本退屈男　謎の南蛮太鼓 ① 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

63 旗本退屈男　謎の南蛮太鼓 ② 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

64 あばれ大名 - 1959 内出好吉 1 甲斐荘楠音

65 新吾十番勝負 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

66 あばれ街道 - 1959 加藤泰 1 甲斐荘楠音

67 風流使者 天下無双の剣 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

68 旗本退屈男　謎の大文字 ① 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

69 旗本退屈男　謎の大文字 ② 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

70 天下の伊賀越　暁の血戦 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

71 旗本退屈男　謎の幽霊島 ① 1960 佐々木康 1 甲斐荘楠音

72 旗本退屈男　謎の幽霊島 ② 1960 佐々木康 1 甲斐荘楠音

73 あらくれ大名 - 1960 内出好吉 1 甲斐荘楠音

74 旗本退屈男　謎の暗殺隊 ① 1960 松田定次 1 甲斐荘楠音

75 旗本退屈男　謎の暗殺隊 ② 1960 松田定次 1 甲斐荘楠音

76 旗本退屈男　謎の七色御殿 - 1961 佐々木康 1 甲斐荘楠音

77 旗本退屈男　謎の珊瑚屋敷 - 1962 中川信夫 1 甲斐荘楠音

78 天下のご意見番 - 1962 松田定次 1 甲斐荘楠音

79 源九郎義経 - 1962 松田定次 1 甲斐荘楠音

80 旗本退屈男　謎の竜神岬 ① 1963 佐々木康 1 甲斐荘楠音

81 旗本退屈男　謎の竜神岬 ② 1963 佐々木康 1 甲斐荘楠音

82 中仙道のつむじ風 - 1963 松田定次 1 甲斐荘楠音

83 くノ一忍法 - 1964 中島貞夫 1 中島貞夫

84 くノ一化粧 - 1964 中島貞夫 1 中島貞夫

85 旗本やくざ ① 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

86 旗本やくざ ② 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

87 893 愚連隊 - 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

88 任侠柔一代 - 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

89 大奥㊙物語 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

90 続　大奥㊙物語 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

91 兄弟仁義　関東兄貴分 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

92 尼寺㊙物語 - 1968 中島貞夫 1 中島貞夫
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2-2　デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

25 変化大名 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

26 続　変化大名 - 1954 佐々木康 1 甲斐荘楠音

27 旗本退屈男　謎の怪人屋敷 - 1954 渡辺邦男 1 甲斐荘楠音

28 風雲将棋谷 ① 1955 松田定次 1 甲斐荘楠音

29 風雲将棋谷 ② 1955 松田定次 1 甲斐荘楠音

30 阿修羅四天王 - 1955 河野寿一 1 甲斐荘楠音

31 虚無僧系図 - 1955 河野寿一 1 甲斐荘楠音

32 旗本退屈男　謎の伏魔殿 - 1955 佐々木康 1 甲斐荘楠音

33 旗本退屈男　謎の決闘状 - 1955 佐々木康 1 甲斐荘楠音

34 旗本退屈男　謎の幽霊船 ① 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

35 旗本退屈男　謎の幽霊船 ② 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

36 髑髏銭 - 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

37 やくざ大名 ① 1956 佐々木康 1 甲斐荘楠音

38 やくざ大名 ② 1956 佐々木康 1 甲斐荘楠音

39 妖蛇の魔殿 ① 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

40 妖蛇の魔殿 ② 1956 松田定次 1 甲斐荘楠音

41 朱鞘罷り通る - 1956 河野寿一 1 甲斐荘楠音

42 旗本退屈男　謎の紅蓮塔 - 1957 松田定次 1 甲斐荘楠音

43 花まつり男道中 - 1957 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

44 大名囃子 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

45 大名囃子 后篇 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

46 鳳城の花嫁 - 1957 松田定次 1 甲斐荘楠音

47 魔の紅蜥蜴 - 1957 加藤泰 1 甲斐荘楠音

48 黄金の伏魔殿 ① 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

49 黄金の伏魔殿 ② 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

50 富士に立つ影 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

51 旗本退屈男　謎の蛇姫屋敷 - 1957 佐々木康 1 甲斐荘楠音

52 神変麝香猫 - 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

53 丹下左膳　決定版 - 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

54 葵秘帖 - 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

55 大江戸七人衆 - 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

56 浪人八景 - 1958 加藤泰 1 甲斐荘楠音

57 市川右太衛門三百本出演記念　旗本退屈男 ① 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

58 市川右太衛門三百本出演記念　旗本退屈男 ② 1958 松田定次 1 甲斐荘楠音

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

59 喧嘩太平記 ① 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

60 喧嘩太平記 ② 1958 小沢茂弘 1 甲斐荘楠音

61 修羅八荒 - 1958 佐々木康 1 甲斐荘楠音

62 旗本退屈男　謎の南蛮太鼓 ① 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

63 旗本退屈男　謎の南蛮太鼓 ② 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

64 あばれ大名 - 1959 内出好吉 1 甲斐荘楠音

65 新吾十番勝負 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

66 あばれ街道 - 1959 加藤泰 1 甲斐荘楠音

67 風流使者 天下無双の剣 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

68 旗本退屈男　謎の大文字 ① 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

69 旗本退屈男　謎の大文字 ② 1959 佐々木康 1 甲斐荘楠音

70 天下の伊賀越　暁の血戦 - 1959 松田定次 1 甲斐荘楠音

71 旗本退屈男　謎の幽霊島 ① 1960 佐々木康 1 甲斐荘楠音

72 旗本退屈男　謎の幽霊島 ② 1960 佐々木康 1 甲斐荘楠音

73 あらくれ大名 - 1960 内出好吉 1 甲斐荘楠音

74 旗本退屈男　謎の暗殺隊 ① 1960 松田定次 1 甲斐荘楠音

75 旗本退屈男　謎の暗殺隊 ② 1960 松田定次 1 甲斐荘楠音

76 旗本退屈男　謎の七色御殿 - 1961 佐々木康 1 甲斐荘楠音

77 旗本退屈男　謎の珊瑚屋敷 - 1962 中川信夫 1 甲斐荘楠音

78 天下のご意見番 - 1962 松田定次 1 甲斐荘楠音

79 源九郎義経 - 1962 松田定次 1 甲斐荘楠音

80 旗本退屈男　謎の竜神岬 ① 1963 佐々木康 1 甲斐荘楠音

81 旗本退屈男　謎の竜神岬 ② 1963 佐々木康 1 甲斐荘楠音

82 中仙道のつむじ風 - 1963 松田定次 1 甲斐荘楠音

83 くノ一忍法 - 1964 中島貞夫 1 中島貞夫

84 くノ一化粧 - 1964 中島貞夫 1 中島貞夫

85 旗本やくざ ① 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

86 旗本やくざ ② 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

87 893 愚連隊 - 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

88 任侠柔一代 - 1966 中島貞夫 1 中島貞夫

89 大奥㊙物語 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

90 続　大奥㊙物語 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

91 兄弟仁義　関東兄貴分 - 1967 中島貞夫 1 中島貞夫

92 尼寺㊙物語 - 1968 中島貞夫 1 中島貞夫
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　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

93 にっぽん '69　セックス猟奇地帯 ① 1969 中島貞夫 1 中島貞夫

94 にっぽん '69　セックス猟奇地帯 ② 1969 中島貞夫 1 中島貞夫

95 戦後秘話　宝石略奪 - 1970 中島貞夫 1 中島貞夫

96 温泉こんにゃく芸者 - 1970 中島貞夫 1 中島貞夫

97 驚異のドキュメント　日本浴場物語 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

98 懲役太郎　まむしの兄弟 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

99 セックスドキュメント性倒錯の世界 ① 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

100 セックスドキュメント性倒錯の世界 ② 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

101 現代やくざ　血桜三兄弟 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

102 まむしの兄弟　懲役十三回 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

103 木枯し紋次郎 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

104 まむしの兄弟　傷害恐喝十八犯 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

105 木枯し紋次郎　関わりござんせん - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

106 セックスドキュメント　エロスの女王 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

107 ポルノの女王　にっぽん SEX 旅行 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

108 女番長（スケバン）　感化院脱走 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

109 東京 = ソウル = バンコック　実録麻薬地帯 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

110 ジーンズブルース　明日なき無頼派 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

111 唐獅子警察 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

112 極道 VS まむし - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

113 安藤組外伝　人斬り舎弟 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

114 脱獄広島殺人囚 ① 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

115 脱獄広島殺人囚 ② 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

116 まむしと青大将 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

117 暴動島根刑務所 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

118 暴力金脈 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

119 極道社長 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

120 実録外伝　大阪電撃作戦 ① 1976 中島貞夫 1 内田吐夢

121 実録外伝　大阪電撃作戦 ② 1976 中島貞夫 1 内田吐夢

122 狂った野獣 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

123 沖繩やくざ戦争 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

124 バカ政ホラ政トッパ政 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

125 やくざ戦争　日本の首領（ドン） ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

126 やくざ戦争　日本の首領（ドン） ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

127 日本の仁義 ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

128 日本の仁義 ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

129 日本の首領（ドン）　野望篇 ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

130 日本の首領（ドン）　野望篇 ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

131 日本の首領（ドン）　完結篇 ① 1978 中島貞夫 1 中島貞夫

132 日本の首領（ドン）　完結篇 ② 1978 中島貞夫 1 中島貞夫

133 総長の首 ① 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

134 総長の首 ② 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

135 総長の首 ③ 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

136 さらば、わが友　実録大物死刑囚たち - 1980 中島貞夫 1 中島貞夫

137 アゲインスト　むかい風 - 1981 中島貞夫 1 中島貞夫

138 制覇 ① 1982 中島貞夫 1 中島貞夫

139 制覇 ② 1982 中島貞夫 1 中島貞夫

140 序の舞 ① 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

141 序の舞 ② 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

142 序の舞 ③ 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

143 瀬降り物語 ① 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

144 瀬降り物語 ② 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

145 瀬降り物語 ③ 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

146 女帝　春日局 - 1990 中島貞夫 1 中島貞夫

147 激動の 1750 日 - 1990 中島貞夫 1 中島貞夫

148 極道戦争・武闘派 - 1991 中島貞夫 1 中島貞夫

149 首領を殺った男 ① 1994 中島貞夫 1 中島貞夫

150 首領を殺った男 ② 1994 中島貞夫 1 中島貞夫

151 血槍富士 - 1955 内田吐夢 1 内田吐夢

152 黒田騒動 - 1956 内田吐夢 1 内田吐夢

153 逆襲獄門砦 - 1956 内田吐夢 1 内田吐夢

154 暴れん坊街道 ① 1957 内田吐夢 1 内田吐夢

155 暴れん坊街道 ② 1957 内田吐夢 1 内田吐夢

156 千両獅子 - 1958 内田吐夢 1 内田吐夢

157 妖刀物語　花の吉原百人斬り ① 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

158 妖刀物語　花の吉原百人斬り ② 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

159 妖刀物語　花の吉原百人斬り ③ 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

160 恋や恋なすな恋 - 1962 内田吐夢 1 内田吐夢
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2-2　デジタルアーカイブ実証研究（デジタル展示）

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

93 にっぽん '69　セックス猟奇地帯 ① 1969 中島貞夫 1 中島貞夫

94 にっぽん '69　セックス猟奇地帯 ② 1969 中島貞夫 1 中島貞夫

95 戦後秘話　宝石略奪 - 1970 中島貞夫 1 中島貞夫

96 温泉こんにゃく芸者 - 1970 中島貞夫 1 中島貞夫

97 驚異のドキュメント　日本浴場物語 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

98 懲役太郎　まむしの兄弟 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

99 セックスドキュメント性倒錯の世界 ① 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

100 セックスドキュメント性倒錯の世界 ② 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

101 現代やくざ　血桜三兄弟 - 1971 中島貞夫 1 中島貞夫

102 まむしの兄弟　懲役十三回 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

103 木枯し紋次郎 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

104 まむしの兄弟　傷害恐喝十八犯 - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

105 木枯し紋次郎　関わりござんせん - 1972 中島貞夫 1 中島貞夫

106 セックスドキュメント　エロスの女王 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

107 ポルノの女王　にっぽん SEX 旅行 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

108 女番長（スケバン）　感化院脱走 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

109 東京 = ソウル = バンコック　実録麻薬地帯 - 1973 中島貞夫 1 中島貞夫

110 ジーンズブルース　明日なき無頼派 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

111 唐獅子警察 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

112 極道 VS まむし - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

113 安藤組外伝　人斬り舎弟 - 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

114 脱獄広島殺人囚 ① 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

115 脱獄広島殺人囚 ② 1974 中島貞夫 1 中島貞夫

116 まむしと青大将 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

117 暴動島根刑務所 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

118 暴力金脈 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

119 極道社長 - 1975 中島貞夫 1 中島貞夫

120 実録外伝　大阪電撃作戦 ① 1976 中島貞夫 1 内田吐夢

121 実録外伝　大阪電撃作戦 ② 1976 中島貞夫 1 内田吐夢

122 狂った野獣 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

123 沖繩やくざ戦争 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

124 バカ政ホラ政トッパ政 - 1976 中島貞夫 1 中島貞夫

125 やくざ戦争　日本の首領（ドン） ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

126 やくざ戦争　日本の首領（ドン） ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

　 作品名 複数図柄 製作年 監督 ポスター 分類

127 日本の仁義 ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

128 日本の仁義 ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

129 日本の首領（ドン）　野望篇 ① 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

130 日本の首領（ドン）　野望篇 ② 1977 中島貞夫 1 中島貞夫

131 日本の首領（ドン）　完結篇 ① 1978 中島貞夫 1 中島貞夫

132 日本の首領（ドン）　完結篇 ② 1978 中島貞夫 1 中島貞夫

133 総長の首 ① 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

134 総長の首 ② 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

135 総長の首 ③ 1979 中島貞夫 1 中島貞夫

136 さらば、わが友　実録大物死刑囚たち - 1980 中島貞夫 1 中島貞夫

137 アゲインスト　むかい風 - 1981 中島貞夫 1 中島貞夫

138 制覇 ① 1982 中島貞夫 1 中島貞夫

139 制覇 ② 1982 中島貞夫 1 中島貞夫

140 序の舞 ① 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

141 序の舞 ② 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

142 序の舞 ③ 1984 中島貞夫 1 中島貞夫

143 瀬降り物語 ① 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

144 瀬降り物語 ② 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

145 瀬降り物語 ③ 1985 中島貞夫 1 中島貞夫

146 女帝　春日局 - 1990 中島貞夫 1 中島貞夫

147 激動の 1750 日 - 1990 中島貞夫 1 中島貞夫

148 極道戦争・武闘派 - 1991 中島貞夫 1 中島貞夫

149 首領を殺った男 ① 1994 中島貞夫 1 中島貞夫

150 首領を殺った男 ② 1994 中島貞夫 1 中島貞夫

151 血槍富士 - 1955 内田吐夢 1 内田吐夢

152 黒田騒動 - 1956 内田吐夢 1 内田吐夢

153 逆襲獄門砦 - 1956 内田吐夢 1 内田吐夢

154 暴れん坊街道 ① 1957 内田吐夢 1 内田吐夢

155 暴れん坊街道 ② 1957 内田吐夢 1 内田吐夢

156 千両獅子 - 1958 内田吐夢 1 内田吐夢

157 妖刀物語　花の吉原百人斬り ① 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

158 妖刀物語　花の吉原百人斬り ② 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

159 妖刀物語　花の吉原百人斬り ③ 1960 内田吐夢 1 内田吐夢

160 恋や恋なすな恋 - 1962 内田吐夢 1 内田吐夢



64 令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 2章　事業報告「実証展示）」

▶内容

　令和元年度事業の調査によって判明した、平成 31 年に東映太秦映画村内オープンセットである「め組の家」

から発見された映画史に残る貴重な台本と、その作品に関連するポスター、プレス、スチル資料等を展示。

▶展示資料点数

計 39 点

内訳＝台本：14 点（14 作品）／ポスター：8 点（8 作品）／スチル：11 点（5 作品）／プレス：6 点（6 作品）

▶展示品リスト

台本

資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『音楽』　※未映画化 中村登監督予定 1

2 『兵隊やくざ』　※未映画化 増村保造監督予定／大映 1

3 『欲望』　※公開題『悪の階段』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1

4 『兵隊やくざ 非常線突破』
※公開題『兵隊やくざ 強奪』 田中徳三監督／ 1968 年／大映 1

5 『コント 55 号 世紀の大弱点』 和田嘉訓監督／ 1968 ／東宝 1

6 『黒薔薇の館』 深作欣二監督／ 1969 ／松竹 1

7 『無明と愛染』　※公開題『鬼の棲む館』 三隅研次監督／ 1969 ／大映 1

8 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1

9 『音楽』 増村保造監督／ 1972 年／行動社＝ ATG 1

10 『赤ちょうちん』 藤田敏八監督／ 1974 ／日活 1

11 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

12 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1

13 『天使のはらわた 赤い教室』 曾根中生監督／ 1979 ／にっかつ 1

14 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 1

■実施概要
日　　時：2022 年 3 月 2 日（水）～ 3 月 31 日（木） 

会　　場：東映太秦映画村映画文化館 2 階（〒 616-8586 京都府京都市右京区太秦東蜂岡町 10 番地）

料　　金：入場無料（※東映太秦映画村の入村料が別途必要）

主　　催：文化庁

運　　営：特定非営利活動法人映像産業振興機構

協　　力：株式会社東映京都スタジオ

ポスター
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『悪の階段』　※台本題『欲望』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1

2 『兵隊やくざ 強奪』
※公開題『兵隊やくざ 強奪』 田中徳三監督／ 1968 ／大映 1

3 『鬼の棲む館』※台本題『無明と愛染』 三隅研次監督／ 1969 ／大映 1
4 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1
5 『音楽』 増村保造監督／ 1972 ／行動社＝ ATG 1

6 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

7 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1
8 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 1

スチル
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『兵隊やくざ 強奪』　 田中徳三監督／ 1968 ／大映 2
2 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 2
3 『赤ちょうちん』 藤田敏八監督／ 1974 ／日活 3
4 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 2
5 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 2

プレス
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『悪の階段』　※台本題『欲望』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1
2 『コント 55 号 世紀の大弱点』 和田嘉訓監督／ 1968 ／東宝 1
3 『兵隊やくざ 強奪』　 田中徳三監督／ 1968 ／大映 1
4 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1

5 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

6 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1

実証展示（京都地区における資料展示）
令和 3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」
映画資料特別展



65令和 3年度文化庁委託事業　「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」（撮影所等における映画関連の非フィルム資料）報告書 第 2章　事業報告「実証展示）」

2-2　実証展示（京都地区における資料展示）

▶内容

　令和元年度事業の調査によって判明した、平成 31 年に東映太秦映画村内オープンセットである「め組の家」

から発見された映画史に残る貴重な台本と、その作品に関連するポスター、プレス、スチル資料等を展示。

▶展示資料点数

計 39 点

内訳＝台本：14 点（14 作品）／ポスター：8 点（8 作品）／スチル：11 点（5 作品）／プレス：6 点（6 作品）

▶展示品リスト

台本

資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『音楽』　※未映画化 中村登監督予定 1

2 『兵隊やくざ』　※未映画化 増村保造監督予定／大映 1

3 『欲望』　※公開題『悪の階段』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1

4 『兵隊やくざ 非常線突破』
※公開題『兵隊やくざ 強奪』 田中徳三監督／ 1968 年／大映 1

5 『コント 55 号 世紀の大弱点』 和田嘉訓監督／ 1968 ／東宝 1

6 『黒薔薇の館』 深作欣二監督／ 1969 ／松竹 1

7 『無明と愛染』　※公開題『鬼の棲む館』 三隅研次監督／ 1969 ／大映 1

8 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1

9 『音楽』 増村保造監督／ 1972 年／行動社＝ ATG 1

10 『赤ちょうちん』 藤田敏八監督／ 1974 ／日活 1

11 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

12 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1

13 『天使のはらわた 赤い教室』 曾根中生監督／ 1979 ／にっかつ 1

14 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 1

■実施概要
日　　時：2022 年 3 月 2 日（水）～ 3 月 31 日（木） 

会　　場：東映太秦映画村映画文化館 2 階（〒 616-8586 京都府京都市右京区太秦東蜂岡町 10 番地）

料　　金：入場無料（※東映太秦映画村の入村料が別途必要）

主　　催：文化庁

運　　営：特定非営利活動法人映像産業振興機構

協　　力：株式会社東映京都スタジオ

ポスター
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『悪の階段』　※台本題『欲望』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1

2 『兵隊やくざ 強奪』
※公開題『兵隊やくざ 強奪』 田中徳三監督／ 1968 ／大映 1

3 『鬼の棲む館』※台本題『無明と愛染』 三隅研次監督／ 1969 ／大映 1
4 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1
5 『音楽』 増村保造監督／ 1972 ／行動社＝ ATG 1

6 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

7 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1
8 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 1

スチル
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『兵隊やくざ 強奪』　 田中徳三監督／ 1968 ／大映 2
2 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 2
3 『赤ちょうちん』 藤田敏八監督／ 1974 ／日活 3
4 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 2
5 『鬼龍院花子の生涯』 五社英雄監督／ 1982 ／東映 2

プレス
資料名　※作品名 監督名／製作年／製作会社 点数

1 『悪の階段』　※台本題『欲望』 鈴木英夫監督／ 1965 ／東宝 1
2 『コント 55 号 世紀の大弱点』 和田嘉訓監督／ 1968 ／東宝 1
3 『兵隊やくざ 強奪』　 田中徳三監督／ 1968 ／大映 1
4 『緋牡丹博徒 お竜参上』 加藤泰監督／ 1970 ／東映 1

5 『ナンバーテン・ブルース さらばサイゴン』 長田紀生監督／ 1975、2012 ※／網野映画
※ 1975（未公開）、2012（デジタル再編集、2014 公開） 1

6 『北陸代理戦争』 深作欣二監督／ 1977 ／東映 1

実証展示（京都地区における資料展示）
令和 3年度文化庁委託事業「アーカイブ中核拠点形成モデル事業」
映画資料特別展

展示①

展示③

展示②

展示④
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■概要

令和 2 年度事業にて、2021 年 2 月末にベータ版の限定公開を開始した「映画資料所在地情報検索システム

（JFROL）」の現時点での効果検証を行う。

■調査時期

2021 年 11 ～ 12 月

■調査方法

本システムの利用者として想定される方々にヒアリング調査を行う。

■対象

所蔵館（6名）、研究者（6名）、編集者（4名）、IP ホルダー（1名）ら計 17 名

■調査内容

1.	 JFROL の資料検索の利便性について（5段階評価）

2.	 �JFROL を自身の業務で活用するために望む機能の追加・改善について

3.	 JFROL の優れた点について

4.	 その他ご意見

■調査結果

ヒアリング結果について、以下に整理して掲載する。

1.	 資料検索の利便性

・約 7割が「4」以上の高評価

2.	 業務での活用のために望む機能の追加・改善

〇連携資料館の追加（最も多い意見）

〇メタデータの充実

・シナリオの稿表示の追加等のメタデータの充実

・�スチルが何枚あるのかなどの所蔵資料の点数の表示

〇掲載画像の追加

・.�ポスターとプレス資料だけでなく、シナリオやスチルの画像の追加

〇検索機能

・�年代（10 年毎でも）や、タイトル 50 音順検索などの検索機能の追加。

・�監督名表記の追加（リメイク作品等の同タイトル作品の判別がしやすくなる）

3.	 優れた点

・�キーワード検索、リスト表示が単純でわかりやすい

・挙動がスムーズである

・�連携資料館の資料の一覧化によるある種のネットワーク化

4.	 その他ご意見

・�映画資料に特化したデータベースはこれまでにないユニークな点である

・納本制度の対象でないパンフレットは、JFROLで横断検索できると使いやすいと思われる

■まとめ

現在は限定公開であるため恒常的な利用は少ないが、今回のヒアリング調査によって JFROLの基本的な機能に

ついては高評価であることを確認した。メタデータの充実については連携元のデータベースの拡充、画像掲載に

ついては著作権の問題があり、一筋縄ではいかないが、将来的な展望として検討すべき課題である。今年度 3つ

目のデータベースを連携したが、今後連携データベースが増えていけばさらに実践的に活用できるシステムとし

て期待されている。

JFROL の効果検証
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2-3　効果検証（「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」ベータ版の効果検証）

■概要

令和 2 年度事業にて、2021 年 2 月末にベータ版の限定公開を開始した「映画資料所在地情報検索システム

（JFROL）」の現時点での効果検証を行う。

■調査時期

2021 年 11 ～ 12 月

■調査方法

本システムの利用者として想定される方々にヒアリング調査を行う。

■対象

所蔵館（6名）、研究者（6名）、編集者（4名）、IP ホルダー（1名）ら計 17 名

■調査内容

1.	 JFROL の資料検索の利便性について（5段階評価）

2.	 �JFROL を自身の業務で活用するために望む機能の追加・改善について

3.	 JFROL の優れた点について

4.	 その他ご意見

■調査結果

ヒアリング結果について、以下に整理して掲載する。

1.	 資料検索の利便性

・約 7割が「4」以上の高評価

2.	 業務での活用のために望む機能の追加・改善

〇連携資料館の追加（最も多い意見）

〇メタデータの充実

・シナリオの稿表示の追加等のメタデータの充実

・�スチルが何枚あるのかなどの所蔵資料の点数の表示

〇掲載画像の追加

・.�ポスターとプレス資料だけでなく、シナリオやスチルの画像の追加

〇検索機能

・�年代（10 年毎でも）や、タイトル 50 音順検索などの検索機能の追加。

・�監督名表記の追加（リメイク作品等の同タイトル作品の判別がしやすくなる）

3.	 優れた点

・�キーワード検索、リスト表示が単純でわかりやすい

・挙動がスムーズである

・�連携資料館の資料の一覧化によるある種のネットワーク化

4.	 その他ご意見

・�映画資料に特化したデータベースはこれまでにないユニークな点である

・納本制度の対象でないパンフレットは、JFROLで横断検索できると使いやすいと思われる

■まとめ

現在は限定公開であるため恒常的な利用は少ないが、今回のヒアリング調査によって JFROLの基本的な機能に

ついては高評価であることを確認した。メタデータの充実については連携元のデータベースの拡充、画像掲載に

ついては著作権の問題があり、一筋縄ではいかないが、将来的な展望として検討すべき課題である。今年度 3つ

目のデータベースを連携したが、今後連携データベースが増えていけばさらに実践的に活用できるシステムとし

て期待されている。

JFROL の効果検証
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1．概要

令和 2 年度にベータ版の限定公開を始めた「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」に、令和 3 年度

事業にて公益財団法人川喜多記念映画文化財団のオンラインデータベース（以下、「川喜多記念映画文化財団

DB」）を連携させた。

※システムの連携作業は、それぞれ以下の会社が担当した。

　JFROL：株式会社角川アスキー総合研究所

　川喜多記念映画文化財団 DB：株式会社アイ・エス・シー

2．協力所蔵館

・公益財団法人川喜多記念映画文化財団

  〒 102-0082　千代田区一番町 18 番地　川喜多メモリアルビル

3．実施内容

① 資料種別の統一

　�JFROL における資料種別の分類に従って、川喜多記念映画文化財団 DB に登録されている資料の振分を行っ

た。

・川喜多記念映画文化財団 DB から JFROL への資料種別の変換表

JFROL 川喜多：書籍 川喜多：雑誌 川喜多：イベントカタログ 川喜多：プレスシート

作品名 書名 / 副題 書名 タイトル タイトル

フリガナ フリガナ フリガナ

製作年 初版年月日 出版年月 開催年 制作年

JFROL 上の資料
種別の表記

その他 / 書籍 その他 / 雑誌
プレス資料等 or パンフレット 

or チラシ or ポスター
or その他 / イベントカタログ

プレス資料等 or パンフレット
or チラシ / プレスシート

川喜多記念映画文化財団 DB では、と「イベントカタログ」と「プレスシート」のカテゴリの中で、複数の資

料種が登録されているため、それぞれ次の対応を行った。

映画資料所在地情報検索システム（JFROL）の拡張に関する報告書
■「イベントカタログ」

・「イベントカタログ」検索結果画面

「イベントカタログ」においては、各行ごとに「種別」と「関係資料」の項目においても別種の資料が登録さ

れている場合がある。そのため次の表に従って、JFROL の資料種別表記に振り分ける作業を行った。
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2-4　映画資料所在地情報検索システム（JFROL）

1．概要

令和 2 年度にベータ版の限定公開を始めた「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」に、令和 3 年度

事業にて公益財団法人川喜多記念映画文化財団のオンラインデータベース（以下、「川喜多記念映画文化財団

DB」）を連携させた。

※システムの連携作業は、それぞれ以下の会社が担当した。

　JFROL：株式会社角川アスキー総合研究所

　川喜多記念映画文化財団 DB：株式会社アイ・エス・シー

2．協力所蔵館

・公益財団法人川喜多記念映画文化財団

  〒 102-0082　千代田区一番町 18 番地　川喜多メモリアルビル

3．実施内容

① 資料種別の統一

　�JFROL における資料種別の分類に従って、川喜多記念映画文化財団 DB に登録されている資料の振分を行っ

た。

・川喜多記念映画文化財団 DB から JFROL への資料種別の変換表

JFROL 川喜多：書籍 川喜多：雑誌 川喜多：イベントカタログ 川喜多：プレスシート

作品名 書名 / 副題 書名 タイトル タイトル

フリガナ フリガナ フリガナ

製作年 初版年月日 出版年月 開催年 制作年

JFROL 上の資料
種別の表記

その他 / 書籍 その他 / 雑誌
プレス資料等 or パンフレット 

or チラシ or ポスター
or その他 / イベントカタログ

プレス資料等 or パンフレット
or チラシ / プレスシート

川喜多記念映画文化財団 DB では、と「イベントカタログ」と「プレスシート」のカテゴリの中で、複数の資

料種が登録されているため、それぞれ次の対応を行った。

映画資料所在地情報検索システム（JFROL）の拡張に関する報告書
■「イベントカタログ」

・「イベントカタログ」検索結果画面

「イベントカタログ」においては、各行ごとに「種別」と「関係資料」の項目においても別種の資料が登録さ

れている場合がある。そのため次の表に従って、JFROL の資料種別表記に振り分ける作業を行った。
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■「プレスシート」

・「日本映画プレスシート検索結果」画面

「プレスシート」においても、「種別」と「備考」の項目によって、別種の映画資料が登録されている場合があ

る。そのため JFROL に連携する際に、「プレスシート」のカテゴリに含まれる資料でも、JFROL における「プ

レス資料等」以外に、複数の資料種に変換して検索結果を表示させる必要があり、以下 2 つの作業を行った。

① �川喜多記念映画文化財団のデータベースに、新たに新規項目（非表示。館内のみ表示。）を設定して、各行

別の資料種を区分する。

② �「種別」と「備考」の登録内容に従って、JFROL 表記への振分条件を設定する。

・プレスシート資料種別振分条件

新規項目 種別 備考 JFROL 資料種別

1
未設定 チラシのみ

（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ チラシ
2 チラシ ⇒ チラシ

3

プレスシート

プレス
空欄 ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ

4 パンフ兼用
（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ
5

テキストのみ
（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ プレス資料等

6 チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ
7

パンフレット パンフ

（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ パンフレット

8 チラシ ⇒
パンフレット

チラシ

9 プレス
⇒ パンフレット
⇒ プレス資料等

10 プレス、チラシ ⇒
パンフレット

プレス資料等
チラシ

11 プレス、パンフ ⇒
プレス資料等
パンフレット

・イベントカタログ資料種別振分条件

  ※その他：�「パンフレット」、「プレスシート」、「チラシ」、「ポスター」、「プログラム」、「カタログ」が含ま

れていない別の言葉が入力されているとき

種別 関係資料 JFROL 資料種別

1

プログラム 

or 

パンフレット

 or 

カタログ

（空欄） ⇒ パンフレット

2 チラシ ⇒
パンフレット

チラシ

3 プレスシート ⇒
パンフレット

プレスシート、チラシ

4
プレスシート、

チラシ
⇒

パンフレット

プレス資料等

チラシ

5 ポスター ⇒
パンフレット

ポスター

6 報告書 ⇒
パンフレット

その他

7
報告書、

チラシ
⇒

パンフレット

チラシ

その他

8 その他 ⇒
パンフレット

その他

9

チラシ

（空欄） ⇒ チラシ

10 プレスシート ⇒
チラシ

プレス資料等

11 報告書 ⇒
チラシ

その他

12 ポスター ⇒
チラシ

ポスター

13 その他 ⇒
チラシ

その他

種別 関係資料 JFROL 資料種別

14 プレスシート

（空欄） ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ

15

その他

（上記以外）

その他 ⇒
プレス資料等

その他

16 （空欄） ⇒ その他

17 プレスシート ⇒
その他

プレス資料等

18 チラシ ⇒
その他

チラシ

19
プレスシート、

チラシ
⇒

その他

プレス資料等

チラシ

20 ポスター ⇒
その他

ポスター

21 プログラム ⇒
その他

パンフレット

22
（空欄）

（空欄） ⇒ その他

23 その他 ⇒ その他
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2-4　映画資料所在地情報検索システム（JFROL）

■「プレスシート」

・「日本映画プレスシート検索結果」画面

「プレスシート」においても、「種別」と「備考」の項目によって、別種の映画資料が登録されている場合があ

る。そのため JFROL に連携する際に、「プレスシート」のカテゴリに含まれる資料でも、JFROL における「プ

レス資料等」以外に、複数の資料種に変換して検索結果を表示させる必要があり、以下 2 つの作業を行った。

① �川喜多記念映画文化財団のデータベースに、新たに新規項目（非表示。館内のみ表示。）を設定して、各行

別の資料種を区分する。

② �「種別」と「備考」の登録内容に従って、JFROL 表記への振分条件を設定する。

・プレスシート資料種別振分条件

新規項目 種別 備考 JFROL 資料種別

1
未設定 チラシのみ

（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ チラシ
2 チラシ ⇒ チラシ

3

プレスシート

プレス
空欄 ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ

4 パンフ兼用
（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ
5

テキストのみ
（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ プレス資料等

6 チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ
7

パンフレット パンフ

（空欄）or プレス、パンフ、チラシ以外の記載 ⇒ パンフレット

8 チラシ ⇒
パンフレット

チラシ

9 プレス
⇒ パンフレット
⇒ プレス資料等

10 プレス、チラシ ⇒
パンフレット

プレス資料等
チラシ

11 プレス、パンフ ⇒
プレス資料等
パンフレット

・イベントカタログ資料種別振分条件

  ※その他：�「パンフレット」、「プレスシート」、「チラシ」、「ポスター」、「プログラム」、「カタログ」が含ま

れていない別の言葉が入力されているとき

種別 関係資料 JFROL 資料種別

1

プログラム 

or 

パンフレット

 or 

カタログ

（空欄） ⇒ パンフレット

2 チラシ ⇒
パンフレット

チラシ

3 プレスシート ⇒
パンフレット

プレスシート、チラシ

4
プレスシート、

チラシ
⇒

パンフレット

プレス資料等

チラシ

5 ポスター ⇒
パンフレット

ポスター

6 報告書 ⇒
パンフレット

その他

7
報告書、

チラシ
⇒

パンフレット

チラシ

その他

8 その他 ⇒
パンフレット

その他

9

チラシ

（空欄） ⇒ チラシ

10 プレスシート ⇒
チラシ

プレス資料等

11 報告書 ⇒
チラシ

その他

12 ポスター ⇒
チラシ

ポスター

13 その他 ⇒
チラシ

その他

種別 関係資料 JFROL 資料種別

14 プレスシート

（空欄） ⇒ プレス資料等

チラシ ⇒
プレス資料等

チラシ

15

その他

（上記以外）

その他 ⇒
プレス資料等

その他

16 （空欄） ⇒ その他

17 プレスシート ⇒
その他

プレス資料等

18 チラシ ⇒
その他

チラシ

19
プレスシート、

チラシ
⇒

その他

プレス資料等

チラシ

20 ポスター ⇒
その他

ポスター

21 プログラム ⇒
その他

パンフレット

22
（空欄）

（空欄） ⇒ その他

23 その他 ⇒ その他
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左記振分作業により、「イベントカタログ」と「プレスシート」においては、川喜多記念映画文化財団 DB で

1 つの ID（非公開）に紐づいていたデータが、JFROL 上では複数の資料種別に表記されるものもあり、連携デー

タ件数に対して、JFROL 上ではそれよりも多い表示件数となっている。

・連携時データ件数（連携日：2022 年 1 月 13 日時点）

  川喜多記念映画文化財団 DB：33,636 件

  JFROL 上の表示件数： 35,585 件

4．各資料別 IDから統一 IDへの一元化作業

川喜多記念映画文化財団 DB は各資料別に独立しており、それぞれの資料種毎に管理番号が付与されている。

今回は同 DB のデータ出力時に一元化し、そのデータ内で ID が重複しないように加工する工夫を行った。

・作業内容：元の ID を 10 倍し、以下の通り各資料別に ID に数値をプラスする。

・資料別 ID 変換表

資料
ID を 10 倍した後に
各資料別に + する数

例：元の ID が
　　[1234] の場合

書籍 0 12340

雑誌 1 12341

カタログ 2 12342

邦画プレス 3 12343

洋画プレス 4 12344

5．まとめ

・�JFROL の基準に合わせて対象データベースの資料種の振分条件の設定と項目のマッピングを行い、また資

料別に独立したデータベースのデータを 1 つにまとめて出力する際に ID の重複を避ける工夫をすることで、

新規 1 団体のデータベース連携を実施することができた。

・�今回 3 万件以上の映画資料が登録された川喜多記念映画文化財団 DB との連携により、JFROL の利便性が

一層高まった。

参考資料

・「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」

  URL：https://jfrol.jp/

  ユーザー名：jfrol

  パスワード：nonfilmarchive

・トップページ
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2-4　映画資料所在地情報検索システム（JFROL）

左記振分作業により、「イベントカタログ」と「プレスシート」においては、川喜多記念映画文化財団 DB で

1 つの ID（非公開）に紐づいていたデータが、JFROL 上では複数の資料種別に表記されるものもあり、連携デー

タ件数に対して、JFROL 上ではそれよりも多い表示件数となっている。

・連携時データ件数（連携日：2022 年 1 月 13 日時点）

  川喜多記念映画文化財団 DB：33,636 件

  JFROL 上の表示件数： 35,585 件

4．各資料別 IDから統一 IDへの一元化作業

川喜多記念映画文化財団 DB は各資料別に独立しており、それぞれの資料種毎に管理番号が付与されている。

今回は同 DB のデータ出力時に一元化し、そのデータ内で ID が重複しないように加工する工夫を行った。

・作業内容：元の ID を 10 倍し、以下の通り各資料別に ID に数値をプラスする。

・資料別 ID 変換表

資料
ID を 10 倍した後に
各資料別に + する数

例：元の ID が
　　[1234] の場合

書籍 0 12340

雑誌 1 12341

カタログ 2 12342

邦画プレス 3 12343

洋画プレス 4 12344

5．まとめ

・�JFROL の基準に合わせて対象データベースの資料種の振分条件の設定と項目のマッピングを行い、また資

料別に独立したデータベースのデータを 1 つにまとめて出力する際に ID の重複を避ける工夫をすることで、

新規 1 団体のデータベース連携を実施することができた。

・�今回 3 万件以上の映画資料が登録された川喜多記念映画文化財団 DB との連携により、JFROL の利便性が

一層高まった。

参考資料

・「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」

  URL：https://jfrol.jp/

  ユーザー名：jfrol

  パスワード：nonfilmarchive

・トップページ
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■第 1部：報告

「データベース／デジタルアーカイブの構築と活用―

映画資料所在地情報検索システム（JFROL）の事例

を元に―」

▶構成・登壇者

1．JFROL 構築と活用事例：コンセプトと仕組み

事務局　佐藤友則／国書刊行会　川上貴

　最初に、事務局担当者より映画資料の利活用推進

を目的とした JFROL の開発経緯や特性をご説明し

ました。また所蔵館、研究者、IP ホルダー、編集者

ら 17 名を対象に実施した、効果検証のためのヒアリ

ングの結果をご紹介いたしました。

　次に、ヒアリング対象者の中から、国書刊行会の

編集者により、JFROL の使い勝手と今後の可能性に

ついて、実際に操作画面を見せながらお話をいただ

きました。

2．�資料整理のためのデータベース管理と JFROL へ

の連結

公益財団法人川喜多記念映画文化財団 映画資料

担当　和地由紀子

　本年度 JFROL へデータベースを連結した川喜多記

念映画文化財団の担当者よりお話をいただきました。

同財団で所蔵する映画資料種と連結に至るまでの過

程、また連結にあたるうえでのデータ整理について

などを、具体例をもってわかりやすくご説明いただ

きました。同財団における資料管理の方法と変遷に

ついてもお話しいただき、普段明かされることのな

い資料管理について知る貴重な機会となりました。

3．�東映太秦映画村でのデジタルアーカイブ形成方法と利点

東映株式会社 経営戦略部フェロー　山口記弘

　JFROL 開発初期から関わる東映太秦映画村にお

ける、映画図書室での取り組みとして、講師より映

画資料のデジタル化について詳細なご説明をいただ

きました。データや整理の具体的な仕様から、方法

論、使用機材に関する情報もご共有いただきました。

またデジタル化による利便性の向上について実例を

もってお話しいただき、さらに JFROL へ掲載した

際の活用についてまでお話をいただきました。

■第 2部：セミナー

「映画資料をどう見せる？〜リアル展示とオンライン

展示」

▶構成・登壇者

1．�大学での展示 映画資料展「Moving Text- 映画資

■開催概要
【日程】2022 年 1月 20 日（木）10:30 〜 17:45
【形式】オンライン開催

　映画資料の保存／活用のための基本知識をテー
マに、映画資料への理解を深めることを目的に実
施。3 回目の開催となる今回は従来のテーマや議
論を深化させるためより多くの事例を扱った。

■実施結果
出席者：226 名
各部視聴者数：第 1 部　152 名
　　　　　　　第 2 部　185 名
　　　　　　　第 3 部　185 名
　　　　　　　第 4 部　164 名
　　　　　　　第 5 部　148 名

全国映画資料アーカイブサミット 2022
料を読む -」

静岡文化芸術大学図書館・情報センター　土屋麻子

　大学で行った映画資料展示における、地域と映画

文化の関係性を尊重した原資料（テキスト）をいか

に展示するかの取り組みについて、担当司書である

講師よりお話をいただきました。最初に地域の特性

を踏まえた資料の種類とその由来のご説明から始ま

り、企画の立ち上げの経緯、教職協働の企画運営体

制についてお話しいただきました。次にコンセプト

の立て方、資料の選定、展示の構成から、運営やイ

ベントの実施、最終的な来場者アンケートに至るま

でご説明いただきました。

2．NFAJ における展覧会とデジタル展示の運営

国立映画アーカイブ 主任研究員　岡田秀則

　東京国立近代美術館フィルムセンター時代から現在

の国立映画アーカイブまで、約 14 年間にわたり映画

資料展を手掛ける講師による、長年の取り組みの経緯

と変遷や、実践を通して浮かび上がるキュレーション

の観点をお話しいただきました。展示室開設当初のお

話から、企画の広がり、資料ごとの種類に対する探求、

展示構成のしかた、収集と展示とを両輪で考えること

を、過程と共にご説明いただきました。著作物への配

慮や国際性の獲得といった視点の重要性、展示手法を

想定しながらの内容の考え方や方法論の探求について

も言及されました。そして最後にウェブでの展覧会に

関する技術や方法論の発達と同時に発生している様々

な壁についても実例を用いながらお話しいただき、今

後の展開の可能性や新たな議論へ向けた様々な示唆を

ご教授いただきました。
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　次に、ヒアリング対象者の中から、国書刊行会の

編集者により、JFROL の使い勝手と今後の可能性に

ついて、実際に操作画面を見せながらお話をいただ

きました。

2．�資料整理のためのデータベース管理と JFROL へ

の連結

公益財団法人川喜多記念映画文化財団 映画資料

担当　和地由紀子

　本年度 JFROL へデータベースを連結した川喜多記

念映画文化財団の担当者よりお話をいただきました。

同財団で所蔵する映画資料種と連結に至るまでの過

程、また連結にあたるうえでのデータ整理について

などを、具体例をもってわかりやすくご説明いただ

きました。同財団における資料管理の方法と変遷に

ついてもお話しいただき、普段明かされることのな

い資料管理について知る貴重な機会となりました。

3．�東映太秦映画村でのデジタルアーカイブ形成方法と利点

東映株式会社 経営戦略部フェロー　山口記弘

　JFROL 開発初期から関わる東映太秦映画村にお

ける、映画図書室での取り組みとして、講師より映

画資料のデジタル化について詳細なご説明をいただ

きました。データや整理の具体的な仕様から、方法

論、使用機材に関する情報もご共有いただきました。

またデジタル化による利便性の向上について実例を

もってお話しいただき、さらに JFROL へ掲載した

際の活用についてまでお話をいただきました。

■第 2部：セミナー

「映画資料をどう見せる？〜リアル展示とオンライン

展示」

▶構成・登壇者

1．�大学での展示 映画資料展「Moving Text- 映画資

全国映画資料アーカイブサミット 2022
料を読む -」

静岡文化芸術大学図書館・情報センター　土屋麻子

　大学で行った映画資料展示における、地域と映画

文化の関係性を尊重した原資料（テキスト）をいか

に展示するかの取り組みについて、担当司書である

講師よりお話をいただきました。最初に地域の特性

を踏まえた資料の種類とその由来のご説明から始ま

り、企画の立ち上げの経緯、教職協働の企画運営体

制についてお話しいただきました。次にコンセプト

の立て方、資料の選定、展示の構成から、運営やイ

ベントの実施、最終的な来場者アンケートに至るま

でご説明いただきました。

2．NFAJ における展覧会とデジタル展示の運営

国立映画アーカイブ 主任研究員　岡田秀則

　東京国立近代美術館フィルムセンター時代から現在

の国立映画アーカイブまで、約 14 年間にわたり映画

資料展を手掛ける講師による、長年の取り組みの経緯

と変遷や、実践を通して浮かび上がるキュレーション

の観点をお話しいただきました。展示室開設当初のお

話から、企画の広がり、資料ごとの種類に対する探求、

展示構成のしかた、収集と展示とを両輪で考えること

を、過程と共にご説明いただきました。著作物への配

慮や国際性の獲得といった視点の重要性、展示手法を

想定しながらの内容の考え方や方法論の探求について

も言及されました。そして最後にウェブでの展覧会に

関する技術や方法論の発達と同時に発生している様々

な壁についても実例を用いながらお話しいただき、今

後の展開の可能性や新たな議論へ向けた様々な示唆を

ご教授いただきました。

3．�デジタル展示技術 IT-One Quest 展示第 2弾：『犬

神家の一族』

株式会社アイ・ティー・ワン 顧問　野久尾智明

　最初に、前年度本イベントにて紹介した「映画『羅

生門』展」におけるデジタル展示技術 IT-One Quest

について、ユーザー操作状況の最終的な報告や分析

をお話しいただきました。そして、展示技術の最新

動向として角川映画祭 45 周年企画における展開第 2

弾の活動を紹介しつつ、前回からの技術的変更点に

ついてご説明いただきました。展示画面をデモ動画

として見せながら、『犬神家の一族』本編と撮影台本

とを連動比較した展示内容のデモを実施し、今後の

技術的な変更によりクラウド環境での登録や表示が

可能となる新たな展示技術の開発の展望をご説明い

ただきました。

■第 3部：セミナー

「映画資料のNFT化・デジタル活用と著作権処理」

▶講師

骨董通り法律事務所 弁護士（日本・ニューヨーク州）　

福井健策

　映画資料を扱う上でも常に関わる著作権の問題に

ついて、まずアーカイブや DX 化を念頭にした著作

権、著作隣接権、肖像権、パブリシティ権の考え方

をお話しいただきました。次に、映画分野ではまだ

一般的でない NFT コンテンツについて、基本技術

と仕組みについてご説明いただきました。そして法

律面を踏まえた映画資料の NFT 化の考え方や、取
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引の具体と永続性、プラットフォームでの扱いを、

実例をもってわかりやすく解説いただきました。

NFT コンテンツ市場の今後にも触れていただき、映

画資料におけるビジネスの可能性についてご教授い

ただきました。最後に、非許諾モデルとアーカイブ

の最新動向をお話しいただきました。2021 年におけ

る図書館関連や放送関連の改正概要や、放送台本に

おける許諾／非許諾モデルの活用に触れながら、利

用円滑化への歩みについてお話しいただきました。

■第 4部：シンポジウム

「映画資料の収集・保存・活用　全国的な連携からで

きること」

▶登壇者

モデレーター：�国立映画アーカイブ 主任研究員　 

岡田秀則

パネリスト：�東映株式会社　経営戦略部　堀口政浩 

崑プロ　若林和子 

鎌倉市川喜多映画記念館　馬場祐輔 

映画研究者　伊藤弘了

 

　映画監督の事務所と記念室を運営される市川崑記

念室担当者、鎌倉市川喜多映画記念館の企画展担当

者、東映株式会社におけるアーカイブ・スクワッド

担当者、大学講師を勤めながら映画資料の整理に携

わる研究者と、様々な立場の方をパネリストにお招

きし、連携の可能性についてお話しいただきました。

　浅草中映劇場閉館時の資料分配事例において、各

パネリストが所属する組織が果たした役割と利活用

の方法、また今後の可能性として重複資料を共有す

るための方法や、組織間連携を踏まえた際の可能性

について議論いただきました。また東映株式会社と

いう権利を保有する立場として、アーカイブ・スク

ワッドの立ち上げ経緯と利活用のための具体的な取

り組みについてお話しいただきました。また各組織

で共通する受入スペースや管理に関する現状と課題

を踏まえた、利活用例や、全国映画資料館録の活用

の方法や有効性についてお話しいただきました。

■第 5部：発表

「映画資料にまつわる最前線の活動発表」

▶登壇者

映画パンフは宇宙だ！（PATU）副主宰　今井悠也

のむみち（「名画座かんぺ」発行人）

本宮映画劇場　田村優子

シネ・ヌーヴォ 支配人　山崎紀子

岡田成生（イラストレーター）

山本アマネ（イラストレーター）

　映画資料に現在進行形で取り組む注目の 6 例に光

を当て、約 5 分ずつ活動をご紹介いただきました。

近年映画ファンによる Zine（主に個人で制作する小

冊子・同人誌等のこと）を発行する動きが活発化し

ており、個人や有志団体の映画資料をアーカイブす

ることも重要であると考えられています。デザイナー

や映画館での取り組みなど、各々の由来・形態や展

開を知ることで、映画資料に関係した方たちの繋が

りや資料そのものの認識の広がりを感じさせる機会

となりました。
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2-7　第 2回検討委員会　議事録

岡田：今年度は躍進の年だったと思います。映画資

料所在調査においては、地理的な広がりも人的なつ

ながりも拡大を達成したといえます。更に調布地区

における実証展示も、資料発掘との両輪で価値ある

ことが行われていることがよく分かりました。展示

資料の中では特に東宝助監督会の製作日誌には驚き

ました。戦前期から戦後期までの助監督日誌の中に

記された一つ一つの作品の生成過程を初めて目の当

たりにして、研究者や様々な立場の人にとっても重

要資料だと感じました。調布市立中央図書館の、映

画人の方々の信頼を得て資料を増やしてきた過去の

努力も可視化できたことは、非常に良かったと思い

ます。

　JFROLも 3 団体目のご参加によって着実に拡大し

ているといえます。そして、「全国映画資料アーカイ

ブサミット 2022」は、ますますテーマ的な広がりも

出てきており、参加者も増えています。しかも各主

題一つ一つの内容が深まっていると思います。参加

者によるコメントも本質的に今後の課題を問うてく

るような感想や質問がありましたので、この辺は議

論して活かしていければと思います。

　全般的に今年度はこれまでの縁の積み重ねが徐々

に具体的な実りに達してきている印象を持ちました。

森脇：岡田委員に同感で、特に企業内アーカイブ的

視点が新たな発展を感じさせます。京都文化博物館

は、大映倒産時に京都撮影所から資料を寄贈されて

おり、企業のアーカイブ的な特性が実はあります。

そういう良さが日本全国で発生しており、保存もさ

れていることを知ることは貴重でした。

　JFROL も組織的な形で加盟館が増えていくアプ

ローチは良いと思います。網羅性を考えるとジャン

【日程】令和 4年 3月 8日（火）
【場所】オンライン

【出席者】
検討委員：
岡田　秀則	�（独立行政法人国立美術館国立映画

アーカイブ主任研究員）
森脇　清隆	�（京都文化博物館学芸課映画情報室長）
河西　央	 �（株式会社東映京都スタジオ管理部長）
堀口　政浩	�（東映株式会社執行役員経営戦略部長

グループ戦略長アーカイブ・スクワッ
ド担当）

永島　聡	 �（株式会社松竹撮影所取締役京都製作
部長）

井川　透	 �（松竹株式会社映像アーカイブ室長）
木下　千花	�（京都大学大学院人間・環境学研究科

教授）
板倉　史明	�（神戸大学大学院国際文化学研究科准

教授）

オブザーバー：
山口　記弘	�（東映株式会社経営戦略部フェロー）
丸田　実穂	�（京都府 商工労働観光部 ものづくり

振興課）

文化庁：
戸田　桂	 �（参事官（芸術文化担当）付芸術文化

調査官）
吉井　淳	 �（参事官（芸術文化担当）付参事官補佐）
伊藤百合子	�（参事官（芸術文化担当）付映画振興

係長）
松本　卓也	�（参事官（芸術文化担当）付映画振興係）

事務局：
特定非営利活動法人映像産業振興機構

【欠席】
福井　健策	�（骨董通り法律事務所弁護士（日本・

ニューヨーク州））

第 2回検討委員会　議事録
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とも選択肢に入れざるを得ない状況です。かといっ

て資料館も場所がないという悩みがおありだと思い

ます。やはり現場や経済の中にいると、当然課題に

なってくることをお伝えしておきたいと思います。

また、松竹大谷図書館における映画資料デジタル化

や、JFROLの展開もどこまでを本事業で実施するか、

（完成までを本事業で実施することは現実的でないと

考えるので）ある一定の目途があるといいのだろう

と思いました。

井川：JFROL が川喜多記念映画文化財団と連携し、

検索可能データ件数が 10 万になったことが、一つ山

を超えたように見えました。今後のサポートも必要

と思いますが、この件数は他資料館も入ったほうが

良いと積極的な考えが持てるレベルなのではないか

と思いました。

　調布地区の実証展示は非常に素晴らしかったと思

います。実物の展示は大きな意義があると思いまし

た。特にセット図面や、唯一無二の書き込みがある

台本が展示されることは貴重だと思いました。それ

らがガラスケースに入れられているところに、デジ

タルアーカイブ活用の場面があることも実感いたし

ました。例えば広げて展示される台本の次ページが

見たいとき、デジタル展示であれば何ページもめく

ることもできます。セット図面は俯瞰で見ることも

あればアップで見ることもあると思いますので、そ

れがデジタルでは可能になります。『麦秋』のプレス

シートの細かい文字も拡大すると眼鏡を使わなくて

良いくらいの見やすさがあり、本当に便利です。た

だクオリティーの高い画像なので「撮影はご遠慮く

ださい」という表示は必要だと思います。諸刃の剣

だと思いますが、今後の展開として気を付けていか

なければいけないと思いました。

板倉：毎年規模を拡大し、「全国映画資料アーカイブ

サミット」参加人数とデータ的なものに関してもし

ルでは難しいところ、所蔵先ごとの単位でいく形は

良いと思います。現在は限定公開中ということです

が素晴らしいデータベースですので、ぜひ多くの人

に使ってもらえるようになればと思います。

河西：当初東映太秦映画村から始まった映画資料の

発掘が 3年目を迎え、その後貴重な資料がたくさん

出てきたことを驚きを持って受け止めており、継続

すべきと感じます。「全国映画資料アーカイブサミッ

ト 2022」は 3 回目ですが毎回参加者が増えており、

関心層の増加が伺えて大変素晴らしいと思います。

昨年度実施できなかった実証展示は、現在コロナ禍

ですが実施しています。東映太秦映画村のオープン

セット「め組の家」に長年しまわれていた未整理資

料が、本事業によって整理が進み、一般公開にこぎ

着けたことが大きな成果だと思っております。デジ

タルアーカイブ化も今年度も実施いたしました。昨

年度は深作欣二監督や高倉健出演の映画作品ポス

ター等をデジタル化しましたが、今年度は東映ゆか

りの中島貞夫監督、内田吐夢監督、衣装の甲斐荘楠

音氏関連作品のデジタル化を実施いたしました。

　最後に、本事業のご尽力によって開室にこぎ着け

ました東映太秦映画村・映画図書室が 2年目を迎え、

コロナ禍による休室期間があるなかで、1日1人（1組）

という限定ですが、利用率として大体月の半分ぐら

いは利用していただいている状況です。利用者はや

はり大学の研究者による利用が大きく占められてお

り、開室の目的として学術利用は大きな目的でした

ので、当初の目標は達せられていると考えておりま

す。

堀口：今年度の東映としての取り組みは、調布地区

で保存している浅草中映劇場さんから寄贈されたポ

スター他宣材資料の作品別の仕分けがようやく終わ

りました。5万点近い宣材があるなかで、東映太秦

映画村にはないものを照合して随時送っております。

資料の有効活用の一環として、寄贈ポスターを活用

し、弊社創立 70 周年記念ポスター展を丸の内TOEI

で開催いたしました。デジタル展示も良いですが、

現物は良いということも改めて実感いたしました。

また 70 周年記念としては経営戦略部フェローである

山口オブザーバーの執筆で、社史に準じたヒストリー

ブログ「東映行進曲」を公開しております。この中

で使用する作品などの画像に関しても東映太秦映画

村の所蔵資料のスキャンデータが大いに生かされて

おります。

　調布地区における実証展示も拝見し、特に現物展

示と同時に行われたデジタル展示について、画像が

鮮明で、いろいろな人が見て楽しめるものになった

と思います。プレスシートも画像拡大が可能なので

非常に読みやすく、内容を把握するため非常に良い

と思いました。

永島：研究者でもなく、旧作を活用する立場でもな

い製作者という立場として、映画への興味が広がり

旧作を見る文化が生まれなければ映像産業にキック

バックされて来ないかと思っています。そこまでの

視野を持っていただきながら本事業が広がればと

思っております。

　調布地区調査で東京現像所さんや東映ラボ・テッ

クさんなどラボに行ったことにつきまして、実は松

竹京都撮影所でもフィルム系機材が面積を占め、そ

の処理に難儀している実態があります。先日も森脇

委員にご協力いただき、フィルム映写機を京都文化

博物館さんにお譲りさせていただきました。現在フィ

ルム上映を続けている京都文化博物館さんの変わら

ずの旧作発掘や普及につながればという思いです。

他にもフィルム編集機や撮影機材等の保管に悩んで

います。無尽蔵に土地があれば良いのですが、下手

をすれば廃棄ということになるかと思いますので、

産業としてどうしても効率という意味でそういうこ
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とも選択肢に入れざるを得ない状況です。かといっ

て資料館も場所がないという悩みがおありだと思い

ます。やはり現場や経済の中にいると、当然課題に

なってくることをお伝えしておきたいと思います。

また、松竹大谷図書館における映画資料デジタル化

や、JFROLの展開もどこまでを本事業で実施するか、

（完成までを本事業で実施することは現実的でないと

考えるので）ある一定の目途があるといいのだろう

と思いました。

井川：JFROL が川喜多記念映画文化財団と連携し、

検索可能データ件数が 10 万になったことが、一つ山

を超えたように見えました。今後のサポートも必要

と思いますが、この件数は他資料館も入ったほうが

良いと積極的な考えが持てるレベルなのではないか

と思いました。

　調布地区の実証展示は非常に素晴らしかったと思

います。実物の展示は大きな意義があると思いまし

た。特にセット図面や、唯一無二の書き込みがある

台本が展示されることは貴重だと思いました。それ

らがガラスケースに入れられているところに、デジ

タルアーカイブ活用の場面があることも実感いたし

ました。例えば広げて展示される台本の次ページが

見たいとき、デジタル展示であれば何ページもめく

ることもできます。セット図面は俯瞰で見ることも

あればアップで見ることもあると思いますので、そ

れがデジタルでは可能になります。『麦秋』のプレス

シートの細かい文字も拡大すると眼鏡を使わなくて

良いくらいの見やすさがあり、本当に便利です。た

だクオリティーの高い画像なので「撮影はご遠慮く

ださい」という表示は必要だと思います。諸刃の剣

だと思いますが、今後の展開として気を付けていか

なければいけないと思いました。

板倉：毎年規模を拡大し、「全国映画資料アーカイブ

サミット」参加人数とデータ的なものに関してもし

かり、毎回想像しなかったような新しい映画資料が

発見されるなど、よどみなく拡大し展開しており本

当に充実した事業だと思います。映画資料に興味を

持って守ろうと、あるいは活用しようと思っている

方が全国にたくさんいらっしゃるからこそだと思い

ます。

　東映ラボ・テックさんでの調査において、過去に

使われたプリンターやタイミングシートのようなも

のが出てきたことは素晴らしいと思います。もちろ

ん機材とセットでないと再現はできないので使うこ

とはないでしょうけれども、ある時代の映画作品の

映像の質を最終的に決めていたタイミングの一次資

料は本当に貴重です。今後映画博物館のようなもの

が出来る際には、映画作品や監督や撮影所の歴史だ

けでなく、現像所のコーナーもぜひ設けてもらえた

らと期待しています。

　東映太秦映画村さんでスキャンスナップを使って

効率的に作業されていると伺いましたが、便利だと

思う一方、資料劣化の心配もしたのですがいかがで

しょうか。

山口：スキャンスナップは注意しながら作業してお

ります。長尺のものは、後ろに板を立てるなど、工

夫しながらやっています。

板倉：映画フィルムをデジタルスキャンするときは

フィルムのパーフォレーションを整え、例えば目が

割れているところがあったら補修してスキャナーに

通すと事故がないなど、事前準備をしていると伺っ

ています。映画資料も安全かつ効率的にスキャンす

る方法を専門家の立場によって紹介できれば、さら

に資料のデジタルアーカイブ等につながる基盤にな

るかもしれません。

　現在アニメーション研究でも、中間素材や映画資

料を活用した研究の機運が高まっています。またアー

ティストが作品を作るときに中間素材がどう活用で

資料の有効活用の一環として、寄贈ポスターを活用

し、弊社創立 70 周年記念ポスター展を丸の内TOEI

で開催いたしました。デジタル展示も良いですが、

現物は良いということも改めて実感いたしました。

また 70 周年記念としては経営戦略部フェローである

山口オブザーバーの執筆で、社史に準じたヒストリー

ブログ「東映行進曲」を公開しております。この中

で使用する作品などの画像に関しても東映太秦映画

村の所蔵資料のスキャンデータが大いに生かされて

おります。

　調布地区における実証展示も拝見し、特に現物展

示と同時に行われたデジタル展示について、画像が

鮮明で、いろいろな人が見て楽しめるものになった

と思います。プレスシートも画像拡大が可能なので

非常に読みやすく、内容を把握するため非常に良い

と思いました。

永島：研究者でもなく、旧作を活用する立場でもな

い製作者という立場として、映画への興味が広がり

旧作を見る文化が生まれなければ映像産業にキック

バックされて来ないかと思っています。そこまでの

視野を持っていただきながら本事業が広がればと

思っております。

　調布地区調査で東京現像所さんや東映ラボ・テッ

クさんなどラボに行ったことにつきまして、実は松

竹京都撮影所でもフィルム系機材が面積を占め、そ

の処理に難儀している実態があります。先日も森脇

委員にご協力いただき、フィルム映写機を京都文化

博物館さんにお譲りさせていただきました。現在フィ

ルム上映を続けている京都文化博物館さんの変わら

ずの旧作発掘や普及につながればという思いです。

他にもフィルム編集機や撮影機材等の保管に悩んで

います。無尽蔵に土地があれば良いのですが、下手

をすれば廃棄ということになるかと思いますので、

産業としてどうしても効率という意味でそういうこ
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■自由討議

木下：著作権に関して、映画分野でガイドラインを

作ることは可能なのでしょうか。資料館のニーズと

して、毎回サミットでも福井先生のお話に高い関心

が集まるという点から見ても、何らか手引きがあれ

ばすごく便利だと思います。

岡田：ガイドのようなものが求められていることは、

ずっと議論の中にあったと思います。ただ当然、対

象となるのは著作物ですのでその利用法をいかに

ルール化し、具体的な実務に使えるかは、各権利者

ともすり合わせながら行う必要があり、今はそれに

向かって徐々に近づけていっていい頃です。サミッ

トの視聴者からも映画会社の版権部署の意見を聞き

たいという意見がある一方、必ずしも使う側が全て

正しいわけではないという意見もあります。全ての

セクターに資するものとして、ある程度の共通了解

や、何らかの指針が示されるものはあるべきでしょ

う。しかしどういう形でそれが世の中に出ていくか、

それのためにこことは違うどこかで合意を作らなけ

ればならないとすれば、難しい一面があるかも知れ

ません。

文化庁：この事業では、映画文化全体をより多くの

一般の方にも見ていただいたり、旧作にも関心を集

めることによって産業全体にもプラスになる形での

映画資料活用に発展できないか、模索することが目

的です。「全国映画資料アーカイブサミット」でも

IP ホルダーや映画資料関係だけではなく、更にいろ

いろな映画に関わる方たちに参加してほしいと思っ

ています。例えば JFROL は試験的に所在地情報を

集めることで各資料館が新たな展示をしたり資料集

を作るなど、利用への関心が高まることへの実証を

していますが、一般公開について課題はまだあると

感じています。

きるかという、その 2つの視点から、先日シンポジ

ウムも行われました。枠組みとして実写映画とアニ

メーションは違いますが、同じ中間素材や映画資料

を活用しようという点では共通していると思います。

木下：本事業における調査で、東宝助監督会の資料

が発見された成果について、存在すら知られていな

かった貴重な資料が発見され、本当に驚きました。

松永文庫では戦前のものも含まれ、調査対象が地域

的にも広がり、種類も撮影機材や現像所の機材から

紙の資料、木暮実千代のファンの会報誌など、さま

ざまなものがあり、素晴らしい発展の年だったと思

います。

　今年私どものほうで立ち上げたウェブサイト「日

本映画における女性パイオニア」のためにも、研究

者として資料を拝見しています。一般の方も見る、

学術とは異なる目的で公開すると、いかに著作権処

理が大変であるかを実感しております。本サイトは

いろいろ話題にしていただきメディアの取材もあっ

てアクセスもされているので、価値は本当にあると

思います。

　例えば過去活躍されていた撮影現場のスタッフに

ついて扱いたいとき、とりわけ肖像権が絡んで来る

ため、映画会社の範疇を超えてくることもあり、非

常に難しいということを感じております。また、現

役でスタッフをされている方に実際の撮影のプロセ

スなど教えていただいており、ものすごく助けられ

ているところがあります。研究やアウトリーチの中

で、制作現場経験がある方との連携によって、資料

を読む目や扱いの精度、貢献の程度も変わってくる

と思います。そういったネットワークも、とりわけ

私より若い世代の研究者の方も築いていく必要があ

ると感じています。
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森脇：現在メタバースやNFTやブロックチェーン

などの議論が盛んになっており、見据えなければと

思います。権利がある、もしくは著作権が切れるこ

とになれば、極端な話、博物館が所蔵する資料をデ

ジタル化しNFTを付けることができます。そこに

映画会社の権利がどこまで乗せられるか、逆に言え

ば今映画会社や博物館が持つ資料といかに折り合い

を付けていくかという話になります。JFROL では

データベースとサムネイル、台帳とその台帳のサム

ネイルと区切っているため進められますが、この一

線を越えたら、NFTや所蔵者が持つデータの台帳を

共有する話と、現物の二次化されたものには様々な

権利があり、この一線をどう考えるかだと思います。

　この点で言えば、特撮アーカイブ分野は近年力を

入れて取り組んでいます。これらの壁をいかに超え

ていくかについて、もしかしたら道筋を出していく

ことが出来るのかもしれません。他にも文化庁のメ

ディア芸術データベースも進んでおり、権利的整理

をしています。そして何より今後の継続性を考える

とき、産業としての収益性が重要になると思います。

岡田：資料所在調査で今年度下関と北九州に行った

ことは、大きな意義があったと思います。特に田中

絹代ぶんか館や松永文庫について、館全体の調査を

することは本当に貴重で、実地の問題点を肌で感じ

取る機会だったと思います。木暮実千代顕彰館はファ

ンによって支えられておりますが、後継者不足の問

題があり、今後の維持と、資料はどのように守られ

ていくかが、長い目でみれば解決されていないと感

じました。このように全国の人的、施設的リソース

を持っていない組織をどうやって維持していけるか

は、今後も課題になっていくでしょう。行政によっ

て支えられている施設も、順風満帆に事業が続けら

れるとは限らない実情があります。北海道の北の映

像ミュージアムなども、場所を失ってはや数年経っ

■自由討議

木下：著作権に関して、映画分野でガイドラインを

作ることは可能なのでしょうか。資料館のニーズと

して、毎回サミットでも福井先生のお話に高い関心

が集まるという点から見ても、何らか手引きがあれ

ばすごく便利だと思います。

岡田：ガイドのようなものが求められていることは、

ずっと議論の中にあったと思います。ただ当然、対

象となるのは著作物ですのでその利用法をいかに

ルール化し、具体的な実務に使えるかは、各権利者

ともすり合わせながら行う必要があり、今はそれに

向かって徐々に近づけていっていい頃です。サミッ

トの視聴者からも映画会社の版権部署の意見を聞き

たいという意見がある一方、必ずしも使う側が全て

正しいわけではないという意見もあります。全ての

セクターに資するものとして、ある程度の共通了解

や、何らかの指針が示されるものはあるべきでしょ

う。しかしどういう形でそれが世の中に出ていくか、

それのためにこことは違うどこかで合意を作らなけ

ればならないとすれば、難しい一面があるかも知れ

ません。

文化庁：この事業では、映画文化全体をより多くの

一般の方にも見ていただいたり、旧作にも関心を集

めることによって産業全体にもプラスになる形での

映画資料活用に発展できないか、模索することが目

的です。「全国映画資料アーカイブサミット」でも

IP ホルダーや映画資料関係だけではなく、更にいろ

いろな映画に関わる方たちに参加してほしいと思っ

ています。例えば JFROL は試験的に所在地情報を

集めることで各資料館が新たな展示をしたり資料集

を作るなど、利用への関心が高まることへの実証を

していますが、一般公開について課題はまだあると

感じています。

ため、映画会社の範疇を超えてくることもあり、非

常に難しいということを感じております。また、現

役でスタッフをされている方に実際の撮影のプロセ

スなど教えていただいており、ものすごく助けられ

ているところがあります。研究やアウトリーチの中

で、制作現場経験がある方との連携によって、資料

を読む目や扱いの精度、貢献の程度も変わってくる

と思います。そういったネットワークも、とりわけ

私より若い世代の研究者の方も築いていく必要があ

ると感じています。
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文化庁：今年度は中国・九州地区における調査に同

行し、さまざまな貴重な映画資料が全国にあり、資

料館がそれぞれの地域に根差した形で所蔵・保管さ

れているものも多く、そういう場所にあり続けるこ

とも非常に大切だと思いました。また眠っている資

料の所在が分かることで、権利者がそれを有効に使

う事例が起きると更なる成果といえると思います。

　一般的に映画は俳優で見られることが多いですが、

監督の過去の作品や、同じカメラマンで見るような、

いろいろな流れで過去の作品を見ることもできます。

映画は産業である一方、やはり芸術であり文化であ

り、そういう位置付けを強固なものにしてくれる一

つの手段であると思っています。今回の資料調査で

スタッフワークの一つの意義が出てきたことは、非

常に興味深いことです。映画のいろいろな成り立ち

方や理解の深め方においても非常に大切な部分で、

JFROL の展開についても、制作に近い方のご意見

を伺いながらアイデアを練っていくことが大切かと

思っています。

　成果として、中核拠点をつくることが元々の目的

であり、京都からスタートしたことも大きな意義が

あると思っております。東映太秦映画村にある資料

を整理し、それを一般公開する形も叶いました。映

画にとって重要な場所でもありますから、拠点の一

つとしてうまく生かしたい。その後に、調布地区や、

JFROLに接続した川喜多記念映画文化財団も、全国

の中の拠点としての役割を今後果たしていただける

とありがたいと思います。そして大学機関も含めて、

拠点や映画資料についての考え方を共有する点で、

いろいろなところが今後も関わっていってくれると

ありがたいと思います。

ています。運営基盤はそれぞれの場所固有の事情が

あるので簡単に結論は出せませんが、常に情報共有

をしていく必要性があり、そういう意味での調査の

重要性は疑いありませんので、今後も続けるべきだ

と思います。

事務局：地方の資料館へはアドバイス含め、利活用、

JFROLへの将来的な参加を促す形で、まだまだやれ

る余地があると思っています。

　実証展示はハイブリッドでやっていくことが良い

と考えています。資料の実物の存在感や情報量は格

別で絶対的なものがありますし、それとは別に、い

ろんな視点でデジタル展示は絶対やったほうがいい

です。時間や権利の問題があるので、そんなに簡単

にはいかないんですけれども、ある程度はできるん

ではないかというふうに思っており、今後まだまだ、

いろんな実験をしていく余地はあると思います。

　JFROLは、参加意思を表明してくれている資料館

が既にあります。一般公開に関しては、文化庁さん

や IP ホルダーの皆さんとよくご相談して進めるべき

と考えております。文字情報だけでもある程度掲載

できれば、展覧会や、映画の編集者、本の編集者にとっ

ても便利になるはずです。

　映画資料のNFT化について、もし経済的価値を

生んでいくということであれば、最初から IP ホル

ダーさんへの還元率を決めてスタートすれば、動く

たびにお金が入ってくる仕組みが可能です。現在国

立映画アーカイブさんで行われている「MONDO 映

画ポスターアートの最前線」に見られるような方向

性がどんどん出てくるでしょうし、映画資料への取

り組み方もどんどん変わってくるだろうと思います。

事務局Ⅱ：映画会社に残っていない資料が、地方に

残っていたりします。映画会社には制作途中の資料、

撮影中にセリフやカットを変えた過程などが、あま

り保全されていません。スタッフによる資料が今後

の映画研究を含め貴重な資料になると実感していま

すが、スタッフワークの研究はあまりされていない

現状ですので、所在調査による資料発掘は意義があ

ると思います。映画会社にとっても、現役スタッフ

による資料保管の意義も伝える重要性が、実証展示

によってできたと考えています。また現像所につい

て、各社で使用するフィルムのメーカーが異なり、

それにより色彩も全く異なることが今回の調査によ

りわかりました。

岡田：昨年度「全国映画資料館録 2020」をウェブ公

開した後の 1年間で、ウェブならではの良い成果が

上がっていると思います。全国の資料所蔵元を可視

化し、意識してもらえたし、必要な人にお伝えする

ときにも有効でした。また、木下委員の「日本映画

における女性パイオニア」において、資料を見せる

展開があるならば、今一番生活きのいいウェブサイ

トの一つとしてこの事業とつなげることもできると

思います。

木下：「日本映画における女性パイオニア」のウェブ

サイトには資料発掘のコーナーがあり、権利の問題

も大きな壁なのですが、将来的には貴重な資料を何

らかの形で公開したいと思っています。

　制作段階の中間資料や、スクリプターや編集技師

の残した資料は非常に貴重です。例えばDVDにス

クリプターの資料を読み解く特典映像を付けるよう

な、資料を活用し商品にしていく可能性はあるので

しょうか。

岡田：映画本の出版についてですが、「大島渚全映画

秘蔵資料集成」のような資料アーカイブを丸ごと公

開するタイプの出版物も出てきており、ニーズは高

まっていると思います。出版界も映画資料へ潜在的

に広く深い関心があると思います。そういうときに

コンテンツをお持ちの方々とどう連携できるかとい

う話ができたらよいですね。
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文化庁：今年度は中国・九州地区における調査に同

行し、さまざまな貴重な映画資料が全国にあり、資

料館がそれぞれの地域に根差した形で所蔵・保管さ

れているものも多く、そういう場所にあり続けるこ

とも非常に大切だと思いました。また眠っている資

料の所在が分かることで、権利者がそれを有効に使

う事例が起きると更なる成果といえると思います。

　一般的に映画は俳優で見られることが多いですが、

監督の過去の作品や、同じカメラマンで見るような、

いろいろな流れで過去の作品を見ることもできます。

映画は産業である一方、やはり芸術であり文化であ

り、そういう位置付けを強固なものにしてくれる一

つの手段であると思っています。今回の資料調査で

スタッフワークの一つの意義が出てきたことは、非

常に興味深いことです。映画のいろいろな成り立ち

方や理解の深め方においても非常に大切な部分で、

JFROL の展開についても、制作に近い方のご意見

を伺いながらアイデアを練っていくことが大切かと

思っています。

　成果として、中核拠点をつくることが元々の目的

であり、京都からスタートしたことも大きな意義が

あると思っております。東映太秦映画村にある資料

を整理し、それを一般公開する形も叶いました。映

画にとって重要な場所でもありますから、拠点の一

つとしてうまく生かしたい。その後に、調布地区や、

JFROLに接続した川喜多記念映画文化財団も、全国

の中の拠点としての役割を今後果たしていただける

とありがたいと思います。そして大学機関も含めて、

拠点や映画資料についての考え方を共有する点で、

いろいろなところが今後も関わっていってくれると

ありがたいと思います。

の映画研究を含め貴重な資料になると実感していま

すが、スタッフワークの研究はあまりされていない

現状ですので、所在調査による資料発掘は意義があ

ると思います。映画会社にとっても、現役スタッフ

による資料保管の意義も伝える重要性が、実証展示

によってできたと考えています。また現像所につい

て、各社で使用するフィルムのメーカーが異なり、

それにより色彩も全く異なることが今回の調査によ

りわかりました。

岡田：昨年度「全国映画資料館録 2020」をウェブ公

開した後の 1年間で、ウェブならではの良い成果が

上がっていると思います。全国の資料所蔵元を可視

化し、意識してもらえたし、必要な人にお伝えする

ときにも有効でした。また、木下委員の「日本映画

における女性パイオニア」において、資料を見せる

展開があるならば、今一番生活きのいいウェブサイ

トの一つとしてこの事業とつなげることもできると

思います。

木下：「日本映画における女性パイオニア」のウェブ

サイトには資料発掘のコーナーがあり、権利の問題

も大きな壁なのですが、将来的には貴重な資料を何

らかの形で公開したいと思っています。

　制作段階の中間資料や、スクリプターや編集技師

の残した資料は非常に貴重です。例えばDVDにス

クリプターの資料を読み解く特典映像を付けるよう

な、資料を活用し商品にしていく可能性はあるので

しょうか。

岡田：映画本の出版についてですが、「大島渚全映画

秘蔵資料集成」のような資料アーカイブを丸ごと公

開するタイプの出版物も出てきており、ニーズは高

まっていると思います。出版界も映画資料へ潜在的

に広く深い関心があると思います。そういうときに

コンテンツをお持ちの方々とどう連携できるかとい

う話ができたらよいですね。
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令和3年度事業総括

　本事業は映画作品が製作され、映画館で上映され、観客や批評家によって受容される過程のなかで生み出され

たさまざまな資料を「映画資料」と位置づけ、それらの資料の適切な保存・修復・利活用の中核拠点を生み出そ

うとする目的で実施されている。2009 年に映画フィルムが国の重要文化財に初めて指定された前後から、映画

フィルムを大切に保存し、次世代に受け継いでゆくことの社会的な認知は大きく拡大したが、そのいっぽうで撮

影台本、映画作品の宣伝資料（ポスター、スチル写真、プレスシートなど）をはじめとして、製作・興行・鑑賞

のプロセスで生み出された多種多様な映画資料に対する保存・修復の社会的認知は相対的に低いものであった。

全国の資料館や図書館などにおいて、映画資料に該当するものは数多く収蔵されているにもかかわらず、専門的

な立場からの適切な保存や修復の方法についてはこれまで各機関が手探りで進めてきており、また映画資料を管

理している機関同士の交流や意見交換の場もほとんど存在しなかった。そのような状況下において、本事業は過

去 3年間にわたり、映画資料の適切な保存・修復方法を提案し実証してきたと同時に、デジタル時代における効

果的な利活用を促進させる方法のひとつとして、機関横断的なデータベース（映画資料所在地情報検索システム：

JFROL）の製作と試運用を進めてきた（過去の本事業の報告書を参照）。過去 3年間にわたり委託を受けてきた

映像産業振興機構（VIPO）が、本年度も継続して本事業の遂行に従事し、過去 3年間の成果を十分に踏まえた

うえで、さらに事業の範囲を拡大させ、映画資料の保存と利活用の可能性を大きく拡大することに成功した。

　本年度の事業成果の特徴を一言で表現するとすれば、“包括性の推進”だったといえるだろう。包括性の 1点

目は、過去 3年間で実施してきた映画資料の所在調査の範囲を、京都および調布地区の 2か所から、さらに中国・

九州地区へと拡大させることによって、全国の映画資料保存機関にどれくらい映画資料が収蔵されているのかを

把握しようとした点である。2点目は、従来調査対象になってこなかった映画小道具の専門会社や現像所への調

査を実施することによって、「映画資料」という呼称の適用範囲を拡大させ、映画資料の多様性を実証した点で

ある。3点目としては、映画資料所在地情報検索システム（JFROL）の参加機関を増やすことで登録資料点数を

大幅に増加させることに成功したが、その作業のなかで、これまで各所蔵機関で独自に分類されてきた映画資料

の分類法を、映画資料所在地情報検索システム（JFROL）が提案した統一基準によって分類しなおすことによっ

て、今後の映画資料の分類法のひとつの基準を提案した点も画期的であった。

　以下、より具体的に、本年度の事業成果とその意義を、1）映画資料所在調査のさらなる展開と精緻化、2）映

画資料所在地情報検索システム（JFROL）のさらなる充実化と統一基準の提案、3）映画資料の普及活動とデジ

タル利活用のさらなる推進、という 3点に分けて解説したい。

1 ）映画資料所在調査のさらなる展開と精緻化

　過去 3年間は京都の太秦地区の撮影所での調査と、東京の調布地区に点在する映画関連企業への調査を実施し、

これまで全国的に知られていなかった貴重な映画資料を発見したほか、各映画資料の特徴に即した適切な保存・

管理方法も実証実験などの成果を活用して、公開シンポジウム時に参加者へそれらの技術や知識を共有すること

を行ってきた。本事業は、映画資料の保存と利活用のさまざまなノウハウを 3年間の事業で数多く公表し、実証

実験を行ってきた。つまり資料の発見→調査→カタロギングとデジタル化→利活用までの各調査・検証が、ひと

つの円を描くように循環（サーキュレーション）しはじめた点は画期的であった。映画資料のサーキュレーショ

ンを生み出すための中核拠点のひとつとなったのが、2020 年 7 月 1 日に東映太秦映画村内に設立した「映画図

事業総括
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　なお、上記のような専門的で豊かな調査成果を短期間で出すことができたひとつの理由は、本年度のほぼすべ

ての所在調査に、日本映画史とフィルムアーカイブの豊富な知識と経験を持つ専門スタッフが必ず同行していた

点であろう。そのおかげで専門家の統一した視点と基準から、各資料の価値や劣化度合いや修復するときの優先

順位の策定などについて、的確なアドバイスを本事業に提供してくれている。

2 ）映画資料所在地情報検索システム（JFROL）のさらなる充実化と統一基準の提案

　映画資料に興味を持った人々が何らかの形で資料を見てみたい、利活用したいと思ったときにまず知らべるこ

とになるのが、3年前から開発が進められている本事業の「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」であ

る。このシステムの構築によって、ようやく映画資料情報データベースの中核拠点が、ネット社会のなかに生ま

れつつある。後述するように、資料の完全な情報をネット上のデータベースで全公開するまでにはさまざまな技

術的、権利的な問題をクリアする必要があるものの、このデータベースが公開されれば、日本のみならず世界の

映画アーキビストや美術館のキュレーターなどが、こぞって活用するデータベースになることは間違いなく、そ

れぞれの研究者やキュレーターが企画しているテーマの展覧会や上映会に活用できる映画資料が見つかるはずで

ある。今年度はさらに映画資料所在地情報検索システム（JFROL）に川喜多記念映画文化財団のオンラインデー

タベースを接続させることによって、書籍、雑誌、プレス資料等、パンフレット、チラシ、ポスター、イベント

カタログ等、新たに 3万件以上の映画資料が登録され、データベースの利便性と網羅性が一層高まった。また、

先述したように、映画資料所在地情報検索システム（JFROL）独自の分類項目を詳細に検討したうえで立ち上げ、

他機関の分類方法でこれまで管理されてきた資料を、より映画資料の特徴に合わせて分類しなおす作業を実施し

た。大変地道な作業ではあるが、JFROL 独自の映画資料分類基準を作ることによって、今後の映画資料の分類

基準の母体が構築され、将来的には全国共通の理解しやすい分類法が本事業から生まれるに違いない。今後のさ

らなる分類の精緻化が期待される。

3 ）映画資料の普及活動とデジタル利活用のさらなる推進

　令和 2、3年度の調布地区調査を元に実施した展示は、多くの来場者に恵まれたが、本年度は現物展示のみな

らず、デジタルデータ化した映画資料を利用者が自由に拡大縮小などの操作をしたり、非接触で選択したりでき

る最新の技術を用いて効果的に展示することができた。展示した資料のなかには今年度に追加調査を実施して、

より専門的に資料の価値が判明したものも含まれており、図書館司書、博物館学芸員、研究者たちの最新の調査

成果を多くの方々に発表する場としても機能していた。その結果、調査→展示→普及の理想的な映画資料の循環

が生まれていた。実証展示は 9日間の日程であったが、その期間に計 460 人（一日平均約 50 人）もの来場者に

恵まれ、本展覧会が高い注目度を浴びていたことが実際の数字となって現れている。デジタルデータの見せ方の

工夫として、展示されている資料の次のページを見たいとか、小さい字なので拡大して見たいという場合は、巨

大モニターに表示された映画資料のイメージを操作することによって、自在に各閲覧者が見たい部分にたどり着

ける点を挙げることができる。このデジタル映画資料の利活用において、大型モニターを使った非接触型の閲覧

方法は非常に効果的であることがあらためて確認できた。これは今後、各著作権者の工夫次第ですぐに展開可能

な利活用の模範例であった。

　映画資料の保存・修復・展示およびデジタル活用に興味のある全国の関係者が集う「全国映画資料アーカイブ

サミット 2022」が、2022 年 1 月 20 日にオンラインで開催され、最大 226 名もの参加者が集まった注目イベント

になった。特に多くの参加者の注目を浴びていたのは、第3部のセミナーとして開催された、「映画資料のNFT化・

デジタル活用と著作権処理」（講師：福井健策氏）であった。現在のエンタテインメント業界の著作権運用に精

書室」である。コロナ禍で閲覧人数の制限はあるものの、毎年数百人の閲覧者が貴重な資料を無料で見ることが

できる機関として、映画研究者たちから多くの注目を浴びてきた。4年目となる本年は、さらに資料調査・発掘

の範囲をはじめて中国・九州地区へと拡大し、「松永文庫」、「田中絹代ぶんか館」と「木暮実千代顕彰館」の調

査を敢行するとともに、これまですでに調査していた調布地区の映画資料についても、映画史的な価値の高い資

料について再度時間をかけて調査した点も、映画資料の研究活用の可能性を追及するすばらしい観点である。

　松永文庫のなかでも特に「中村上コレクション」は、これまでのニュースやシンポジウムの内容から、アーキ

ビストや映画研究者たちによってその存在は知られていたが、より細かい調査や価値づけは行われていなかった。

そこで本事業のすべての調査活動に帯同した日本映画史研究者の佐崎氏が関わることによって、専門的観点から

各資料の希少価値や研究的価値を報告書で的確にまとめてくれている。今回の田中絹代ぶんか館における所在調

査がきわめて実りあるものだったことは、本報告書で同じく佐崎氏による調査・分析結果が興奮したタッチで記

載されていることからも推測できるだろう。書き込みのある撮影台本は、この世に 1点しか存在しない唯一無二

の資料である。すでにフィルムが失われた作品であっても、幸いフィルムが残っている作品であっても、この書

き込みのある撮影台本を分析の基軸にすることで、製作プロセスのなかでさまざまな部署や外部機関からどのよ

うな権力が行使され、どのようなクリエイティヴな変更が実践されたのかが克明に記録されている点において、

第一級の映画資料と言える。今後の研究者たちの詳細な調査によって、田中絹代の俳優および監督としての独自

性がさらに解明されてゆくことだろう。

　所在調査のなかで特筆すべきは、昨年度実施した調布地区の再調査だけでなく、これまであまり「映画資料」

所蔵機関として意識されてこなかった 3機関を新たに調査対象とした点であり、「映画資料」の多様性を拓こう

とする意義のある作業となった。昨年度から調査を継続している調布市立中央図書館のより精緻な調査が実施さ

れ、とくに「須田武雄旧蔵資料」は、映画の音楽や効果音などを録音し調音するための細やかなテクニックや技

術が克明に記録された貴重な資料であることが明確になったし、「菊川芳江旧蔵資料」も、映画における映画美

術（プロダクションデザイン）の役割が浮かび上がってくる資料であり、今回より詳細な調査を進めたことによっ

てこれらの資料の重要性をあらためて確認することができた。これらの調査がきっかけとなり、これらの映画資

料の展示や研究活用などが推進されることが期待できる。

　本年度の調布地区における新規調査場所として、東映ラボ・テック、東京現像所、そして高津装飾美術への調

査が実施された。映画フィルムの現像所と、映画の小道具は、映画製作プロセスのなかでも比較的注目されるこ

との少なかった領域ではあるが、現像所は映像表現の技術と経験が蓄積され、映像のクオリティを最終決定する

きわめて重要な場所であり、小道具も映画作品の演出を細部から強化する重要な部署のひとつである。それらの

専門施設の映画資料がどれくらい保管されているのを、初めて外部の視点も交えて本プロジェクトが調査に乗り

出したことは画期的である。東京現像所では「東宝助監督会資料」が大量に保管されていることが今回の調査で

判明した。現像所という場の特殊性を踏まえ、さらに貴重な映画資料が保存されているかどうかの追加調査が今

後必要になってくるだろう。

　最後に、川喜多記念映画文化財団の「鎌倉収蔵庫」を訪れることができた。鎌倉収蔵庫では、川喜多記念映画

文化財団のオンラインデータベースに登録されていない膨大な映画資料が整然と保管されており、今回の調査は

短時間で倉庫保管資料の概要を見渡しただけであったが、川喜多長政・かしこ夫妻が輸入公開した戦前外国映画

の日本語翻訳台本（字幕台本）が大切に保管されていたことを確認できたことは、今後の映画資料の研究活用に

とって大変貴重な出来事であった。戦前の翻訳台本資料は、映画研究・翻訳研究・アダプテーション研究などを

活性化するのみならず、すでに失われてしまった外国映画の翻訳台本が含まれているとすれば、その資料が世界

の映画ファンを喜ばせる大きな発見につながるかもしれないからだ。今後の詳細な調査が待たれる。
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　なお、上記のような専門的で豊かな調査成果を短期間で出すことができたひとつの理由は、本年度のほぼすべ

ての所在調査に、日本映画史とフィルムアーカイブの豊富な知識と経験を持つ専門スタッフが必ず同行していた

点であろう。そのおかげで専門家の統一した視点と基準から、各資料の価値や劣化度合いや修復するときの優先

順位の策定などについて、的確なアドバイスを本事業に提供してくれている。

2 ）映画資料所在地情報検索システム（JFROL）のさらなる充実化と統一基準の提案

　映画資料に興味を持った人々が何らかの形で資料を見てみたい、利活用したいと思ったときにまず知らべるこ

とになるのが、3年前から開発が進められている本事業の「映画資料所在地情報検索システム（JFROL）」であ

る。このシステムの構築によって、ようやく映画資料情報データベースの中核拠点が、ネット社会のなかに生ま

れつつある。後述するように、資料の完全な情報をネット上のデータベースで全公開するまでにはさまざまな技

術的、権利的な問題をクリアする必要があるものの、このデータベースが公開されれば、日本のみならず世界の

映画アーキビストや美術館のキュレーターなどが、こぞって活用するデータベースになることは間違いなく、そ

れぞれの研究者やキュレーターが企画しているテーマの展覧会や上映会に活用できる映画資料が見つかるはずで

ある。今年度はさらに映画資料所在地情報検索システム（JFROL）に川喜多記念映画文化財団のオンラインデー

タベースを接続させることによって、書籍、雑誌、プレス資料等、パンフレット、チラシ、ポスター、イベント

カタログ等、新たに 3万件以上の映画資料が登録され、データベースの利便性と網羅性が一層高まった。また、

先述したように、映画資料所在地情報検索システム（JFROL）独自の分類項目を詳細に検討したうえで立ち上げ、

他機関の分類方法でこれまで管理されてきた資料を、より映画資料の特徴に合わせて分類しなおす作業を実施し

た。大変地道な作業ではあるが、JFROL 独自の映画資料分類基準を作ることによって、今後の映画資料の分類

基準の母体が構築され、将来的には全国共通の理解しやすい分類法が本事業から生まれるに違いない。今後のさ

らなる分類の精緻化が期待される。

3 ）映画資料の普及活動とデジタル利活用のさらなる推進

　令和 2、3年度の調布地区調査を元に実施した展示は、多くの来場者に恵まれたが、本年度は現物展示のみな

らず、デジタルデータ化した映画資料を利用者が自由に拡大縮小などの操作をしたり、非接触で選択したりでき

る最新の技術を用いて効果的に展示することができた。展示した資料のなかには今年度に追加調査を実施して、

より専門的に資料の価値が判明したものも含まれており、図書館司書、博物館学芸員、研究者たちの最新の調査

成果を多くの方々に発表する場としても機能していた。その結果、調査→展示→普及の理想的な映画資料の循環

が生まれていた。実証展示は 9日間の日程であったが、その期間に計 460 人（一日平均約 50 人）もの来場者に

恵まれ、本展覧会が高い注目度を浴びていたことが実際の数字となって現れている。デジタルデータの見せ方の

工夫として、展示されている資料の次のページを見たいとか、小さい字なので拡大して見たいという場合は、巨

大モニターに表示された映画資料のイメージを操作することによって、自在に各閲覧者が見たい部分にたどり着

ける点を挙げることができる。このデジタル映画資料の利活用において、大型モニターを使った非接触型の閲覧

方法は非常に効果的であることがあらためて確認できた。これは今後、各著作権者の工夫次第ですぐに展開可能

な利活用の模範例であった。

　映画資料の保存・修復・展示およびデジタル活用に興味のある全国の関係者が集う「全国映画資料アーカイブ

サミット 2022」が、2022 年 1 月 20 日にオンラインで開催され、最大 226 名もの参加者が集まった注目イベント

になった。特に多くの参加者の注目を浴びていたのは、第3部のセミナーとして開催された、「映画資料のNFT化・

デジタル活用と著作権処理」（講師：福井健策氏）であった。現在のエンタテインメント業界の著作権運用に精

書室」である。コロナ禍で閲覧人数の制限はあるものの、毎年数百人の閲覧者が貴重な資料を無料で見ることが

できる機関として、映画研究者たちから多くの注目を浴びてきた。4年目となる本年は、さらに資料調査・発掘

の範囲をはじめて中国・九州地区へと拡大し、「松永文庫」、「田中絹代ぶんか館」と「木暮実千代顕彰館」の調

査を敢行するとともに、これまですでに調査していた調布地区の映画資料についても、映画史的な価値の高い資

料について再度時間をかけて調査した点も、映画資料の研究活用の可能性を追及するすばらしい観点である。

　松永文庫のなかでも特に「中村上コレクション」は、これまでのニュースやシンポジウムの内容から、アーキ

ビストや映画研究者たちによってその存在は知られていたが、より細かい調査や価値づけは行われていなかった。

そこで本事業のすべての調査活動に帯同した日本映画史研究者の佐崎氏が関わることによって、専門的観点から

各資料の希少価値や研究的価値を報告書で的確にまとめてくれている。今回の田中絹代ぶんか館における所在調

査がきわめて実りあるものだったことは、本報告書で同じく佐崎氏による調査・分析結果が興奮したタッチで記

載されていることからも推測できるだろう。書き込みのある撮影台本は、この世に 1点しか存在しない唯一無二

の資料である。すでにフィルムが失われた作品であっても、幸いフィルムが残っている作品であっても、この書

き込みのある撮影台本を分析の基軸にすることで、製作プロセスのなかでさまざまな部署や外部機関からどのよ

うな権力が行使され、どのようなクリエイティヴな変更が実践されたのかが克明に記録されている点において、

第一級の映画資料と言える。今後の研究者たちの詳細な調査によって、田中絹代の俳優および監督としての独自

性がさらに解明されてゆくことだろう。

　所在調査のなかで特筆すべきは、昨年度実施した調布地区の再調査だけでなく、これまであまり「映画資料」

所蔵機関として意識されてこなかった 3機関を新たに調査対象とした点であり、「映画資料」の多様性を拓こう

とする意義のある作業となった。昨年度から調査を継続している調布市立中央図書館のより精緻な調査が実施さ

れ、とくに「須田武雄旧蔵資料」は、映画の音楽や効果音などを録音し調音するための細やかなテクニックや技

術が克明に記録された貴重な資料であることが明確になったし、「菊川芳江旧蔵資料」も、映画における映画美

術（プロダクションデザイン）の役割が浮かび上がってくる資料であり、今回より詳細な調査を進めたことによっ

てこれらの資料の重要性をあらためて確認することができた。これらの調査がきっかけとなり、これらの映画資

料の展示や研究活用などが推進されることが期待できる。

　本年度の調布地区における新規調査場所として、東映ラボ・テック、東京現像所、そして高津装飾美術への調

査が実施された。映画フィルムの現像所と、映画の小道具は、映画製作プロセスのなかでも比較的注目されるこ

との少なかった領域ではあるが、現像所は映像表現の技術と経験が蓄積され、映像のクオリティを最終決定する

きわめて重要な場所であり、小道具も映画作品の演出を細部から強化する重要な部署のひとつである。それらの

専門施設の映画資料がどれくらい保管されているのを、初めて外部の視点も交えて本プロジェクトが調査に乗り

出したことは画期的である。東京現像所では「東宝助監督会資料」が大量に保管されていることが今回の調査で

判明した。現像所という場の特殊性を踏まえ、さらに貴重な映画資料が保存されているかどうかの追加調査が今

後必要になってくるだろう。

　最後に、川喜多記念映画文化財団の「鎌倉収蔵庫」を訪れることができた。鎌倉収蔵庫では、川喜多記念映画

文化財団のオンラインデータベースに登録されていない膨大な映画資料が整然と保管されており、今回の調査は

短時間で倉庫保管資料の概要を見渡しただけであったが、川喜多長政・かしこ夫妻が輸入公開した戦前外国映画

の日本語翻訳台本（字幕台本）が大切に保管されていたことを確認できたことは、今後の映画資料の研究活用に

とって大変貴重な出来事であった。戦前の翻訳台本資料は、映画研究・翻訳研究・アダプテーション研究などを

活性化するのみならず、すでに失われてしまった外国映画の翻訳台本が含まれているとすれば、その資料が世界

の映画ファンを喜ばせる大きな発見につながるかもしれないからだ。今後の詳細な調査が待たれる。
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通した弁護士の福井氏によって、映画資料に関わる（あるいは今後関わってくるであろう）権利問題のトピック

を、非常に明快でわかりやすく参加者に説明してくれた。映画資料のデジタルデータにNFT（非代替性トーク

ン＝デジタル上でその資料が唯一のものであることを証明する証明書のようなもの）を付すことによって、今後、

各権利保持者たちがデジタル映画資料から何らかの収益や活用上のメリットが生まれる可能性が拓けてくるとい

う。そのことは、今後の映画資料の価値上昇につながる刺激的な提案であった。また、デジタル素材を利活用す

るときの権利処理がより簡便化した「非許諾モデル」の推進も、実際今まさに推進されつつある大きな流れであ

り、これらが映画資料の利活用にどのようなメリットがあるのか、引き続き注視したい。さらに 2021 年の著作

権法改正によって、国会図書館から全国の関連機関へデジタルデータを送信することが以前より容易になり、個

人ユーザーに直接希望データが届くケースも生まれるだろうという。国会図書館のような巨大デジタルアーカイ

ブのインフラを、今後のデジタル映画資料の普及や利活用に最大限活用するにはどうしたらいいのだろうか。福

井氏の刺激的なレクチャーは、映画資料の利活用の未来を大きく左右する重要な論点をたくさん含んでいて、非

常に価値の高いものであった。今後の本事業で引き続きデジタル映画資料データの利活用の可能性について、よ

り踏み込んだ専門的な議論をする必要性とニーズは、サミット後のアンケートからも強く感じることができた。

最後に

　以上のように、多くの関係者の努力が実を結び、4年目の事業成果はこれまで以上に飛躍的に進歩し、拡大し

たと断言してよい。映画資料所蔵調査については、さらにエリアを拡大して散逸の危機にさられている資料館な

どがあれば優先的に調査し、保存対応可能な機関へと仲介する役割もあるだろう。JFROLの登録件数が 10 万件

を超え、データベースで検索したときにはじめて浮かび上がってくる資料同士の関係性を見出しやすくなった。

ある機関が保存していた資料が、別の機関の資料と連関していることが検索によってはじめて明らかになり、新

たな映画史上の発見が生まれるかもしれない。今後さらに JFROL への参加機関を増やすためには、参加するこ

とによる何らかのメリットをどのように付与するかという点も重要かもしれない。サミットで発信された映画資

料の面白さと魅力は、まだまだ他にもたくさんあるはずである。年 1回のサミットだけでなく、定期的にインター

ネット上で多種多様な映画資料の魅力・見方・読み方などを専門家や元スタッフの方などに解説していただけれ

ば、映画資料の社会的認知はさらに高まるだろう。利活用については、議論をさらに深めるための講演会や勉強

会を定期的に実施し、その可能性を積極的に検討してはいかがだろうか。

　いずれにしても、4年目を迎えた本事業は、VIPOスタッフと各種委員の粘り強い努力によって、ひと時も歩

みを緩めずに毎年大きな映画資料の保存・修復・展示とデジタル利活用の可能性を拡大させている。今後もさら

に充実した成果と洗練された議論が積み上げられることだろう。私たちは今、映画資料の価値を高める中核拠点

が生まれつつあるのを目の当たりにしているのである。

板倉史明（神戸大学大学院　国際文化学研究科　准教授）
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	2-2_p64-65_実証展示（京都地区における資料展示）_2
	2-3_p66-67_効果検証_2
	2-4_p68-73_実証実験報告_2
	2-6_p75-77_全国映画資料アーカイブサミット2022
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